
1-1

S-16図による

　６５65

プレボーリング根固め工法（大臣認定）

種

種

種

種

種

種

種

種種

種 種

種種

油圧ハンマー

プレボーリング拡大根固め工法（認定工法）

杭周固定液

ディーゼルハンマー

* あり

A

A

Ⅰ

A

B

B

Ⅱ

B

C

C

C

Ⅲ Ⅳ

立上りコンクリート
デッキコンクリート 備　考土間ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎，地中梁箇　　所

骨材　　　　　　　塩分含有量　　　　　アルカリシリカ反応性

6-5

2)

3)

4)

5)

1)

空気量スランプ

]

][

[

フレッシュコンクリート

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

コンクリートコア抜き取り圧縮試験

マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）

行わない

行わない

行わない

行う

行う

* 行う

* 行う

* 行う

* 行わない

* 行わない

調合　（補正値は工事費に含む）

短期(18) 標準(24)

調合管理強度

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

日28

梁　　下

設計強度0 12N/mmまたは
2２

3 17日 日

5 25日 日

8 28日 日

15 ℃以上

5 ℃以上

0 ℃以上

5N/mm .85Fc

場合

圧縮試験による場合

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下

コンクリート

の材齢による

6-6 せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）

Fm=Max(Fc,Fd)+S S＝3～6

6-7 住宅性能表示

超長期(36)長期(30)

6-8

等級2 等級3劣化等級

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）2-7かぶり厚さ

が変わる場合があるので注意すること。

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Fd

Fc60を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書による。

(標準養成)

(封かん養成)

(水中養成)

構造体コンクリート

型枠

調合管理強度

試験　（躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う

1818

以上

以下

以下

２７０

１８５

18

270

185

55

270

185

単位セメント量

単位水量

水セメント比

スランプ ｃｍ

３
ｋｇ／ｍ

３
ｋｇ／ｍ

％

6-4

保護コンクリート

※デッキコンクリート、立上りコンクリート

*A

*A

*A

*A

*A

*A

B

B

B

B

B

B

150

100

100

100

100

100

150

厚 さ

*100

120

120

120

120

120

50

50

50

50

50

50

再生切込砕石

（1本　　　　　　　）

35μｍ

15μｍ

35μｍ

30μｍ

標準膜厚

錆止め塗装（工場塗　*　工場1回、現場1回　    1回、現場タッチアップ程度とする）

* AE

 * 砕石砂利 高炉スラグ骨材 人工軽量骨材 再生骨材

混和材 減水剤 減水剤 躯体防水材 膨張材AE高性能

Fc  21 （ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）土間コンクリート

）

）

Fc  18

Fc  18 LFc

LFcFc  18 （気乾単位容積質量

（気乾単位容積質量かさ上げコンクリート *18.5

*18.5

捨てコンクリート

（ ）

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFcLFc30

軽量コンクリート 気乾単位容積質量2 種種*1 *18.5

普通コンクリート

粗骨材

セメント　　　

最大径(mm)

躯体

２５ ４０

　　　　　　　高炉セメントＢ種

低熱ポルトランドセメントJISR5210

* ２０

* 普通ポルトランドセメントJISR5210

Fc27

Fc24

杭

杭

杭

杭

(設計)　　類 ・ Ｂ類 ・ 乙類  　重要度係数 1.0

1-7

1-6

中掘拡大根固め工法（認定工法）

回転埋設根固め工法（認定工法）

-

ルート1-1

ルート1-1

屋外トイレ棟

ルート2 ルート3

ルート2 ルート3

管理棟

CPRC

2) 工法

打撃工法

埋込み工法

なし

2-2

2-1

ルート1 ルート2 ルート3

ルート1 ルート2 ルート3

X

Y

方　　向

4-1 基礎及びスラブ下地業 （単位mm)

4-4

無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢

締固め工法

圧密排水工法

ソイルセメント杭

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験 （　　箇所）

[ ]六価クロム溶出試験

1)

節杭

PHC

ST

SC t mm

杭種

* 行わない

* 行わない

行う

行う

：

：

A

B

(1)※

50

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100

場　　　所
割栗石

基　礎
独立，布

ベ　　タ

地　中　梁

構造スラブ

土間スラブ
屋内

屋外

*50

*50

*50

*50

*50

捨てコンクリート厚さ

(1)

(2)

注 アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

搬入良土

搬入良土

山留め、根切り

* 場外搬出処分（* 自由　　　指定場所　）

* 根切り土の中の良土

* 根切り土の中の良土

場内地均し

3-1

3-2

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

日本建築学会 JASS5(2009),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5（2009）,

日本建築学会 RC規準2010

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。

鉄筋の継手

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

* 建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定

端部aは100以上とする。

４－２ 設計地耐力 長期 kN/m 短期 kN/m 終局 kN/m
2 2 2

a

地耐力載荷試験 * 行わない４－３ 行う　（3箇所　長期設計耐力の３倍を確認する）

地盤改良

§2 構造計算ルート

§3 仮設工事，土工事

§4 地業工事

6-2

とする。

７)

６)

５)

４)

246-1 設計基準強度 )
２

(N/mm 

1)

３)

2)

§ コンクリート工事6

D16

D19  

種　類

以下

以上

径

スパイラル

重ね継手

継　　　　手

工場溶接

機械継手（  級）

5-1 材種

*溶接継手

*重ね継手

D29  以上

D  以上

SD295A

SD345

SD390

SD490

P

S13

ＵＤ ＵＲ

重ね継手

重ね継手 スパイラル 工場溶接1275級

 785級

　６８５級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

機械継手（  級）*溶接継手

機械継手（  級）*溶接継手

5-3

5-4

梁貫通補強

その他

補強筋は原則として工場製品（評定品）を使用する。

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内

本

箇所

(JISZ3120)

30

引張り試験

1

1

検査ロットにつき

検査ロットにつき

* 3

抜取り検査

5-2 溶接部の検査（第三者機関による）

溶接継手 突き合せ溶接（D16以下は重ねアーク溶接でも可）* ガス圧接

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

(JISZ3062)

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける

熱間押抜き試験

原則 柱・梁の径毎に3本

超音波探傷試験

（杭基礎、独立基礎） （布基礎、ベタ基礎）

§5 鉄筋工事

3) 杭先端深さ GL-    m

4)

5)

孔壁測定 （

（ 全数 ％ ） 行わない

方向）2

* 行う

使用材料

コンクリート （ 普通ポルトランドセメント 高炉セメント ）Ｂ種

鉄筋

Ｆｃ　　　　　

D

SD295A

SD390

D SD345

以上

以上D 以下

ＳＫＫ４００ ＳＫＫ４９０鋼管（リブ付）

4-6

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

杭打地業共通事項

2)

３）

1)

載荷試験 行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）

行わない杭長決定用先行杭[ 試験掘 ]

ＳＬ塗布 行う

行う

* 行わない

* 行わない

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

ｍｍ ｍｍ 備　　考本数終局短期長期管厚杭　径（拡底部）

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

5) 杭頭補強

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

1)

2)

工法

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

BH工法

オールケーシング工法（　　ベノト工法　　　　　　　　　　　）

kN kN kN

4) 杭の構成は設計図による。

6-3構造特記仕様書(管理棟)

１種

間柱
柱

7-9

7-8

7-7

JRMHS

1.250

1820401340680

M24（ＡＢＭは　　　以上）ＡＢＭ４９０

ＳＮＲ４００Ｂ

ＡＢＭ４００

（　　　以上）ＳＳ４９０

ＡＢＲ４９０  ＡＢＲ４００

350φ
（単位 mm）

７－１１

7-10

溶接手法及び管理

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

デッキプレート

鉄骨製作工場

8-2

8-3

8-4

縦

横

備　　　考使　用　箇　所構　　　　　法方　　向

方　　向 構　　　　　法 使　用　箇　所 備　　　考

縦

横

スライド構法

ロッキング構法

カバープレート構法

ボルト止め構法

ロッキング構法

スライド構法

現場打厚さ 合計厚さ 備　　　　　考

押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ

ｍｍ ｍｍ ｍｍ

PCa板

1)

2)

素地こしらえ

1)

2)

3)

4)

床用

合成スラブ用 高さ 板厚

高さ 板厚

型枠用 タイプ形版高さ 板厚

防錆処理

ALC パネル

厚さ 100 120ｍｍ2)

内壁床 屋根 外壁使用箇所

厚さ

外壁取り付け構法

15075（８０） 100 120 175ｍｍ

3)

2)

1)

床 屋根床及び屋根

合成板

厚さ ｍｍPCa板単独

1)

外壁 厚さ  ｍｍ2)

行わない

ｍｍ

PCa板厚さ

ブラスト

行う

JISK5625シアナミド鉛錆止めペイント

JISK5621一般用錆止めペイント

JISK5674  鉛、クロムフリ－錆び止め

室内室外

適用

Z27Z12亜鉛メッキプライマー

印を適用し、選択項目は 印が無い場合は * 印を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

本特記仕様書

設計図

標準図

　　　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　  　高強度せん断補強筋施工仕様書　

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

その他

日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2

1-3

1-4

1-5

含まない　）

1)

2)

３）

４）

５）

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

梁貫通位置、径、及び箇所数は（　 　意匠図　　　構造図　　*設備図　）による。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に （　*含む

仕様書

（　-　）

（　-　）

ｍｍ（拡底部）杭　径 ｋN ｋN ｋN長期 短期 終局 本数 備　　考

3) 杭径，設計耐力，本数表

１種 ２種

１種 ２種

１種 ２種

塗　　　　　　　料 種  別

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

* ケレン

錆止め塗料

8-1 コンクリートブロック

種類 A 種 B種1)

150 190

C種

7-3 普通ボルト，アンカーボルト

1) 材質

径 長　　　さ 使　用　箇　所(mm)

梁柱

7-4 頭付きスタッド

7-6

7-5 溶接材料

継手

2) 使用する 使用しない

1)

2)

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に相応

ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

したものを選定する。

大臣認定柱脚（メーカー仕様による）

φ22 100 120 150

19 φ 80 100 120 150

16 φ 80 100 120 150

フランジ 高力ボルト 現場溶接 現場溶接

ウェブ 高力ボルト 現場溶接 現場溶接

スカラップ形状　　　* スカラップ工法　　　　　　ノンスカラップ工法

* 高力ボルト

* 高力ボルト

  ＳＳ４００ M

**

ジンクリッチクライマー JISK5552

高　力　ボ　ル　ト　の　種　類 使　用　箇　所

トルシア形高力ボルト 全般

トルシア形が使用できない部分

7-2 高力ボルト

JIS形高力ボルト

* S10T

小梁、他規　格　名　称

冷間成形角形鋼管

鋼　　　材　　　名 ブレース大梁内ダイア

SS400

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

7-1 材種及び使用箇所

通　し

ダイア

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

STK400 STK490一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

熱間成形角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

建築構造用圧延棒鋼

SSC400

SNR400

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F8T

F10T

S14T

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

0.8

　　　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　  　鉄骨工作標準図

　　　鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

（*国交省　・公共建築協会　・日本建築家協会　）

国土交通省大臣認定（グレード）

溶融亜鉛メッキ３）　

1 一般事項§

鉄骨工事7§

§8 コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板・ＰＣａ板工事

作製年月日MEMO 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

構造特記仕様書(管理棟) NO SCALE

S-01



6 コンクリート工事§

コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板・ＰＣａ板工事8§

§7 鉄骨工事

鉄筋工事5§

地業工事4§

仮設工事，土工事3§

構造計算ルート2§

§ 一般事項1

３）　 溶融亜鉛メッキ

国土交通省大臣認定（グレード）

50

50

50

50

50

50

（*国交省　・公共建築協会　・日本建築家協会　）

　　　鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

地盤改良

行う　（3箇所　長期設計耐力の３倍を確認する）

120

120

120

120

120

４－３ * 行わない地耐力載荷試験

　　　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　  　鉄骨工作標準図

a

222
kN/m終局kN/m短期kN/m長期設計地耐力４－２

端部aは100以上とする。

（布基礎、ベタ基礎）（杭基礎、独立基礎）

屋内環境

母材が亜鉛メッキされている部分

S14T

F10T

F8T

超高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

SNR400

SSC400

建築構造用圧延棒鋼

建築構造用圧延鋼材

熱間成形角形鋼管

SHC490CSHC490B

SHC400B SHC400C

一般構造用軽量形鋼

一般構造用炭素鋼管 STK490STK400

一般構造用角形鋼管

溶接構造用圧延鋼材

一般構造用圧延鋼材

STKR490STKR400

BCP325BCP235

BCR295

ダイア

通　し

材種及び使用箇所7-1

SN400C

SN490BSN400B

SN490C

SN400A

SM490ASM400A

SS400

内ダイア 大梁 ブレース鋼　　　材　　　名

冷間成形角形鋼管

規　格　名　称 小梁、他

* S10T

JIS形高力ボルト

高力ボルト7-2

トルシア形が使用できない部分

全般トルシア形高力ボルト

使　用　箇　所高　力　ボ　ル　ト　の　種　類

15μｍ

30μｍ

35μｍ

35μｍ

JISK5552ジンクリッチクライマー

* *

* 建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

鉄筋の継手

超音波探傷試験

原則 柱・梁の径毎に3本

熱間押抜き試験

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。

日本建築学会 RC規準2010

とする。②地反力を受ける①一般基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として

M  ＳＳ４００

* 高力ボルト

* 高力ボルト

スカラップ形状　　　* スカラップ工法　　　　　　ノンスカラップ工法

現場溶接現場溶接高力ボルトウェブ

現場溶接現場溶接高力ボルトフランジ

15012010080φ16

15012010080φ19

15012010022 φ

大臣認定柱脚（メーカー仕様による）

したものを選定する。

ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に相応

2)

1)

使用しない使用する2)

継手

溶接材料7-5

7-6

頭付きスタッド7-4

柱 梁

(mm) 使　用　箇　所長　　　さ径

(JISZ3062)

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

* ガス圧接 突き合せ溶接（D16以下は重ねアーク溶接でも可）溶接継手

溶接部の検査（第三者機関による）5-2

抜取り検査

* 3

検査ロットにつき

検査ロットにつき

1

1

引張り試験

30

(JISZ3120)

箇所

本

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

補強筋は原則として工場製品（評定品）を使用する。

その他

梁貫通補強

5-4

5-3

2)

３)

1)

6-1

Fc60を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書による。

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Fd

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5（2009）,

日本建築学会 JASS5(2009),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

が変わる場合があるので注意すること。

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）2-7かぶり厚さ

劣化等級 等級3等級2

6-8

長期(30) 超長期(36)

住宅性能表示6-7

S＝3～6Fm=Max(Fc,Fd)+S

材質1)

普通ボルト，アンカーボルト7-3

せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）6-6

の材齢による

コンクリート

スラブ下基礎、梁側、柱、壁

圧縮試験による場合

場合

85Fc.5N/mm

℃以上0

℃以上5

℃以上15

日日 288

日日 255

日日 173

２ 2
または12N/mm0 設計強度

梁　　下

28 日

F≧0.85Fm+3σF≧Fm+1.73σ

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

調合管理強度

標準(24)

* 行わない

短期(18)

種C

190150

1) 種B種A種類

コンクリートブロック8-1

調合　（補正値は工事費に含む）

試験　（躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う） ※供試体の養生方法は現場水中養生とする

* 行わない

* 行わない

* 行う

* 行う

* 行う

行う

行う

行わない

行わない

行わない

マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）

コンクリートコア抜き取り圧縮試験

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

フレッシュコンクリート

[

[ ]

]

スランプ 空気量

1)

5)

4)

3)

2)

6-5

6-4

％

ｋｇ／ｍ
３

ｋｇ／ｍ
３

４)

５)

６)

７)

ｃｍ

6-3

6-2

*溶接継手 （  級）機械継手

*溶接継手 （  級）機械継手

補強筋

高強度せん断

溶接金網

　６８５級

 785級

1275級 工場溶接スパイラル重ね継手

重ね継手

ＵＲＵＤ

S13

P

SD490

SD390

SD345

SD295A

以上D  

以上D29  

*重ね継手

*溶接継手

材種5-1

（  級）機械継手

工場溶接

継　　　　手

重ね継手

スパイラル

径

以上

以下

種　類

D19  

D16

* 行わない

行う

行うＳＬ塗布

]試験掘[ 杭長決定用先行杭 行わない

行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）載荷試験

1)

３）

2)

杭打地業共通事項

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

錆止め塗料

* ケレン

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

4-6

鋼管（リブ付） ＳＫＫ４９０ＳＫＫ４００

以下D 以上

以上

SD345D

SD390

SD295A

D

Ｆｃ　　　　　

鉄筋

Ｂ種 ）高炉セメント普通ポルトランドセメント（コンクリート

使用材料

3-2

3-1

場内地均し

* 根切り土の中の良土

* 根切り土の中の良土

* 場外搬出処分（* 自由　　　指定場所　）

山留め、根切り

搬入良土

搬入良土

残土処分

盛土

埋戻し土

埋戻し土、盛土、残土処分

アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注

(2)

(1)

捨てコンクリート厚さ

*100*A

*A

*A

*A

*A

*A

*50

*50

*50

*50

*50

屋外

屋内
土間スラブ

構造スラブ

地　中　梁

ベ　　タ

独立，布
基　礎

さ厚
割栗石

砕　石
場　　　所

150

100

100

100

100

100

B

B

B

B

B

B100

100

100

100

100

10060

60

60

60

60

60

50

※ (1)

B

A

：

：

行う

行う

* 行わない

* 行わない

杭種

種

種

種

種

種

種

種

種

種

種

種

種

種

mmt杭

杭

杭

ⅣⅢ

C

C

C

B

Ⅱ

B

B

A

Ⅰ

A

A

SC

ST

PHC

節杭

1)

六価クロム溶出試験 ][

（　　箇所）一軸圧縮試験 ]載荷試験[

ソイルセメント杭

圧密排水工法

締固め工法

セメント系固化材撹袢

無筋コンクリート地業

4-4

（単位mm)基礎及びスラブ下地業4-1

方　　向

Y

X

ルート3ルート2ルート1

ルート3ルート2ルート1

2-1

2-2

* あり

ディーゼルハンマー

なし杭周固定液

プレボーリング拡大根固め工法（認定工法）

油圧ハンマー

埋込み工法

打撃工法

工法2)

標準膜厚種  別塗　　　　　　　料

２種１種

２種１種

２種１種

杭の構成は設計図による。4)

杭径，設計耐力，本数表3)

備　　考本数終局短期長期 ｋNｋNｋN杭　径（拡底部）ｍｍ

（　　　）

（　-　）

（　-　）

（　-　）

仕様書

（　*含む第三者機関による検査・試験費用は工事費に

梁貫通位置、径、及び箇所数は（　 　意匠図　　　構造図　　*設備図　）による。

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

５）

４）

３）

2)

1)

１－７

含まない　）

１－６

1-5

1-4

1-3

1-1

1-2

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

その他

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

　　　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　  　高強度せん断補強筋施工仕様書　

標準図

設計図

本特記仕様書

設計図書の優先順位は下記による。

印が無い場合は * 印を適用する。選択項目は 印を適用し、

* 行う

2方向）

行わない）％全数（

（孔壁測定

5)

4)

GL-    m杭先端深さ3)

kNkNkN

オールケーシング工法（　　ベノト工法　　　　　　　　　　　）

BH工法

杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

拡底アースドリル工法

リバース工法

アースドリル工法

工法

2)

1)

杭外周溶接スタッド溶接かご筋

杭頭補強5)

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭4-5

（拡底部）杭　径 管厚 長期 短期 終局 本数 備　　考ｍｍｍｍ

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

プライマー 亜鉛メッキ Z12 Z27

適用

室外 室内

  鉛、クロムフリ－錆び止め JISK5674

一般用錆止めペイント JISK5621

シアナミド鉛錆止めペイント JISK5625

行う

ブラスト

PCa板厚さ

ｍｍ

行わない

2)  ｍｍ厚さ外壁

1)

PCa板単独 ｍｍ厚さ

合成板

床及び屋根 屋根床

1)

2)

3)

ｍｍ 175120100（８０）75 150

外壁取り付け構法

厚さ

使用箇所 外壁屋根床 内壁

2) ｍｍ 120100厚さ

パネルALC

防錆処理

板厚高さ 形版 タイプ型枠用

板厚高さ

板厚高さ合成スラブ用

床用

4)

3)

2)

1)

素地こしらえ

2)

1)

PCa板

ｍｍｍｍｍｍ

外壁取付構法及び厚さ

押出成形セメント板

備　　　　　考合計厚さ現場打厚さ

スライド構法

ロッキング構法

ボルト止め構法

カバープレート構法

ロッキング構法

スライド構法

横

縦

備　　　考使　用　箇　所構　　　　　法方　　向

方　　向 構　　　　　法 使　用　箇　所 備　　　考

横

縦

8-4

8-3

8-2

鉄骨製作工場

デッキプレート

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接手法及び管理

7-10

７－１１

）mm（単位

CPRC杭

  ＡＢＲ４００ ＡＢＲ４９０

ＳＳ４９０（　　　以上）

ＡＢＭ４００

ＳＮＲ４００Ｂ

ＡＢＭ４９０（ＡＢＭは　　　以上）M24

管理棟

ルート3ルート2

ルート3ルート2

屋外トイレ棟

ルート1-1

ルート1-1

屋外トイレ棟 50 100 -

プレボーリングセメントミルク注入工法（認定工法）

回転埋設根固め工法（認定工法）

中掘拡大根固め工法（認定工法）

S H M R J

7-7

7-8

7-9

スランプ

水セメント比

単位水量

単位セメント量

185

270

55

185

270

18

１８５

２７０

以下

以下

以上

柱
間柱

１種

構造特記仕様書(屋外トイレ棟)

18

Fc24

Fc27

* 普通ポルトランドセメントJISR5210

* ２０

        * 砕石              砂利               高炉スラグ骨材               人工軽量骨材

低熱ポルトランドセメントJISR5210

　　　　　　　高炉セメントＢ種

               再生骨材

４０２５

躯体

最大径(mm)

セメント　　　

粗骨材

普通コンクリート

(N/mm 設計基準強度 24 ２ )

*18.5*1 種 種2 気乾単位容積質量軽量コンクリート

LFc30 LFcLFc27LFc24LFc21LFc18

）（

捨てコンクリート

高性能

*18.5

*18.5かさ上げコンクリート （気乾単位容積質量

（気乾単位容積質量Fc  18 LFc

LFcFc  18

Fc  18

）

）

膨張材躯体防水材混和材

土間コンクリート （ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）Fc  21

* AE減水剤 AE減水剤

骨材　　　　　　 塩分含有量　　　　アルカリシリカ反応性

錆止め塗装（工場塗　*　工場1回、現場1回　　    1回、現場タッチアップ程度とする）

18

保護コンクリート

箇　　所 地中梁基礎， 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 備　考
目隠し壁

立上がりｺﾝｸﾘｰﾄ

65 　６５

作製年月日MEMO 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

図面名称

工事名称 図番

S-02

令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

縮尺
構造特記仕様書(屋外トイレ棟) NO SCALE



①場所打ち杭

コンクリート 重ね継手長さ
の

鉄筋種別
設計基準強度 L1 L1h 15d定　着　の　長　さ

2 20
d

コンクリート Fc(N/mm ) (フックなし) (フックあり)スラブ下端筋 基
礎

筋

一　般 小梁下端筋の
鉄筋種別 18 45d 35d設計基準強度 L2 L2h L3 L3h L3(3) SD295A2 La Lb L121 40d 30dFc(N/mm ) (フックなし) (フックあり) (フックなし) (フックあり) (フックなし)

SD295B
24～27 35d 25d18 40d 30d 20d 15d 直線重ね継手の長さL1 ハ

カ
マ

筋

SD295A 30～36 35d 25d21 35d 25d 15d 15d
SD295B 39～45 30d 20d24～27 30d 20d 15d 15d

48～60 30d 20d30～36 30d 20d 15d 15d 余長
4d以上18 50d 35d C39～45 25d 15d 15d 15d LSD345 鉄筋A21 45d 30d 鉄筋B48～60 25d 15d 15d 15d 杭頭処理要領

24～27 40d 30d18 40d 30d 20d 20d D
SD345 30～36 35d 25d鉄筋の径に 鉄筋の折り曲げ 21 35d 25d 20d 20d

図 折り曲げ角度 鉄筋の種類 39～45 35d 25dよる区分 内法直径(D) 24～27 35d 25d 20d 15d 20d 10d 10d L1h

重
ね

継
手

48～60 30d 20d30～36 30d 20d 15d 15d かつd

4
5d

か
つ

L1
以

上

折り曲げ開始点 折り曲げ開始点21 50d 35d 斫り部分SD295A D16以下 3d以上 39～45 30d 20d 15d 15d 150以上180° D SD390 (鉄筋B)(鉄筋A)24～27 45d 35d48～60 25d 15d 15d 15d 180° SD295B
30～36 40d 30d フック付き重ね継手の長さL1h21 40d 30d 20d 20d余長4d以上 8

00
～

1
00

0

HOOP筋の継手は片側溶接 135° SD345 D19～D41 4d以上 SD390 杭
主

筋
4
0d

d か
つ

L2
以

上

39～45 40d 30d

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

24～27 40d 30d 20d 20d 10d又は重ね継手40d
48～60 35d 25d 90° フック付きD 30～36 35d 25d 20d 15d135°
24～27 55d 40dSD390 D41以下 39～45 35d 25d 15d 15d SD490余長6d以上 10

0
以

上

30～36 50d 35d スペーサー48～60 30d 20d 15d 15d5d以上 φ フラットバー@3,00039～45 45d 35d24～27 45d 35d 25dd へりあき (各4ｹ所)D25以下 SD490 48～60 40d 30d 200以上30～36 40d 30d 25d
D90°  90° SD490 鉄筋のかぶりは39～45 40d 30d 20d

100以上とするD29～D41 6d以上 48～60 35d 25d 20d
余長8d以上

100杭間隔は2×φかつ
φ+1000以上 φ

②PHC杭

A

A拡大図2
0
d

基
礎

筋

2㎜以下 圧接面 圧接面
定着起点 2

0
d

折り曲げ開始点 定着起点 杭頭補強要領は特記による圧接面項　　　　　目 符　号 許　容　差 ハ
カ

マ
筋

L2 L2h
1.4d以上D25以下 a, b ± 15 d d d/5以下90°フック主　筋 (1.5d)

主　筋 D29以上D41以下 a, b ± 20

あばら筋・帯筋・スパイラル筋 a, b ±  5 D d 20
d

余長 20
d
o

1.1d以上
d :基礎筋の径加　工　後　の　全　長 L ± 20 d/4以下8d以上 (1.2d)　　( )内はSD490の場合 7

0

2
0
do

do:基礎筋の径・ハカマ筋の

1
0
0

細いほうの径
B直線定着の長さL2

0LL1 L1
加工後の全長(L) L2h

折り曲げ開始点 印鉄筋は曲げ上げ定着起点b b B拡大図(フック付)
なくてよいL2h Lo≧100かつ4d+70以上

135°フック
コンクリート面a≧400 1.5L1以上 約0.5L1a

a D

加工後の全長(L)
6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。余長

6d以上 　　　L3

定着起点 (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること)折り曲げ開始点 定着起点 3
-D

1
3

L1

b b L2h下端筋の直線定着長さL3 L2 ※※※180°フック(小梁・スラブ)

L
2

L
2

ハカマ筋 ハカマ筋
※①独立基礎D のない場合 のある場合 ※H90°フック
※300＜Ｈ≦1000a a W1

2－D16以上
D 余長余長

4d以上 3008d以上 45°～60°

100 ハカマ筋L3h ※印筋はD10－＠200とする
フック付き定着の長さL2h

ハ
カ

マ
筋

H＜300は※印筋は不要とする
L1定着起点折り曲げ開始点

A
15d程度下端筋のフック付き定着長さL3h W1の三角璧厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

(小梁・スラブ) 梁
幅

配筋は同厚の壁リストにならう基礎スラブ筋間隔

Aの拡大図

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

異形鉄筋
do あき do

L2 L2
図の　印の鉄筋の重ね継手の ②ベタ基礎

La Lb ハンチを付けた場合（a≧3）末端にはフックが必要
L2 or L3

柱 D
28d以上D 8

d
以

上

1.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう。aL3D
1

　但し上筋と下筋を読みかえる。

4
0

La 2.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。

3.②の鉄筋はD13以上8
d
以

上

L2
梁 小梁・スラブの上端筋の梁内

7
0 4.埋め戻し土のある場合は40を70とする。折り曲げ定着の投影定着長さLb L2h

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の 1
投影定着長さLa

(6) 継手 (2) 杭基礎

■重ね継手

(5) 定着長さ1. 一般事項

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2) 記号

  d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　　　D…部材のせい、又は鉄筋内法直径

 ＠…間隔　　ｒ…半径　　C…中心線　　 o…部分間の内法距離　　ho…部材間の内法高さL

　ST…あばら筋　　HOOP…帯筋　　S.HOOP…補強帯筋

2. 鉄筋加工

(1) 鉄筋の折り曲げ加工

[注] (1) 表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

　　 (2) 直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

　　 (3) フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点[注] (1) フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、
[注] (1) dは呼び名に用いた数値とする。 　　　　 以降のフック部は継手長さに含まない。　　 　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。
     (2) スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

　　 (2) フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。 ■継手に関する注意点
　　 (3) 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

　　 (3) 梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、
　　1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。　　　　 余長は4d以上とする。

　　　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平定着長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。
    2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　　 (4) スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

　　　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。
　　3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。　　 (5) 折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　 (4) 耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。
　　4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。　　　　 支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

　　 (6) SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を
・ガス圧接形状(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

　　　　 行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。
　　　　　　　 及び内部欠損がないもの)

(2) 加工寸法の許容差 (mm)

[注] (1) 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。
・圧接継手　　　　　　　　　　 ・重ね継手（下図のいずれかとする）

主　　筋

5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の認定等を受けたA級継手工法とする。

(3) 基礎接合部の補強

あばら筋・帯筋 溶接閉鎖形筋

スパイラル筋 3. 杭・基礎

(1) 直接基礎

(3) 鉄筋のあき

異形鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち

最も大きい値。

(4) 鉄筋のフック

a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

　a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

　b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

　　 および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

　d. 単純梁の下端筋

　e. その他、本配筋標準に記載する箇所

※修正箇所は下線を引くこと　
鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

平成27年5月1日　発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1) NO SCALE
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(1)　独立基礎、杭基礎の場合

(2)　布基礎、べた基礎の場合

(2)　柱主筋の定着

(3)　帯　　筋

(4)　寄せ筋の保持 (5)　柱脚部の補強

（1）　定着

（2）　大梁主筋の継手

（3）　あばら筋，腹筋，幅止め筋の配置

（4）　あばら筋の型

（5）　幅止め筋の本数，加工

（6）　梁主筋の定着

(定着、継手)

(定着、継手)

o/4
o
o o/4

(継手範囲)

L2

L1

L2

L
2

*上端主筋の定着は、やむを得ない

※※

D

8d

8
d

o/4

o

o o/4/2

上端筋継手範囲

20d

L1

L2

L2*

*

L2

L
2

8
d

8
d

D

※ ※

1

6～8

柱

梁
幅

 
ハ

ン
チ

(イ) (ロ) (ハ)

L
1h

20d

(ロ)では、あばら筋の継手は

180°フック付きとする。

[注]　(イ)で、　 を使用してよいが、

/2

圧接継手

4
00

以
上

40
0
以

上

継手の好ましい位置

L
2

補強かご鉄筋

ho
/
4

ho
/
4

h
o/

2

標
準

1
00

0

ho
/
4

ho
/
4

h
o/

2

h
o

h
o

h
o
/
2+

1
5d

150以上

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の

に付ける

必要な定着長さが不足する箇所」

鉄筋並びにはりのせいが小さく、

柱、梁の定着L2以上が確保されない

L
2

L
2

L
2以

下

L
2
又

は
ho

/
2
+1

5
d

柱
せ

い
か

つ
1
0
00

h
o

カ
プ

ラ

機械式継手
(SA・A級継手)

場合はかご鉄筋で補強、または特記

パ
ネ

ル
部

分
は

D

注 2. W型で現場溶接をする場合は

注 3. フックおよび継手の位置は、

〃

150以下

150以下

P1

〃
〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
P1 135°

6d

ロ 型
L

15d

6d

6d

とする

Lは中間部50dかつ300以上

末端部の添巻は1.5巻以上

5d以上

10d以上

4d

日 型

4d

6d

8
d

6d

6d

皿 型

6d
6d

30cm以上とする
Lは50d以上かつ

a

a

a

a =1.5×(呼び名の数値)

a a

a
6φ-@1000

6φ-@1000

D

6d

6d

D2

D1

1
00

10
0

6d

D1

L
2L2

h
4
0
0

150以下

(a)e≦D/6かつ150

D2

カゴ筋　型

D2
3/4D2

L
1

D1

15d
20d

D D

D帯筋より1サイズ太く

補強帯筋

又は同サイズ2本

拘束筋

1.
2
D

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

範囲を拘束筋で拘束する

拘束筋は以下による

柱幅

柱幅が大きい場合

LC

D

15
0
以

上

L2
※2

フック付

だけでL2がとれる場合でも
柱中心線を超えて中間折曲げ
テール長150以上又は180°

折曲げ起点は3D/4をこえる
ことを原則とする

　　L2を示す。
注：点線は下端筋の曲下げ定着

La

D

3/4D

La

La

L2 ※1 ※1

D

※1 ※1LC

L
2

o/4o/4

o/4 o/4

o

a 一般

ハンチがある場合b

La

8
d
以

上

L2

L2

La

D

8
d
以

上

L2+5d

L2

La

D

8
d以

上

L2+5d

あばら筋補強筋 あばら筋補強筋

L
2

表6-1 特別なカットオフ長さを要求する部材 (mm)

部 材 名  o/4に加える長さ 部 材 名  o/4に加える長さ

(SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による)

D D

D ※ D = 大梁成

しい位置

は継ぎ手の好ま
o

o/4 o/4

o/4o/4

6da b c d e

（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ

つりあげ筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

(注、床版がない場合は135°以上のフックとする)

D

6d

8
d8
d

6d

6d

6d

1
8
0
゜

曲
げ

幅止め筋

幅止め筋

腹 筋

D10@1000以内で割り付ける

D＜600 不要

900≦D＜1200　　　 4－D10　2段

600≦D＜900　　　　2－D10　1段

1200≦D　　  　　　D10@300以内

1200以上　　　　 　D13@300以内

15d

① 直線定着

最上階

一般階

最上階

一般階

最上階

最上階

一般階

② 90°フック付直線定着

③ 折曲げ定着

④ プレート定着

L2

(一
段

目
)

L
2

D

L2

L2

L2

L2

D

L2

(
一

段
目

)
L2

D

D

L2

D

D

L2h

8
d

8
d

L2h

L2h

D

La以上かつ3/4D以上

D

L
2
(一

段
目

)

8
d

L2

La以上かつ3/4D以上

一般階

DD

L2

L2

La以上かつ3/4D以上

8
d

L2

La以上かつ3/4D以上

D

L
2(

一
段

目
)

D

12d以上かつ3/4D以上

12d以上かつ3/4D以上

※最上階L型接合部における上端筋の一段目の定着に

　プレート定着を用いてはならない。

※プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

　その工法の適用範囲と仕様を確認する。

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲

ハンチ 梁幅 ハンチ

溶接継手
または

打継ぎ部

機械式継手

L2

e e
　□ 帯筋と同径・同ピッチ、X-Y 2巻づつ
　□ 図示による

4d

4d

L

設
計

ピ
ッ

チ
以

下
0.

2
%
以

上
と

す
る

0.
2
％

以
上

と
す

る

イＨ型(タガ型) 　　     ロＷ型(溶接閉鎖型)　     　ハＳ型(スパイラル型)

主筋と同径

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

L
1

最 上 階

一 般 階

L2

20d 20d

20d
L2

1/4D

※2　柱幅が大きくて，直線部

(設計図書による) (設計図書による)

L2+5dL2+5d

15d※

15d※印は幅止め筋を示す

f 梁成の大きい場合や
SRC造のあばら筋の納まり

4
d

4
d

6d

4
d

4d

幅止め筋

腹筋

外 端 部 内 端 部

D

D

8
d

8
d

8
d

8
d

8
d

8
d

8
d

L2

8d

8
d

1/4D2

15d

(6)　絞り

(3)水平ハンチの場合のあばら筋加工要領　 (4)せいの高い梁のあばら筋加工要領図

※訂正箇所は下線を引くこと

4. 地中梁

3/4D以上
La以上かつ

La以上かつ
3/4D以上

外 端 部 内 端 部

外 端 部 内 端 部

(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)

　場合、上向きとすることができる。

La以上かつ

3/4D以上

※主筋のカットオフ長さは o/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

※主筋のカットオフ長さは o/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

　はしようしてはいけない。
※一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる。

注 1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。

第1帯筋

第1帯筋

L2
h

(1)　柱主筋の継手位置

により補強する

5. 柱

6．大梁

フック付とする。

※1 主筋のカットオフ長さは o/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による。

一 般 階 最 上 階

つり上げ筋は、一般のあばら筋と

同サイズを2本巻きとする

カゴ筋　型

※ねじれを受ける梁は特記による。

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 叉は ｂ とすることができる。
に使用することができる

交互とする。

主筋の位置を避ける。

*
L2

L
2

*

｛2－D ※

※2-D

｝

e
(c)e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(b)150≧e＞D/6

（ロ）フックの位置は ａ にあっては交互，ｂ にあってはスラブ付側とする。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

平成27年5月1日　発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会

MEMO 作製年月日

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
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作　図御承認

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2) NO SCALE
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設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

□製品名

（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）(2)　既製品

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3)

D13

300＜D≦500

150＜D≦300

先端部 元端部

 o/4B/2以上
※Lbかつ
L2

15d

11. 梁貫通孔補強

a
'

D10

 1
/
2

 
1/

2

増打ちするときは事前に設計者、

●増打ち50以下は補強なし。

●150以上の増打ちは図示による。

腹筋

望ましい範囲

L2

L2

筋を開口を避けて補強する。

設備の小開口が連続して開く場合

 1/2

 1

 
2 
2

 1

 1/2

片
持

梁
曲

げ
下

げ

せのこと。

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

φ2φ1

(φ1+φ2)/2×3以上

 o/4 o/4

 o

DD/3

梁端部（スパン　/10以内かつ2D以内）は原則として避ける

(1)　設置可能範囲

（開口補強筋については計算により確認すること）

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　増打コンクリート補強と同様とする。

●梁下端増打コンクリートの場合も上端

●B≧400の場合は補強筋を3本とする。

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

　とする。

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　以上）とする。

●補強筋は、梁主筋の1段落し径（D16

a≦D/7かつa≦150

印は補強筋を示す

補強筋補強筋

巾止メ筋

a≦150 B

補強筋

あ
ば

ら
補
強

筋

20
d

20d

a

a

あばら補強筋(2)　梁

●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

●150以上の増打ちは図示による。

●増打ち50以下は補強なし。

●ハッチ部分の面積 A cm2
●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　　　　　　EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

20d

20
d

20d

印は補強筋を示すa及びa'≦150

a≦D/10かつa≦150

4-D163-D16

500≦A＜1000A＜500

補強タテ筋B

※

※

a

(1)　柱

及び工事監理者と打合せのこと10. 柱、梁増打コンクリート補強

　　　　　　EW180～200の場合4-D13@シングル

注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル

θ≒45°

θ≒45°

補強筋

補強筋

L2

L2

L2

L2

EW

EW

EW

EW

▽最上階

▽最下階

(6)　連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

　壁筋にフックを設けない場合のLはL2とする。

　壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。

：鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

L

L

注）継手部は必ずモルタルを充填すること。

注）hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁，又は柱がある場合を除く。

スラブに上端筋がない場合

一段目を配置する

一本目を配置する

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする。

D13

D10 @600

D10 @400

（但し、H＞800以上の場合、設計図による）

(5)　耐震壁端部の納まり(4)　コンクリートブロック帳壁

L2L2

L
1

h0 t

L
1

L2L2

一般の場合

D13

L
2

L
2

手　摺

1
0
0
以

下
H

L2

120以上

D13

L2

パラペット

L2

1
0
0以

下

150以上

D10@200

D13

D10@200ダブル

D10@200ダブル

H

(3)　手摺、パラペット

tは階高の1/100程度

250250

W
t

D10@400程度（防錆処理を施す）

シーリング材使用（耐火構造用目地材）

t

完全スリット

(2)　スリット部（設計図に記入のあるとき）

L2

L
2

L2

L2

L2 L2

2-D13以上2-D13以上

ダブル配筋シングル配筋

D13 D13

L2L2

L
2

壁と壁（平面図）d

L2

1000

1000

D13

受筋D10
D13

D13

イ

イ
受筋D10

D13

イは壁配筋と同じ

スラブに上端筋がある場合

床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c

L2

かつ8d以上
150以上

柱に（平面図）b

縦筋は、柱面に

L
2

L2hかつ柱中心線を超える

L2

a 梁に

L
2
hか

つ
中

心
線

150以上

を
超

え
る

とも梁、又は床面に

横筋の配置は上下端

L2
L2

L
2

(1)　定着

9. 壁

8. 床　版7. 小梁、片持梁

注）t：底盤と同厚以上

L21200×600以下

2-D16

t

t

CL

底盤と同配筋

STRP
底盤と同配筋

2-D16

●無筋部分D10-@200　長さ800以上

●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

(8)　打継ぎ補強

(7)　釜場

（ダメ穴打継面について）

D
D

300 50

D13

600

b　間仕切壁との交叉部

a　軽作業の土間

D10-@200

D10-@200折曲

(6)　土間コンクリート

D

2D

L2

D/
2
以

下

D

L2

2D以上 L1

L1

D
≦

H≦
2
D

H

D10-@150

D16D13 全断

D

全断

(5)　床版段差

L2

L2

斜め補強筋
L2

周囲補強筋

L
2

L2

斜 め周 囲床板厚さD

2L2

L2

L2

孔と孔のへりあき100以上

D13

D13

D13

D13

によって切断される鉄筋と同じ鉄

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

注）

各2-D16

各2-D13

各1-D13

各2-D19

各2-D13

各2-D13   　D≦150

（開口の径５００程度の場合）(4)　床版開口部の補強

(出隅部分補強配筋)

片持スラブ出隅部補強b

※出隅受け部補強筋は、

L3

L1

L
1

L3

L
3
は

下
端

筋
の

定
着

D
1
3
、

下
端

筋
は

D
1
0を

設
け

る
)

(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

出
隅

部
分

の
補

強
筋

出隅受け部
注　1≧　2とする。

出隅部
一般床版配力筋

(出隅受け部配筋)

注　1≧　2とする。
出隅部分補強配筋

配置する。

同本数をハッチ部分に

補強筋として出隅部の

それぞれの方向に出隅

バーサポート

8d

60100以下L260100以下L2

8
d

直線定着の場合は25d以上10d以上直線定着の場合は25d以上10d以上

8d バーサポート

片持床スラブ定着a

(3)　片持ち床スラブ定着および出隅部補強

※の個所（入隅）は各階補強する。b

配筋の際かぶり厚に注意すること。

径で　=1500とし、上端筋の上に配筋する。

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a

※

配力筋
(下端)

Lb

Lb

D10
蹴上げ止

 x/4

 y/2

上端筋の継手位置

下端筋の継手位置

15d

15d

L3

8
d

L2

肩筋D13以上

下端筋の継手位置

15d

(上端)
主筋

D13
STRP上に配置

上端筋の継手位置

15d
 x/2

 x/4

L3

8
d

L2

一般床スラブ（四辺固定）

(2)　屋根スラブの補強(1)　定着および継手

（d）隣接する梁がない場合で柱定着

一般階

8d

L2

L2

La

又はLa

L3h

L2

大梁主筋

大梁主筋

　　又は、隣接する梁へ定着する場合

（c）隣接する梁がある場合で柱定着

8
d

又はLa

L3h最上階

拘束筋　-D10@200

8d

L2

又はLa

L3h最上階

下端筋位置まで
折り下げること

（b）先端小梁の定着

先
端

小
梁

L2

L2

を入れる
あばら筋

片持ち梁

 o

（a）先端部の範囲とカットオフ位置

L2

L2
かつL2以上

2/3 o+15d以上

8
d以

上

100以内

段差hがh＞D-  D2-B2 となる場合には

立面図 平面図

注）上端筋の柱内への定着は3/4D以上とすること。d 片持梁の定着

圧縮継手中心位置の好ましい範囲

 o/2 o/4 o/2 o/6

 o o

 o/4 o/4

小梁

小梁筋の継手位置c

ハンチの検討をする。

h

D

D

B

段差部でハンチを設ける例

ハンチがある場合の有効せい

B

L3

ハンチ

ハンチがない場合の有効せい
L2

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

かつ※B/2以上

小梁上端筋と同等の

あばら筋を配置

8
d
以

上

Lb

L2

B

L3

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

直線定着としてよい

B

L3

L2

L2

段差小梁の配筋(連続端の場合)b

　　特記がない場合

注）設計図にカットオフ位置の

 o
(単独小梁両端)

小梁外端

8
d以

上

連続梁

20d20d

正 面

15d

 o/4 o/6

10d以上

B

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

平面図

小梁

補強あばら筋は、小梁主筋側

に必ず入れること。

θ=45°

CL

25d

面

正

(1)　定着

a 小梁の定着

※訂正箇所は下線を引くこと

a
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アーク手溶接 （MC）

25mm以上

Ｂ.Ｈ方式

平面詳細

A － A 断面図

平面詳細A － A 断面図

（通しダイヤフラムの場合）Ｂ０Ｘ型

柱が途中で折れる場合

及梁成が異なる場合

・溶接記号番号を  の中に記入のこと

（４）フレアー溶接

（平継手 T型継手）（３）突合せ溶接

（使用箇所に注意）（２）部分溶け込み溶接

（１）スミ肉溶接（１）材料及び検査

（２）工作一般

（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合

（５）塗装

型、 、

ノンスカーラップ工法

を提出し 工事監理者の承認を得る鉄骨工事施工要領書

～交流アーク溶接機  300A   500A

ヘ

ホ

ニ

（  ）

（  ）

（  ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

溶接棒乾燥機（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

イ

ロ

ホ

ニ

ハ

ロ

イ

12

LG 1tt1G L

F.V

t   16mm

7以下 8～10 11～13 14～16

フランジが柱のRに

側板に注意のこと
は溶接と添板の内
大梁が斜めの場合

φ= 20
ガス抜き

内ダイヤフラムの場合は柱
の角のRに接しないこと

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

接しないこと

=75゜～105゜

t   柱フランジのプレ－ト厚

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

溶接にて充填

t > 28 の場合 ※ = t かつ 30mm以上

t < 28 の場合 ※ = 25mm※

裏当て金 : 板厚９mm以上とする

（フィレット部の曲げ加工したもの）

エンドタブが互に

あたらぬこと

25以上かつ

4

7

1

mm6 19t

a 4mmの場合==f 0.5mm（ただし、t 15mm

平継手で板厚が異なるとき

mm19=

溶接姿勢

のど厚 mm余盛の高さ

F.V

t

12 t

12t =

= 4t

4

19

19t

1

2

3

4

=

溶接姿勢

溶接姿勢

t mm

=6 t 12

t=

= t16

12 16

t6 19mm

F.V

F.V

16mmt

G : ルート間隔 R : フェースS : 脚長（注） f : 余盛

（単位 mm）

但し梁成が D = 150mm 未満の場合の
スカーラップは r = 20mm とする

r = 10mm

（  ）

（  ）溶接施工f

エンドタブ

突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンドタブを取り付ける

エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブの長さは、MC : 35mm以上

NGC､GC : 40mm以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る

（  ）裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

（  ）

（  ）

（  ）

接で6mm、半自動溶接で9mm以上とする

スカーラップ

裏はつり

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行なう

規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

励行し、部材に確認マークをつける

半径は30   35mmとする

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

母材より10mm程残し切断して、グラインダー仕上げとする

エンドタブ

r
r = 30  35mm~

スカーラップ

35mm以上
かつ2t以上

（  ）突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付溶接

裏はつり側にする。

開先面

下向 F 立向 V 横向 H 上向 O

仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

（  ）仮付位置

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

e

術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接機器

溶 接 工

イ

ロ

a

b

アークエアーガウジング機（直流）

ハ サブマージアーク溶接機 1式

c 溶接方法

d 溶接姿勢

溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z3801（手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）の溶接技

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならないa

鉄骨製作及び施工に先立って

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とするc

b

（  ）

（  ）

（  ）a

構造設計仕様による

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

a（  ）

（  ）

（  ）

b

c

=60ﾟ =60ﾟ

=

=

== S 10mmt/4

s

2t

s s1t

・軸力が加わる場合のSは母材と同

余盛は（1 + 0.1S）mm以下とする

・但し片面溶接の場合はs=tとする

1 2・t は t  ､  t  の小なる方とする

厚とする事が望ましい

=

s

t

６ 7 10 12

仮付不良 良 仮付不良 良

1

2

3

4

5

6

7

8

t

s s

t

D1 1D

G=0

1

D1 t/3

t t1

t

溶接姿勢

t

t/4=

=45ﾟ

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

=R 2

f

f

t

f

t

f

2R=

L

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

=R 2

f

t

G=0～2
f

2/3t

1/3t

=60ﾟ

=45ﾟ（55ﾟ）

mm

t

F.V溶接姿勢

t

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

=45ﾟ
削り面

5
1

G=0～2

（裏はつり溶接後）

AAG（ ）内はGCでF.Hの場合

f

2R= t t1
t

a

G=0～2

のとき4mmとする）

2

=R 2

f

25mm以上

L L

1t

t

f = t/4

溶接姿勢

=t

12t6

mmt LG 1t

F.V

t1G L

φ

t

S

プレート

SB

寸法（mm）

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

・9～16mmは 1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

溶接棒角度  は30゜～40゜とする

K形の場合

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

・補強すみ肉溶接を付加する

G

t

f = t/4

（裏はつり後溶接）

G

19

t 19

=

B

根巻の場合

4

1

A A
4

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 4

1

1

1

4

A A

4

4
1

4

1

1 4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

1

1

1

1

1

7
7

7

4

7

7

7

7

25以上

t

※ 35°G=6

7

7

7

7

   ）

   ）

   ）

   ）

※梁フランジが通しダイヤフラム板厚の内部で溶接する。

GC

9 9 8

89

566

6

6 6 5

9 9 8

899

MC NGC

35ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

35ﾟ 9 9 8

9935ﾟ

56645ﾟ

5

MC  NGC

5

45ﾟ 6 6 5

9

89935ﾟ

GC

45ﾟ

9 7 4

13 8 4.5

16 9 5

19 10 6

22 11 7

25 12 8

1

6

80以下

150以下

100以上

t

25以上

～

ガスシールドアーク半自動溶接

アークエアーガウジング

（GC）

（AAG）セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接（NGC）

2.溶接規準図1.一般事項

鉄 骨 構 造 標 準 図（１）
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ボルト

穴 径 (3)(1) (2)(3)の標準 標準(2)

ピッチ　(P)

40

50

55

60

28

34

38

22

26

28

40

40

40

40

50

55

60

60

60

最小

(mm)ボルト穴径・最小縁端距離

  
 (

 )

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

ア
ン
カー

ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

M16

M20

M22

M24

18

22

24

M30

M27

M24

M22

M20

M16 21 (16.5)

25 (20.5)

27 (22.5)

29 (24.5)

26

32

35

呼び径＋５

44

44

32

32

45 60 70

28

34

38

49

54

9d/5

22

26

28

36

40

4d/3

(40)

(40)

(40)

(45)

(40)

(50)

(55)

(60)

(60)

(60)

(60)

(70)

M34以上

(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ (P)

e
e

P
P

ee ee
10

①

(両面)
ee10①

e
e

P

PL-(1)

< TYPE-1 > < TYPE-2 > < TYPE-3 >

PL-(1)
H-100x50及びH-150x75の場合

e
e

eP10① ①

N N

呼び径ｄ
最小縁端距離　(e)　 

タイプ

N(片側)

PL-(2)

PL-(2)

PL-(1)

e e e e

e
e

ee ee
10

P P

P

10
PL-(1)

PL-(2) PL-(2)
PL-(3)

PL-(3)

(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕

〔注〕端部をBHとする場合の部材は設計図による

符 号
PL-(1) PL-(2) N - 径1 N - 径2PL-(3)

部 　材
フランジ ウエブ

（３）剛接合梁継手リスト

（４） ハンチ部の継手

PL-(1)

ハンチ起点は避けた方がよい

r：半径　t：板厚

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

1Ft Ft

Ft

1Wt Wt 2

2

2Ft 1

1 2

1 2Wt -Wt
Ft -Ft ≧1㎜　フィラプレート併用の事

（２）ピン接合梁継手リスト

PL-(1)

N (片側)2

N (片側)1

1 1B = 300 1B =350(400)

N 

e

1

P

P
P

P
e

e
e

e
e

L 1
0

P
P

P
P
e

e
e

e

L 1
0

e
e

4
5

〃
4
5

〃
4
5

B 

B 1

2 B 2 2B 

B 1

2 2B B 

N N 1

外
PL

-(
1)
 内

PL
-(

2)

外
PL

-(
1)
 内

PL
-(

2)

1B 
1 B 2B 

１５０ ６０

１７５ ７０

８０

１００

１１０

１４０

１７０４００

３５０

３００

２５０

２００

4
5

40 40150 1407070
(90) (90)

外
PL

-(
1)
 内

PL
-(

2)

PL-(3)
PL-(2) PL-(2)

PL-(1)

柱 D=250㎜以下とする

B ≦ 250

B 2

L 1
0

P
e

PL-(3)

L 1
0
P

P
e

e
e

e

L 1
0
P

P
e

e
e

e

N 2 N

PL
-(

1)

PL
-(

3)

ee eeP P

PL
-(

1)

PL
-(
2)

D≦300

Aタイプ使用は

エレクションピース

1

1

35以上 35以上

4

4 4

C タイプ

D≦150

PL
-(
3)

PL-(3)PL-(2)

2

N - 径1 2

B タイプ

フランジ ウエブ

（５）柱継手リスト

(SCSS-H97による)

M14 M16 M18 M20 M22 M24M12ねじの呼び (d)

最　　 　　大
軸径 d1

最　　 　　小

S調整ねじの長さ

R

はしあき(最小)

切板製
(最小)
へりあき

(最小)
へりあき
板 　厚

板 　厚

e1

(1)

(1)

e2

t

t

許容差 +0 , -0.5 ㎜
取付けボルト穴径

ボルト端から取付ボル
ト穴芯のあき (最小)

e2

e3

平鋼製

(2)

(2)

溶接長さ(最小)

取付ボルト

本   数

ねじの呼び

種　 類
JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)

12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.9910.81

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

100 115 125 140 150 165 175

13.0 17.0 17.0 21.5 21.5 23.5 21.5

35 40 45 50 50 5055

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6 6 9 9 9 9

19.0 25.0 25.0 32.5 32.5 37.5 37.5

4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 7073

40 50 55 60 75 8585

1 1 1 1 1 1 2

M12 M16 M16 M20 M20 M22 M20

注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

〔注〕(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい

　　　(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(a) 羽子板ボルト

符 号

符 号

部 　材

部 　材

PL-(1)

PL-(1)

N - 径

N - 径

Aタイプ

長 さ

d

8
S

e1
Rd1

t

d

S

d1 e2

e1
RR

e3 P

t

e3

PL-(1)

1
1

羽子板ボルト 平鋼ブレース

≒
@6
00

N

PL-6

30°

PL-(1)

FB-65×9 中ボルトM16

e2

15

（６）鉄筋ブレース

(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)

16φ =@200
アークスポット溶接

水平ブレース

梁との溶接およびコネクター

受梁へのかかり寸法及端部処理 e≧35㎜

e

折曲加工

ee

e

梁上通しの場合

e

長 さ

4

e

既製品面戸(鉄板)

あて板(鉄板)

e

8

梁上切断の場合

50-200
L形綱

スラブ端部の補足材 補足受材

50-200

e

50-400

50-400

1

50-400
1

PL-1.6

1
6

PL-50×650

50 30

e
50-400

50-400

PL-50×6

L-50×50×6 @≦600

PL-1.6

PL-3.2

1

1

1

300以下 600以下

（７）デッキプレート

注) 許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚露出形式柱脚

等の戻り

座金

止め
プレート厚
≧１.３ｄ

二重ナット

ボルト径
(ｄ)

アンカー

(定着長さ≧20d
かぎ状に折曲げる
等の措置)

アンカーボルト

に対し均等に配置

≦
ｄ

＋
５
ｍ

ｍ

縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表に
示す数値以上)

アンカーボルトが柱の中心

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

ア
ン
カ
ー

ボ
ル

ト
孔
径

(≧
柱

幅
×
2.

5)

ベース

を準用)

(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、

D

表に定める定着長さ)

H

立上り主筋

柱幅
( DとHのいずれか

大きな方)

帯筋(令77条
のかぶり厚さ
(柱幅以上)

コンクリート

根
巻

き
部

分
の
高

さ

柱
の

埋
込

み
部
の

深
さ

(＞
柱

幅
×

2.
0)

U字形補強筋

U字形
補強筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

（８）柱脚

(JIS規格品とする ･･･ JIS A 5540･･･1982/5541・5542･･･2003)

( JIS B 1198 )

(b) 形鋼ブレース

形 状

D

T

L

d

スタッド材の標準形状・寸法

スタッド材

㎜

軸径 d

㎜ ㎜ ㎜

溶接後の長さ L頭径 D 頭高さ T
呼び名

φ16 ㎜

φ19 ㎜

φ22 ㎜

φ13 ㎜
13.0

12.7

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2

22.0

25.4

29.0

31.7

32.0

31.7

35.0

34.9

 7.9

10.0

 7.9

10.0

 9.5

10.0

 9.5

10.0
50 ,  80 , 100 , 130

80 , 100 , 130

80 , 100 , 130 , 150

100 , 130 , 150

（９）頭付きスタッド

あて板(非金属)

1

1

1

符号

リブプレート

r>8t以上

鉄 骨 構 造 標 準 図（２）

３．継手規準図，その他

B15

B150

B20

B24

3

3

2

2

B29

B30

B34

B35

B39

B244

Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

Ｈ-350ｘ175ｘ7ｘ11

Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11

Ｈ-400ｘ200ｘ8ｘ13

Ｈ-446ｘ199ｘ8ｘ12

Ｈ-450ｘ200ｘ9ｘ14

Ｈ-440ｘ300ｘ11ｘ18

9ｘ170ｘ410 9ｘ 65ｘ410 6ｘ260ｘ170

9ｘ175ｘ410 9ｘ 70ｘ410 6ｘ260ｘ170

9ｘ195ｘ410 9ｘ 70ｘ410 6ｘ260ｘ170

9ｘ200ｘ410 9ｘ 80ｘ410 9ｘ260ｘ170

9ｘ195ｘ410 9ｘ 70ｘ410 9ｘ320ｘ170

12ｘ200ｘ410 12ｘ 80ｘ410 9ｘ320ｘ170

12ｘ300ｘ440 12ｘ110ｘ440 9ｘ320ｘ170

HTB 12-M16

HTB 12-M16

HTB 16-M20

HTB 3-M16

HTB 4-M16

HTB 12-M20

HTB 12-M20

HTB 12-M20

HTB 12-M20

HTB 3-M20

HTB 4-M20

HTB 3-M20

HTB 5-M20

HTB 5-M20

2G3,RG3,RG12

2G12

2G1,RG1,RG11

2G1A,2G11

RG2

2G11A,2G13

2G2

2G20

2

2

2

2

2

2

3cG150

部　 材

Ｈ-150ｘ75ｘ5ｘ7

Ｈ-150ｘ150ｘ7ｘ10

Ｈ-200ｘ100ｘ5.5ｘ8

Ｈ-248ｘ124ｘ5ｘ8

Ｈ-298ｘ149ｘ5.5ｘ8

Ｈ-300ｘ150ｘ6.5ｘ9

Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

Ｈ-350ｘ175ｘ7ｘ11

Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11

Ｈ-244ｘ175ｘ7ｘ11

Ｈ-200ｘ100ｘ5.5ｘ8

Ｈ-150ｘ150ｘ7ｘ10

N - 径PL-(2)PL-(1)

2-M16

2-M20

2-M16

2-M20

3-M20

3-M20

3-M20

3-M20

4-M20

3-M16

2-M20

G.PL-6

G.PL-9

G.PL-6

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-6 2-M16

2SL X4端　4-M20(2列) @90

備考

屋外トイレ棟

管理棟

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
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d

dd

予熱なし

予熱なし 50 ℃

予熱なし 予熱なし

50 ℃

40≦t≦5032≦t＜40t＜32

SN490B

SN490B

板厚(mm)
溶接方法 鋼種

(-5,+∞)
-2.5,+∞

(-5,+∞)
-2.5,+∞

-2,+1
(-2,+2)

(-2,+2)

(-2,+2)
-2,+1

-2,+1

(-2,+2)
-2,+1

(-3,+∞)
-2,+∞

(-3,+∞)
-2,+∞

(-3,+∞)
-2,+∞

(-3,+∞)
-2,+∞

SS400

SS400

※

210

210

260

270

240

210

210

320

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

290

260

260

550

520

520

480

450

420

420

360

360

320

300

M39

M36

M33

M30

M27

e1

e1

e
1

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm単位 mm

単位 mm

単位 mm

形状（イ） 形状（ハ）

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合 < 特Cタイプ >< Cタイプ 　>< Aタイプ >

iii) 特Cタイプii) Cタイプi) Aタイプ

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合i) アンカーフレーム Aタイプの場合

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

コンクリート柱型

記号

姿勢

溶接開先角度α1( °)ルート間隔G(mm)

dtca2a1

dtg2g1

g1 dt

XLbXL

D35

D32

D38 770

720

695

490

490

490

2(N/mm )
基準強度

d

M30

M33

M36

呼び
2(N/mm )

基準強度

770,810

690,735

D41

D38

D35

D32

D29

M39

M36

M33

M30

M27

d
呼び

・記号+∞は制限無しを示す。許容差

【JIS G 3136】

許容差許容差標準値 標準値 標準値 許容差

ルート面R(mm)

T(mm)

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

●鉄筋

●コンクリ－ト

●形状●材質
SN490B

M39

M36

M33

M30

M27

M36

M33

M30

PM39

PM36

PM33

PM30

PM27

2(N/mm  )

12-D22

12-D22

12-D22

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D16

12-D19

12-D16

12-D22490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

2(N/mm  )

8-M36

8-M36

8-M30

4-M39

8-M33

4-M39

4-M36

4-M33

4-M30

4-M30

4-M27

形状

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

(mm)

板厚
材質

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

15-12V

30-19V

30-16V

30-12V

30-09V

25-16V

25-12V

25-09V

20-12V

20-09V

17-12V

BCR295

BCP235

STKR400

TSC295

採用鋼種２F値(N/mm  )

295

235

(注)上記 6 ～  9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

設計

施工

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-16」（平成28年9月16日付）

※トップフープはダブルとする

3

7

8

1

4

9

5

2
3

10

6

8

7

3

9

5

1

4

23
10

3

1

2

α
1 G

R

T

6～

6～

α1：35

α1：45

α1：35

α1：45

2

2

2

2

7

6

9

7

最低h寸法

1.0～1.1

２

異形部
呼び名

注1)注1)異形部
呼び名

アンカーボルト

材質アンカーボルト

材質
アンカーボルト

適用

適用

適用

t

d

t t

d

490

490

490

490

490

178

173

168

9

9

9

3865

3560

3255

40184838 118M39

401280

98,13560

696031

37184535

42

42

45

110

18

18

10132

32 101

28

31M30

M27

341811035

M36

M33

45

45

130770 60

45

45

9

9

371265

3460

3155

28955

95,140

695 133

650

60

45128

645529

585026

534624

474122

 呼び (e)BA

a

h寸
法

90 以
上

30
J

W

x 50

50

76

76

W
50

50

W 5050

113

t

t

g1

g2

g1

g1

90
以
上

30

150以上

W
50

50

W 5050

W
50

50

65 W 5050

l1l2l3l2l1

a

d

l2

l2
l1

l1

l1l1

a

l1
l2

l3
l2

l1

a

h寸
法

90 以
上

30
J

W

x 50

50

W

h寸
法

90 以
上

30
J

50
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特C特C フープ筋立上り筋
記号

ベースパック採用 基準強度

標準ﾌﾚｰﾑ

フレームベース

標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ

設計基準強度

特C

540

510

510

-

440

-

-

-

-

-

-

710

640

-

740

710

-

-

-

-

-

-

ｱﾝｶｰ

-

-

-

-

-

-

-

l3

190

C

C

C

A

A

A

80

80

80

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

710

620

630

740

700

680

560

560

530

610

500

寸法D(mm)

C

A

A

A

A

ﾀｲﾌﾟ
ﾌﾚｰﾑ

(mm) d

50

40

32

36

32

36

32

32

28

32

28

t

260

260

230

200

l2l1 (mm)

J寸法

150

150

135

150

135

150

150

135

135

135

135

140

180

150

寸法W(mm)

340

310

310

420

240

370

360

310

310

280

250

外径

柱 アンカーボルト

700

700

650

650

650

650

650

600

600

600

550

(mm)

配筋
本数-呼び

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

φ50

φ45

φ45

360

80

310

310

50

50

50

60

50

55

55

50

50

45

50 φ45

t≦19

t≦16

t≦12

t≦9

t≦16

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-200×200

□-200×200

□-175×175

□-150×150 t≦12

ベースプレート

寸法(mm)

a

10 ベースプレート

  （コンクリートアンカー）

9 ステコンアンカー

8 フレームベース

7 フレームポスト

6 テンプレート

5 定着座金

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

3 Ｍナット

2 注入座金

1 アンカーボルト

２

角形鋼管

2017年5月作成

TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

□-150×150 ～ □-300×300 用

F値295N/mm 以下

３．７

３．６

３．５

６．６

６．５

６．４

６．３

６．２

６．１

４．３

４．２４．１

３．４

３．３

３．２３．１

１．２

１．１

旭化成建材株式会社岡部株式会社

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

柱
心

柱
心

中
心
線

テ
ン
プ
レ
－
ト

アンカ－ボルト
けがき線

テンプレ－ト柱心

許
準
標

差

容

-3≦e≦10

許容差

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

基準高さより誤差は

図

立上り筋

フープ筋

立上り高さ

フーチング天端

あるいは

基礎梁天端65

角形鋼管

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法を標準から変更する場合は、

CO ガスシールドアーク溶接

低水素系被覆アーク溶接

下向き

下向き

被
覆

セ

フ
ル

ド
ア

｜
ル

ク
溶
接

｜｜

｜シ

ア

溶
接

ク

ガ

ド
ル

シ
ス

接

溶

｜
ク

ア

方法

溶接 適用板厚

ベ－スプレ－ト

図

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■組立

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●完全溶込み溶接とする。 (JASS 6　鉄骨工事による)

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

■ベースプレートの予熱

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

ベースパックグラウト

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

を行う。

５．工場製作（溶接）

６．工事場施工４．コンクリート柱型

２．柱

１．工法概要

フレームベース

注入座金

注入口

ベースパック柱脚工法　標準図

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

建方

配筋およびコンクリート打設

アンカーボルト据付け

基礎工事

基礎立上がり

配筋形状・材質

定着座金

Mナット

アンカーボルト（Mアンカーボルト）ベースプレート

柱脚の定着方法概要

構成部材

３．構成部材・寸法

２/３　程度

角形鋼管

注入枠

（桟木等）

注入座金
グラウト材

グラウトロ－ト

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

約
３

０
ｍ

ｍ

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

ベースパック　型

大きさは右図による。

グラウト（グラウト材）を使用し

●レベルモルタルはベースパック

行い、標準許容差は下図による。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

寸法X(mm)

普通コンクリートとし、設計基準強度

は21N/mm　以上とする。

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

-2≦e1≦2

ボルト孔

７．本工法の施工及び施工管理

技術者等による。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

より施工管理を行うものとする。

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●

●

●

●

●

S-08

NO SCALEベースパック柱脚工法設計施工　標準図

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

令和元年度河川ス振継第2号 図番工事名称

図面名称 縮尺

株式
会社ジェイエイ津安芸

 三重県津市一色町 211
TEL 059-224-8941
FAX 059-224-9001

訂正年月日

御承認 作　図作製年月日MEMO



梁
柱柱

Ｌ’

Ｈ Ｈ

Ｌ

３．貫通孔適用範囲

１．一般事項

※

水平補強筋(あばら筋の

≧350φ

(重ね長さ)2.5φ以上

注）Ｌ'が梁せい以上とれない場合の工法としてＺ－Ｍダイヤレン工法がある。

ロ型補強筋

(径より一段上の径以上)

450以上

ダイヤレンＮＳ

コ型補強筋

腹筋

（水平方向補強筋の長さ）

開口部上下補強筋

12d以上

・開口上下部分の補強要領

35d以上

２．使用材料の適用範囲

※開口を有する区間（補強有効範囲：　  　）のあばら筋の配置に当たっては次の点を守る事を原則とする。

５．大孔径の場合の補強方法例（３５０φ以上の場合）

４．ダイヤレンＮＳ標準配筋図（孔際あばら筋の配筋要領）

（２重リングで□型、コ型補強筋で補強する場合の例）

50 505050

150φ～250φ100φ～125φ 300φ以上

50
《３組》《２組》

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋

50

孔際あばら筋
《１組》

孔際あばら筋

(重ね長さ)

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

①一筆型 ②1箇所溶接型 ③2箇所溶接型 ④1箇所溶接型3重リング

近畿
ＴＥＬ ０６-６９４５-９０９１　ＦＡＸ ０６-６９４５-９０９３

ＴＥＬ ０９２-４５２-８０２０　ＦＡＸ ０９２-４５２-８０２１

ＴＥＬ ０８２-２４６-７２３５　ＦＡＸ ０８２-２４６-７２４５

〒550－0002　大　阪　市　西　区　江　戸　堀　３－７－８

ＴＥＬ ０２２-２６１-８９８５　ＦＡＸ ０２２-２６５-１２６３

九州　〒812-0014  福　岡　市　博　多　区　博　多　駅　前　南　３－１－１－２Ｆ

広島　〒730-0052  広 島 市 中 区 千　田　町　３－９－６

仙台　〒984-0816  仙 台 市　若　林　区　河　原　町　１－７－１４ 

ＴＥＬ   ０３-６９０２－５４５１(代)    ＦＡＸ   ０３-６９０２－５４５３

〒１１３－００２１　東 京 都 文 京 区 本 駒 込  １－４－３　

Ｅ－Ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｋｏｒｙｏ－ｋｅｎｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｒｙｏ－ｋｅｎｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ

るため）

ダイヤレンＮＳ

・ＲＣ造有孔梁の場合

孔際あばら筋を孔際より50mm程度離して配置する。

・ＳＲＣ造有孔梁の場合

(1) 型枠上にスリーブの心出しを行い、スリーブ両脇の

(3) スリーブ受枝筋はダイヤレンＮＳの下部にくるよう

鉄骨スリーブ管

支持し、受枝筋で鉄骨との被り厚さを確保するため）

(2) スリーブ受枝筋がダイヤレンＮＳの上部にくるよう

〈ＲＣ造の場合〉

中子筋

にセットする。（スリーブをスリーブ受枝筋で受け

(2) ダイヤレンＮＳはあばら筋の内側に挿入し、孔際あ

〈ＳＲＣ造の場合〉

にセットする。（鉄骨スリーブでダイヤレンＮＳを

９．開口芯のへりあき

面より孔心までのへりあき寸法(Ｈ。)を左表

寸法を決めている。

40

Ｈ。

(2) ダイヤレンＮＳの被り厚さを40mmとしてへりあき

(1) あばら筋の配筋前に、鉄骨スリーブ管にダイヤレン

可

(1) 各ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート

不可可

に示す。
Ｄ

Ｅ

Ｈ1 ＝Ｅ／２＋鉄筋径／２

Ｈ1

Ｈ。＝40＋Ｈ1

７．施工要領例

ばら筋等に結束する。

ＮＳをセットし、配筋後孔際あばら筋等に結束する。

８．施工における注意事項

(2) ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め４５度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

下図の様に行うこと。

(1) 補強設計によってダイヤレンＮＳが３枚以上になった場合は下図のように中子筋等に結束する。

コーリョー建販株式会社
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325.5

292

301

330.5

366

401.5

404.5

405.5

371.5

368

369

370

660

661.5

684

659

626

649

729

764

554

555.5

578

553

520

528.5

608.5

658

693.5

623.5

624.5

613.5

588

589

590.5

291

6.48 

10.71 

17.22 

3.67 

10.08 

16.28 

2.57 

2.72 

2.87 

4.12 

7.27 

18.15 

3.90 

6.87 

11.33 

5.28 

8.57 

14.02 

2.95 

7.94 

13.08 

2.06 

2.22 

2.41 

3.45 

6.08 

14.95 

3.18 

5.68 

9.19 

237

238

239

242

220.5

221.5

230

251.5

265.5

295

290

257

260

255

256

184

185

186

H。

11.95 

19.09 

へりあき

209

216

224.5

219.5

204

224.5

202

203

55

65

65

45

65

65

45

45

45

45

55

65

45

55

65

226

292

127

183

292

127

155

155

45

45

55

D

183

226

292

55

65

80

45

65

80

45

45

45

55

65

80

55

65

80

55

65

65

45

65

65

45

45

45

45

55

80

45

55

65

226

155

183

226

127

183

183

127

127

127

127

155

226

127

155

183

155

183

183

127

183

183

127

127

127

127

155

183

127

155

183

183

226

292

155

226

292

127

127

127

155

183

292

155

183

226

183

226

292

155

183

226

127

127

127

155

183

292

155

183

226 80 820

980

862

806

909

791

791

862

933

947

961

933

876

890

1050

579

636

650

579

565

565

565

650

721

735

749

721

650

650

707

1272

1432

形状

1230

1362

1230

1230

①

①

①

②

③

①

②

②

1060

1220

1088

1018

1121

1018

1018

1088

1159

1159

1202

1159

1088

1131

1291

509

80

80

45

65

80

45

55

55

55

65

80

45

65

80

80

80

80

45

65

80

45

55

55

55

65

80

45

65

80

80

388

410

424

388

367

388

388

424

494

494

494

494

424

424

438

282

325

353

282

80

E

282

318

353

353

353

353

318

318

339

※ 500φ以上のⅠタイプ (S8)は特注品となります。

６．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表　　　　　（単位：ｍｍ）

標　準　加　工　寸　法 施　　　　　　　　工梁貫通孔補強材ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書
(ＢＣＪ評定ＲＣ０１２４－０３)

（１） 本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕

（２） 本標準図に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」及び「建

（１） コンクリート

（１） 形状は円形または円に内接する矩形とし、矩形開口の場合その外接円を開口として設計する。

（２） 開口径（Ｈ）は７５０mm以下かつ梁せいの１／３以下とする。

（３） 開口中心間距離（Ｌ）は開口径の３倍以上とする。また、隣り合う開口径が異なる場合、両開孔

（４） 上下方向の開口位置は、コンクリート被り厚さを確保できる範囲とする。

（５） 横方向の開口位置は、梁のヒンジ部を避けるため柱際から開口中心までの距離（Ｌ'）を梁せい以上とする。

様書に優先して適用する。

築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」による。

Ｆc＝21～70Ｎ/㎜2

（２） 鉄筋

・あばら筋　　　：SD295A,SD295B,SD345,SD390,685N/mm2,785N/mm2,1275N/mm2

・ダイヤレンＮＳ：KSS785

・主筋　　　　　：SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490,590N/mm2,685N/mm2

径の平均値の３倍以上とする。

・開口部上下補強筋の間隔は一般部あばら筋のピッチ以下とする。

・開口部上下補強筋は一般部あばら筋と同鋼種・同径とする。（丸鋼及びインデントは不可）

・※印部分の被り厚さは40㎜以上とする。

・開口上下部分の補強については事前に構造担当者と協議の上、決定のこと。

（１） 孔際あばら筋の組数は孔径に応じて上図のように配筋する。

（２） 補強有効範囲内のあばら筋組数は一般部あばら筋ピッチによる組数以上とする。

（３） あばら筋比が1％以上の場合は、250φまではプラス1組とする。

※同等品も可とする。

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941
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旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

梁貫通孔補強材
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    フリードーナツ工法 標準図 2

・（別紙第1）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

・建築構造用高性能590N/㎜　（SA440）設計・溶接施工指針　2004年版（日本鉄鋼連盟）・日本工業規格（JIS）

・鉄骨工事技術指針・工場製作編　2007年改定版　（日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工事現場施工編　2007年改定版　（日本建築学会）

・建築工事標準仕様書・同解説　JASS6鉄骨工事　2007年改定版（日本建築学会）

・鋼構造設計規準　-許容応力度設計法-　2005年改定版（日本建築学会）

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

本標準図に記載のない事項は下記による。

鉄骨はり貫通孔補強工法

(2)溶接技能者はJIS Z 3841に規定された半自動溶接技術検定試 験の種類

による下向（SA-2F、SA-3F）の資格を有する者とする。

2

510

430

409

STK400または適合品　（F値235N/mm　）

材　質

※6
e1min～e1max

2箇所まで
塑性化が

予想される領域に

設けることができる

貫通孔の数

※3

※3

※3

※3

※3

※2

※2

※2

750

670

590

※3　Ｃタイプ（FD420N～FD740N）については、別途耐力検討の上、片面補強（リング枚数１枚）でも可とする。

※2　Ａタイプ（FD100N～FD150N）については、メーカー担当者に問い合わせの上、別タイプも選択可。

L2

2

2ただし、F値385N/mm　を超える

梁ウェブに本工法を用いる場合には、

ＦＤリング最外縁のプラグ溶接中心位置が、

梁せい中心から梁フランジ側に、

梁せいの37.5%を超えて

取り付くことは出来ない。

注）　梁に軸力が作用する場合は使用不可とする。

※4　d：フリードーナツの呼び径（mm）

912 × 37（50）

912 × 37（50）

912 × 37（50）

※5　耐力検討によって、これ以上の距離が必要になる場合がある。

SM-FD490A2　（F値325N/mm　）

国土交通大臣認定品　MSTL-0320

1

Min( d, bD/2 )以上

1

b

2
21

塑性化が予想される領域

（1）組立て溶接は原則として行わない。

（2）組立て溶接を施す場合は、

     FDリングの縁に施し、ショートビードに

　　 ならないようなビード長さ、脚長ピッチを確保する。

　　 プラグ溶接孔内に組立て溶接を施してはならない。

［4.5］ 組立て溶接

（4）予熱は梁ウェブの材質により以下の指針に準拠して行う。

SA440 　： 建築構造用高性能590N/㎜ （SA440）設計・溶接施工指針 2004年版（日本鉄鋼連盟）

　　　　TMCP鋼 ： (別紙第1)グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

　　　　その他　　： 鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）

種類

ただし、FC,FDランクの梁で、

塑性化が予想される領域に

貫通孔を設けることはできない。

※6　カタログ及び「取付け可能位置早見表」参照。

（「取付け可能位置早見表」「検討ソフト」にて代用可。）

耐力検討については、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

(4)に同じ。

(3)に同じ。

※4（d／bD）
0.66以下

孔径比

制限なし
幅厚比

梁ウェブ厚

2

適用範囲項目

32mm以下

1800mm以下

F値440N/mm  以下

梁せい（bD）

材質
C

A・B

タイプ 材　質

SM490Ａまたは適合品　（F値325N/mm　）

・　フリードーナツの種類と構成部品

（V）

アーク電圧

（mmφ）

280～36028～40
1.2

1.4

ワイヤ径

YGW11

YGW18
JIS Z 3312

規格

溶接材料及び溶接条件の標準は下表の通りする。ただし梁材がSA440材の場合は

YGW21,YGW22,YGW23,YGW24を使用することが出来る。

注）　FDリングが梁フィレット部に

　　　干渉しないことを確認する。

注）下孔まわりのバリをグラインダー

     等で取り除き、FDリングとの接

     触面の浮きさび、汚れ等を除

     去する。

【共通】

注）　プラグ溶接は底目地表面

　　　より[4.4]（6）に規定する余盛

　　　りを確保するよう行う。

FDリングの溶接用孔（全箇所）をプラグ溶接する。

（FDリングが１枚の場合は（７）に進む。）

(3) プラグ溶接

FDリングがH形鋼梁の

フィレットに干渉しない範囲

※5

e1 : 梁天端からフリード-ナツ

      中心までの距離

20mm+Dr/2 以上

Dr /2+Dr /2+20mm　以上

適用範囲項目

L3 : 隣り合うフリードーナツの

      梁材軸方向中心間距離

L2 : ウェブスプライスプレート端

      およびガセットプレート端

      からフリードーナツ中心までの距離

L1：梁端からフリードーナツ中心

　　 までの距離　

注）　梁の材軸に対し鉛直方向（梁せい方向）に複数の貫通孔は不可とする。

※7
※7

塑性化が予想される領域

12×R1（R2）

スラグ・スパッタを除去する。

目視にて外観検査を行う。

（2）で取り外したFDリングを

FDスリーブに螺合し、締め付ける。

溶接用孔を利用して追い締めする。

梁を反転する。FDリングの溶接用孔（全箇所）を

プラグ溶接する。

プラグ溶接はFDリングの表面より

[4.4]（8）に規定する余盛りを確保

するよう行う。

（2）で用意した

フリードーナツをウェブ孔に挿入する。

注）FDリングの溶接用孔を

     けがき線に合わせる。

セット組みされている

フリードーナツのFDリングを1枚外し、

もう一方のFDリングの位置を調節する。

FDリングの位置は、ウェブの厚みを考慮し

FDスリーブの両側の出が均等になるようにする。

スラグ・スパッタを除去する。

目視にて外観検査を行う。

FDリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに

密着させる。

注） 溶接用孔が梁長さ方向に直交する

　    ようにセットする。

梁を反転する。FDリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに密着させる。

注） FDリングの溶接用孔をけがき線に合わせる。

注） FDリングを１枚で、且つ連続孔を同じ向きで

　　 溶接するとはりが歪む場合があります。

【FD420N～FD740N】

(7) 検査・完成(6) プラグ溶接(5) FDリングのセット(4) 梁の反転(2) フリードーナツのセット

（FDリング Ａ、Bタイプ）
（FDリング Cタイプ）

9

9

9

9

9
9

9

9

9

9

9

溶接孔深さ
FD tw

プラグ溶接用孔形状

12 × 37（50）

4 × 23

× 204

8 × 23
8 × 23

12 31（42）

8 × 23

8 × 23

8 × 23

8 × 23

4 × 20

× 孔径
R1(R2)

孔数
(個)

×

単位（mm）

FDスリーブFDリング

TEL　03-3296-3516

旭化成建材株式会社

2011年11月作成

358

±2ｍｍ

193

168

下孔径

dw

（mm）

321

270

219

142

117

【FD100N～FD390N】

（6）溶接開始位置は特に定めないが、

     溶接順序は対角線上に行う。

（5）FDリングと梁ウェブの隙間（肌すき）は1mm以下とする。

（3）気温-5℃未満の場合は溶接を行わない。

［3.1］ 梁の材質・寸法に関する規定

　※7　梁端部からの距離が梁の長さ（Ｌ）の1/10以内、または梁せい（ｂＤ）の2倍以内の範囲。

4×R1 8×R1

ＢタイプＡタイプ Cタイプ

※1

※1　FD420N以上はFDスリーブを

　　　使用しない。

注）　本工法は、横補剛が必要な梁の横補剛を不要とするものではない。

(8) 検査・完成(7) プラグ溶接(6) FDリングのセット(5) 梁の反転(4) プラグ溶接(3) フリードーナツのセット(2) フリードーナツの準備

(1) 梁ウェブの孔あけ

［2.3］ プラグ溶接孔形状

［2.2］ FDスリーブ

まわしながら行う。

初層の十分な溶け込みを得るために、トーチ角度を20ﾟ`30ﾟﾉ保つよう

（8）余盛り高さ（⊿h）は0mm＜⊿h≦4mmとする。

あるものを取り除く。

［4.4］ プラグ溶接の注意点

（2）溶接部は溶接に先立ち、水分、ごみ、さび、油、塗料などの溶接に支障の

（7）プラグ溶接は、十分な溶け込みが得られるように、初層は確実に行う。

（1）溶接作業の品質を管理する溶接技術者は、鉄骨製作管理技術者2級

     またはWES2級の資格を有する経験者とする。

（1）溶接姿勢は下向きとする。

［4.2］ 資格

［4.3］ 溶接材料及び溶接条件

フリードーナツの取付け位置を確

認しウェブにケガキし下孔をあける。

入荷したフリードーナツは、曲がりや変形、ねじ部に傷がつかないように平坦な台上に整理整

頓して保管する。

［4.1］ 保守管理 ［4.6］ 施工手順

［3.2］ 取付け位置に関する規定［2.1］ FDリング　フリードーナツ工法（以下、本工法）は、鉄骨梁のウェブ貫通孔補強工

法である。

　ウェブ貫通孔の両側にドーナツ状の平鋼（FDリング）を密着させた後、

FDリングに設けられた溶接用孔内と梁ウェブとをプラグ溶接し、FDリングと

梁を一体化させウェブ貫通孔を補強する。

　部品の構成は、呼び径φ100からφ390までのものは、めねじ加工した

FDリング2枚とおねじ加工したスリーブ管（FDスリーブ）1ケからなりφ420以

上のものについてはスリーブ管は使用せず、FDリング2枚(もしくは1枚)で構

成されている。

4. 施工

3. 適用範囲・使用条件2. 構成部品1. 工法概要

余盛り（⊿h）

FDリング FDリング

底目地表面

（A）
アーク電流

④

③

②

①

8

76

5

4 3

2

1

Dr /2Dr /2

FD tw
FD tw

DrDr

20以上

L3

20

20

e1

e1

L1

D

L3

L2

L2

L

R1R1

R2

R1

R2

R1

dw

Ls

ds

DrDr Dr t

2

2

2

製品記号

FD100N
FD125N
FD150N

FD175N
FD200N

FD250N
FD300N
FD340N
FD390N
FD420N
FD500N
FD580N
FD660N
FD740N

呼び径

d

100
125
150
175
200

250
300
340
390
420
500
580
660
740

重量

(kg)

3
4
6
8
10

12
16
17
22
36
56
71
88
106

タ
イ
プ
A
A
A

B
B

B
B
B
B
C
C
C
C
C

外径

Dr

1000

181
207
256
300
346

396
470
500
570
600
700
800
900

板厚

t

16
19
19
19
19

9
9
9
9
9

9
9
9
9

枚数

（枚）

2
2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2
2

内径

ds

102
127
151
174
200

249
298
337
387
ー
－
－
－
－

長さ

Ls

60
60
60
60
60

60
60
60
60
ー
ー
ー
ー
ー

記号

FD100N

FD125N

FD150N

FD175N

FD200N

FD250N

FD300N

FD340N

FD390N

FD420N

FD500N

FD580N

FD660N

FD740N

管理許容差

（財）日本建築センター　BCJ評定-ST0128-03

※同等品も可とする。

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941
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旭化成建材株式会社

D

D
H

札　幌

仙　台

東　京

022（223）8171

03（3296）3510 中四国

大　阪

名古屋

06（7636）3847

082（511）5110

福　岡
本標準図に記載のない事項は下記による。

・鋼構造設計規準（日本建築学会）
・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

・建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事（日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針（日本建築学会）

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0195-02」（平成28年7月15日付）

2016年9月作成
TEL

TEL

TEL

TEL

TEL 092（526）2104TEL052（212）2231011（261）5443TEL

R

Fabluxe(ファブラックス)DS柱はり接合工法設計標準図

１．概要

２．使用する建築材料

３．構造設計の条件

４．標準接合部仕様

力接合条件を満足しており、本工法を用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換して節点剛とした架構剛性として計算する

鋼管柱が接合する面に水平ハンチを有する。本工法の適用範囲において、はりのフランジとFablxeDSの接合部は保有耐

形状は、接合する角形鋼管とほぼ同一の外径を有する管状の直方体で、はりが接合する側面の内側角部にハンチを有し、

FabluxeDSは100mmを限度とした上下異径の角形鋼管あるいは円形鋼管を接合することができる。

FabluxeDS柱はり接合工法は、鉄骨造建築物の柱はり接合部にFabluxeDSを用いる柱はり接合工法である。

ことができる。

【３．はり材の接合条件（水平方向）】

【４．はり材の接合条件（鉛直方向）】

外径 板厚

（F値共通）
幅

厚み 厚み

（１）形状寸法

（２）材質

－上表の参照方法の例示－

上階柱

角形鋼管柱 円形鋼管柱

19以下

22以下

25以下

28以下

16以下

32以下

角 形 鋼 管

品番
外径 板厚

品番

はりフランジ はりウェブ

柱材 柱材

上階柱

パネル材
パネル材

下階柱

ファブラックスDS柱材

芯合わせ 側寄せ 隅寄せ

品番

【２．柱材の接合条件】

【１．接合部（柱材とパネル材の接合条件）】

中柱（はり寄せなし） 側柱（はり寄せあり） 側柱（水平方向はり斜め取付） 隅柱（はり寄せあり）

50mm以下

50
mm

以
下

50mm以下

50
mm

以
下

50
mm

以
下

50mm以下

50
mm

以
下

下部：柱はり接合部下部に適用できるFabluxeDS

パネル：パネル材のサイズ（板厚は上下階柱のいずれか厚いほうに合わせる）
上部：柱はり接合部上部に適用できるFabluxeDS

【１．基本事項】

【３．架構の剛性】

【５．二次設計】

（角形鋼管・円形鋼管）

（角形鋼管・円形鋼管）
上階柱材

はり材（H形鋼）

パネル材
（角形鋼管）

下階柱材

(単位：mm)

【１．FabluxeDS】

【３．FabluxeDSに接合するパネル材】

FabluxeDS（柱取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（柱取付面）

【４．FabluxeDSに接合するはり材】

単位(mm)

角形鋼管

上面図

側面図

柱取付面

パネル取付面

側面

【２．FabluxeDSに接合する柱材】

FabluxeDSに接合する柱材の適用範囲一覧

基準強度（F値）が235N/mm ～325N/mm の冷間成形角形鋼管及び

パネル材の適用範囲一覧 (単位：mm)
FabluxeDSに接合する

以下

以下

（）：パネル材と柱材が同サイズの場合、ダイアフラムを用いても良い

15
mm

以
上

溶接線が干渉しない

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

e.最上階 f.勾配梁d.上階柱絞りc.上下フランジ段差b.下フランジ段差a.上フランジ段差

【４．はりの曲げ耐力】

【２．柱およびはりとの接合条件】

FabluxeDSを接合部上部に用いる場合 FabluxeDSを接合部下部に用いる場合

FabluxeDSに偏心して接合できる柱材

熱間成形角形鋼管、溶接組立箱形断面、円形鋼管

溶接組立箱型断面柱

溶接組立箱型断面

＜柱材の取付け位置例＞

角形鋼管・溶接組立箱型断面柱

中柱（はり寄せあり）

15
mm

以
上

15
mm

以
上

FabluxeDS

2 2

DS50

DS45

DS40

DS35

DS30

DS25 □250

□300

□350

□400

□450

□500

DS25

DS30

DS35

DS40

DS45

DS50

250

300

25以下

30以下

25以下

(F値235材) (F値325材)

16以下

14以下

12以下

2 2

FabluxeDSに接合するはり材の適用範囲一覧

ただし、はりフランジのFabluxeDS側面への接合幅がFabluxeDS外径を超えてはならない。
はりフランジは、FabluxeDS側面に対して平面方向に斜めに接合することが出来る。

（２）はりフランジは、FabluxeDSの側面に対して鉛直方向に斜めに接合することが出来る。(下図f）
　はりフランジ面と柱取付面を揃えることが出来る。（下図d、e)
　ただし、はりフランジの溶接と取り合う柱の溶接線とが干渉しない（最上階で柱取付面に柱材が接合しない、柱フランジ面がFabluxeDS側面から15㎜以上後退する）場合、
（１）FabluxeDS側面へのはりフランジの接合位置は、はりフランジ面をFabluxeDSの上下端部から15mm以上離さなければならない。(下図a、b、c)

柱材心はFabluxeDS心と一致させることとする。ただし右記表に示す柱材に限り柱材を25mmを限度として偏心して接合することが出来る。

パネル材はFabluxeDSのパネル取付面に接合するものとする。
柱材はFabluxeDSの柱取付面に接合し、

それぞれの部材の材料強度の基準強度の1.0倍以下までの数値とする。
本工法の適用範囲の柱材、パネル材・はり部材のうち、許容応力度の基準強度が325N/mm の部材の材料強度の基準強度と溶接部の材料強度の基準強度は、

はりフランジとFabluxeDSに接合した部位のはりウェブは全断面有効とすることができる。ただし、はりウェブにおいてスカラップ等の欠損断面分は除くこととする。

FabluxeDSを柱はり接合部に用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換し、柱はり接合部を剛な節点として評価できる。

柱およびはりとFabluxeDSの接合は、柱およびはりフランジとは完全溶け込み溶接、はりウェブとは隅肉溶接もしくはガセットプレートを介した高力ボルト接合とする。
また、溶接材料はFabluxeDSの基準強度(325N/mm )を満足する溶接材料を使用する。

（３）　本工法は、柱及びはりの接合部の構造方法を通しダイアフラム形式として扱うことができる。

（２）　本工法はブレース材が取り付く接合部に使用できない。

（１）　本工法の適用範囲のはりフランジとの接合において、はりフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐力接合条件を満足している。

2

2

2

DS25

DS30

DS35

DS40

DS45

DS50

□400

□350

□300

□250

□200 12mm以下

16mm以下

19mm以下

22mm以下

25mm以下

28mm以下□450

＜適用する鋼管品種＞

（１）パネル材は、外径がFabluxeDSの外径と同一となる右記寸法を満足する

　冷間成形角形鋼管及び熱間成形角形鋼管、溶接組立箱型断面とする。

　なお、適用する鋼管品種は、柱材に適用する鋼管品種の内、円形鋼管を

　除いたものとする。

（２）パネル材に使用する鋼管は、基準強度を上下階柱のいずれか高い方の

　基準強度同等以上とする。

　また、パネル材に用いる鋼管の厚みは上下階柱のいずれか厚い方の板厚

　以上とする。

（３）FabluxeDS同士もしくはFabluxeDSと

　通しダイアフラムとを連結するパネル材の長さは100mm以上とする。

＜適用するはり材品種＞

FabluxeDSを使用する接合部における上下階柱材とパネル材の組合わせ一覧

・一般構造用圧延鋼材（SS400、SS490）

・溶接構造用圧延鋼材（SM400A、SM400B、SM400C、

　　　　　　　　　　　SM490A、SM490B、SM490C）

・建築構造用圧延鋼材（SN400A、SN400B、SN400C、
　　　　　　　　　　 SN490B、SN490C、SN490C-TMC）

・一般構造用溶接軽量H形鋼（SWH400)

・建築構造用溶接軽量H形鋼（SWH490W、SWH490B）

・建築構造用TMCP鋼材（TMCP325B、TMCP325C）

基準強度（F値）が235N/mm または325N/mm の圧延H形鋼及び

溶接組立H形鋼

□300

上部

パネル

下部

DS30

□300

（DS30）

上階柱
□200

□250

□300

□350

□400

□450

□500

φ216.3

φ267.4

φ318.5
φ350

φ355.6
φ400

φ406.4
φ450

φ457.2
φ500

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

上部

パネル

下部

□150
□175

DS25

□250

(DS25)

DS25

□250

DS25

□200

DS25

□250

(DS25)

DS30

□300

(DS30)

DS25

□250

DS25

DS30

□300

DS30

□250

(DS25)

□250

(DS25)

DS30

□300

(DS30)

DS35

□350

(DS35)

(DS25)

□250

DS25

DS30

□300

DS30

DS35

□350

DS35

□300

(DS30)

□300

DS30

(DS30)

□300

(DS30)

DS35

□350

(DS35)

DS40

□400

(DS40)

(DS30)

□300

DS30

DS35

□350

DS35

DS40

□400

DS40

□350

(DS35)

□350

DS35

(DS35)

□350

DS35

(DS35)

□350

(DS35)

DS40

□400

(DS40)

DS45

□450

(DS45)

(DS35)

□350

DS35

DS40

□400

DS40

DS45

□450

DS45

□400

(DS40)

□400

DS40

(DS40)

□400

DS40

(DS40)

□400

(DS40)

DS45

□450

(DS45)

DS50

□500

(DS50)

(DS40)

□400

DS40

DS45

□450

DS45

DS50

□500

DS50

□450

(DS45)

□450

DS45

(DS45)

□450

DS45

(DS45)

□450

(DS45)

DS50

□500

(DS50)

(DS45)

□450

DS45

DS50

□500

DS50

□500

(DS50)

□500

DS50

(DS50)

□500

DS50

(DS50)

□500

(DS50)

(DS50)

□500

DS50

φ216.3

DS25

□250

(DS25)

DS25

□250

DS25

φ267.4

DS30

□300

DS30

DS30

□300

(DS30)

DS30

□300

DS30

φ318.5
φ350

DS35

□350

DS35

DS35

□350

DS35

DS35

□350

(DS35)

DS35

□350

DS35

φ355.6
φ400

DS40

□400

DS40

DS40

□400

DS40

DS40

□400

(DS40)

DS40

□400

DS40

φ406.4
φ450

DS45

□450

DS45

DS45

□450

DS45

DS45

□450

(DS45)

DS45

□450

DS45

φ457.2
φ500

DS50

□500

DS50

DS50

□500

DS50

DS50

□500

(DS50)

DS50

□500

DS50

数量 品番

DS25

DS30

DS35

DS40

DS45

DS50

外径（D）

253

303

353

403

453

503

長さ（H）

110

110

110

110

110

110

質量(kg)

38

53

70

88

109

140

（単位：mm）

・基準強度（F値）：325N/mm
・建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定品

　　MSTL-0332（平成23年9月26日付）
　　建築構造用柱梁接合部鋼材　FX490D

・一般構造用角形鋼管（STKR400、STKR490）
・建築構造用冷間ロール成形角形鋼管（BCR295、JBCR295,TSC295）
・建築構造用冷間プレス成形角形鋼管

・建築構造用熱間成形角形鋼管

・溶接組立箱型断面柱

・円形鋼管（STK400、STKN400B、STKN400W、STK490、STKN490B）

（BCP235、BCP235C、BCP325、BCP325C、BCP325T）

（SHC400B、SHC400C、SHC490B、SHC490C、BSH325）

（SM400A、SM400B、SM400C、SN400A、SN400B、SN400C、
SM490A、SM490B、SM490C、SN490B、SN490C）

品番

DS25

DS30

DS35

DS40

DS45

DS50

外径
□150
□175
□200
□250

□200

□250

□300

□250

□300

□350

□300

□350

□400

□350

□400

□450

□400

□450

□500

板厚

12以下

16以下

12以下

16以下

19以下

16以下

19以下

22以下

19以下

22以下

25以下

22以下

25以下

28以下

25以下

28以下

32以下

外径

φ216.3

φ267.4

φ318.5

φ355.6

φ406.4

φ457.2

板厚

12以下

16以下

19以下

22以下

円形鋼管

φ500

φ450

φ350

φ400

8

※同等品も可とする。

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

Fabluxe(ファブラックス)DS
柱はり接合工法設計標準図

NO SCALE
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　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)

４
０

２
８

１８５

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 その他：

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

 種  　　　     類

 □ 無    □ 有 

 設 計 基 準 強 度

□そ　　の　　他

 □指定なし

単　純　支　持

そ　　の　　他

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要
Ａw ＝（　　　　）mm

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□無し(                                     )

大梁

大梁上 大梁上

Ａw

１.２　  　 　　４,９００
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.６ 　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

焼抜き栓溶接

フラッシング ハンガー金具

13.
5

Ｗ（１００～２５０） ２５

クローサー
（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

敷込み仮止め溶接

墨　出　し

１）頭付きスタッド

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通コンクリート
普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド
ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

コンクリート厚さ

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ

３
０

３０

５０

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

普通又は軽量コンクリート

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 Ｓ梁

１５０ ８５０

スパン スパン

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　　　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

２.７

　：支持スパン（ｍ）

柱廻りの補強例

大梁上の補強例

[2]施工上の留意点

[1]設計上の留意点

Ａ部

梁耐火被覆

壁

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｃ部

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ａ部

壁
コンクリート

５０ｍｍ以上

クローサー

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

補強筋D10@200

400mm以上

柱

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

ひび割れ

補強筋(D13)

柱

ｄ部

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０１０
フラッシング耐火補強筋

ｃ部

普通コンクリート

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０

ＱＬデッキ

４
０

ｂ部

溶接金網又は異形鉄筋
普通コンクリート

３０３０耐火補強筋
ＱＬデッキ

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

３０

釘

３０

梁型枠

釘

ＱＬデッキ

普通コンクリート

３０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ

１５０
梁にのみ込み３０ｍｍ

クローサー

ｅ部  柱廻り（ａ－ａ断面）

柱型枠

フラッシング

 柱廻り納まりｅ部

梁幅

梁幅

ａ ａ

ＱＬデッキ

３０ｍｍのみ込み

１０ｍｍ以上

Ｂ部

コンクリート

梁耐火被覆

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下
溶接金網

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｂ･Ｈ部

クローサーＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｂ部

梁耐火被覆

梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ｃ部

３０ｍｍ以上

 ブラケット支持

  A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０

B)開口間隔＜３×開口径
開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

仮想開口

Ｌ

ｗ
２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ１５０程度の場合

開口部

ｗ
開口補強筋Ｄ１０

ｗ

≧４０･Ｄ

Ｌ

開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋

開口補強筋Ｄ１３

小梁補強

開口部

ｗ

Ｌ

３）ｗ＞600mmの場合
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

Ｍ
ａt＝ 耐力補強筋

ｆt･ｊ

ａd又はａtの大きい方

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

Ｄ部

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｄ部 梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆

又は打込み鋲

Ｆ部

（フラッシング）現場切断

φ４－１３　＠６００以下

Ｅ部

梁耐火被覆
クローサー

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

Ｇ部

柱

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ＱＬデッキ横筋

Ｌ１

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上
φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

Ｌ２

３
０

耐火補強筋Ｄ１３

連続支持
合成スラブ

１５０ｍｍ以上

溶接金網又は異形鉄筋

耐火補強筋Ｄ１３

４
０

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

スペーサー＠１.０ｍ以下

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

Ｃ

外周部大梁

外
周
部

大
梁

開口部
Ｈ

小
梁 Ｂ

Ａ

大梁

ｃ

ａ

大
梁

小
梁

ｂ

大
梁

Ｄ
柱

ｄ
Ｅ

鉄骨(S)梁

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

耐火補強筋

耐火補強筋

鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

１５０ １５０ＱＬデッキ(単純支持)

ＱＬデッキ(連続支持)

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

１５０

８５０

ＱＬデッキ

 支 保 工 有 無

スペーサー

Ｇ

Ｆ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下
    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

3

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。
40d

100m
m

開口部
１スパン

2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。

 柱廻り

ＱＬデッキ

１５０

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

３）焼抜き栓溶接
２）打込み鋲

DＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)
Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
ＱD

2

支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

ＳＲＣ梁

打込み鋲 ＠６００以下
溶接金網又は異形鉄筋

（梁に定着）

アークスポット溶接 又は

耐火補強筋

ＱＬデッキ

部
開口

端部補強筋

耐火補強筋 Ｄ１３

溶接金網

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ

Ｓ梁
５０

合成スラブ
単純支持

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

200  　以下ｍｍ
50    以上ｍｍ

φ４－１３　＠６００以下

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

１５０  ８５０ ８５０  １５０

スパン                      スパン

スパン                      スパン

５０ｍｍ以上

ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

クローサー

この部分の小口は塞がない！

(単純支持)

耐火補強筋が必要。

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※2
※2

※2

※2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

Ｄ１３、長さ１.０ｍ

(連続支持)

ｅ

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

※2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

端部加工

□無し

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）
　高さ確保用。）
（ワイヤーメッシュの（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

φ４－１３　＠６００以下
すみ肉溶接又はドリルねじ

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

ＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ＱＬデッキを切断

コンクリート止め 木材等

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

現場切断（ＱＬデッキ）

ＱＬデッキ受材FB65×6等
(APWの場合 FB65×9等)

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリルねじ

 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合

 ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキ幅方向

 ＱＬデッキを離した場合

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

QLデッキと梁との接合

亜鉛めっき Ｚ２７限定

(1)QLデッキ相互のかん合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

QLデッキ受材

柱廻りＱＬデッキ切欠き

すみ肉溶接
又はドリルねじ

QLデッキ端部  小口塞ぎ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

納期が必要ですので
事前にご相談下さい。

 　　ように敷込む。

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、
(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

２）打込み鋲 ３）焼抜き栓溶接

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（１）溶接機

（２）溶接棒
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

連　続　支　持

下記焼抜き栓溶接の項による
接合箇所は特記による
JIS B 1198

□焼抜き栓溶接
□打込み鋲

 厚さ(QLデッキ山上)

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

２　時　間１　時　間

手　　順　・　要　　領工　　程

［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０

耐火仕様の配筋

開口部補強案

［ISO 9001認証取得］

施工順序 敷　込　み

耐　火　仕　様

【単純支持合成スラブ】

【連続支持合成スラブ】

検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

スラブの配筋

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準 株式会社

設　　　　　　計

施
　
　
　
　
工

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５ □1.6

□1.2

□1.6

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

　２.ＣＯ2 ガス流量：２０リットル／分以上

ＣＯ2 アークスポット溶接

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

耐 火 時 間

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

コンクリート種類

普通コンクリート

普通コンクリート

品　　　名

ＱＬ９９－５０
ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０
ＱＬ９９－７５

支持スパン

２.７ｍ 以下
３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
３.４ｍ 以下

コンクリート厚さ

８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上
９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上
９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上
９０ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

許容積載荷重

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照

許容積載荷重

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

許容積載荷重

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照
算出式 注５)Ｂ 参照

４,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

注2)

2 注2)

2 注2)

2

2 2２３.４

2

2

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

C)開口が連続している場合

2)又は3)に準じて補強を行う
見なし、その開口部の大きさにより、
連続する開口の開口群(仮想開口)と

ａ部 左図円部詳細
クローサー

釘

ａ部 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

接　　　合

耐　　　火

特　　　記

アクセサリー

焼抜き栓溶接

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

材料／デッキプレート

ＪＦＥ建材 標　　準　　納　　ま　　り

■ｴﾝｸﾛ有り
■1.2 ■亜鉛めっき     　　　　   [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート（ □１種　　□２種 ）
2

各長さ・ピッチは特記による

ｍｍ

 □（　　　　　　　　　　　　　　　）
 □（　　　　　　　　　　　　　　　）

□（　　　　　　　　　　　　　　　）
□（　　　　　　　　　　　　　　　）

上欄内の採用項目に 　を記して下さい。■

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５
ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

品　　　名

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

コンクリート種類耐 火 時 間

床、１時間耐火
FP060FL-9095

床、２時間耐火
FP120FL-9107

支持スパン

３.０ｍ 以下
３.４ｍ 以下
３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下
３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下
２.７ｍ 以下
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

コンクリート種類

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

品　　　名

ＱＬ９９－５０
ＱＬ９９－７５
ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０
ＱＬ９９－７５
ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

耐 火 時 間

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

支持スパン

２.７ｍ 以下
３.４ｍ 以下
２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
３.４ｍ 以下
２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

■頭付きスタッド

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５ □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

溶接金網又は異形鉄筋

溶接金網又は異形鉄筋

□φ６-１００×１００

（Ｄ１０－＠２００）

（Ｄ１０－＠２００）

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１

 □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　）

□φ１３　■φ１６　■φ１９　□φ２２

■ＱＬ９９-５０
□ＱＬ９９-７５

 □ 溶 接 金 網 □φ６-１５０×１５０
 ■ 異 形 鉄 筋 ■Ｄ１０-＠２００

 □１８　　　　　□２１　　　　　■（ ２４ ）Ｎ／ｍｍ

※同等品も可とする。

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

ＱＬデッキ合成スラブ
設計・施工標準（１）

NO SCALE
S-12



（千鳥配置）

　・スタッドのピッチ及びゲージ等については、図中の記載を参照のこと。

ＱＬデッキ

５．その他

４．せん断耐力について

３．頭付きスタッドに作用する水平せん断力及び所要本数については、指針を参照のこと。

２．床スラブと鉄骨ばりの合成作用によって両者の間に生じるせん断力は、頭付きスタッドのみで負担するように設計する。

１．合成ばり及び頭付きスタッドの設計は、日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」(以下、「指針」)に準拠する。

スタッドコネクタの設計についての留意点

　・鉄骨ばりのウェブ直上に溶接される場合を除き、溶接するスタッドの軸径は、はりフランジ板厚の2.5倍以下。

　・頭付きスタッドのコンクリートかぶり厚さは、デッキプレートの溝幅によって制限される場合をのぞき、あらゆる方向について30mm以上必要。

　・スタッドの長さＬは、QL99-50の場合80mm以上、QL99-75の場合は105mm以上。

７
.
５

Ｄ
 
≦

ピ
ッ

チ
≦

 
６

０
０

　・スタッドの径は呼び径で13mm以上22mm以下とし、かつその長さＬと軸径ｄの比は4.0以上。（Ｌ/ｄ≧4.0）

　・スタッドのせん断耐力は、終局せん断耐力を基準とする。

頭付きスタッド

（デッキ各溝毎）
又はすみ肉溶接
アークスポット溶接

(1.5･Ｈd)/2 以上
４０以上

１００以上1.5･Ｈd 以上

Ｈ
d

エンドクローズデッキ

アークスポット溶接

＠６００以下
又はすみ肉溶接
アークスポット溶接

４φ-１３＠６００以下

フラッシング

すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ
直打溶接

（デッキ各溝毎）
又はすみ肉溶接

Ｈ
d

クローサー

直打溶接アークスポット溶接

ゲージ ５Ｄ以上

（デッキ各溝毎）
又はすみ肉溶接

直打溶接ＱＬデッキ

３
０

以
上

３
０

以
上

貫通溶接
鉄骨梁

Ｄ：スタッド軸径

Ｄ：スタッド軸径

３００

スタッドの配置例（ＱＬ９９－７５）

３００

スタッドの配置例（ＱＬ９９－５０）

１２０

１８０

頭付きスタッド

貫通溶接

スタッド

3

5)打ち込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。

2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。（補強筋は溶接金網より下に配筋）

   高性能ＡＥ減水剤

   ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

   単位水量　175リットル/ｍ 以下

1)水セメント比を小さくする。

  頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接するのが望ましい。

4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

  (コンクリート厚さをデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(下図補強例参照)

1)小梁の剛性を大きくする。

柱廻りの補強例大梁上の補強例

ひび割れ 400mm以上

例)補強筋D10@200

柱

400mm以上

ＱＬデッキ

柱

10
0 
mm

40
d

ひび割れ

例)補強筋(D13)

大梁

ＱＬデッキ

補強筋
溶接金網

補強長さ

     イ）Ｄ１３　　＝８０･Ｄ　　シングル

     ハ）溶接金網　φ６－１５０Ｘ１５０　 ＝１,０００ｍｍ

     ロ）Ｄ１０　＠２００～３００　 ＝１,０００ｍｍ

     イ）Ｄ１０　＠２００　 ＝ 梁幅＋８０･Ｄ

(1)設計上の留意点 (2)施工上の留意点

     ハ）Ｄ１３　　＝２,０００　シングル

     ロ）Ｄ１０　　＝２,０００　ダブル

１.２mm以上
プレート

すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ

ＣＳ５０，ＣＳ７５

Ｂ-Ｂ断面

(B)デッキ直交配置

１.２mm以上

柱ウｴブ

φ４-１３＠３００以下
すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ

デッキプレート及びプレート現場切断

プレート

Ｂ Ｂ

クローサー

すみ肉溶接

Ａ-Ａ断面

柱ウｴブ

φ４-１３＠３００以下
すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ

すみ肉溶接

梁フランジ

デッキプレート及びプレート現場切断

Ａ Ａ

(A)デッキ平行配置

アークスポット溶接で接合する。

(溶接長さ50mm以上)

場所を選び、適当な間隔に枕木を並べ、養生

アングル

焼抜き栓溶接、
頭付きスタッド

(APWの場合、アングル

ＣＳ７５Ｓ

この部分はふさがないこと
注意！

CS50S､CS75S

25mm以上

デッキ端あき

梁材へりあき
25mm以上

又は、すみ肉溶接
アークスポット溶接

頭付きスタッド

焼抜き栓溶接
又は打込み鋲

梁のスカラップ付近には打ち込み鋲は打設しない。

Ｒ

モルタル充填等による耐火処置

デッキ両端部の結束用帯バンドはデッキプレート長さが７ｍ以上の場合の仕様。

帯バンド

当金
枕木

注３）焼抜き栓溶接の場合、梁材のへりあき・デッキ端あきは施工誤差等を考慮し、通常「２５mm」以上とする。

注１）頭付きスタッドを用いる場合は、頭付きスタッドの施工前に、デッキと鉄骨梁とをすみ肉溶接又は

変形の恐れのある場合は、

焼抜き栓溶接の「端あき、へりあき」

よく押しつけて仮付けする。
敷込み時にデッキプレートを梁フランジに

2mm以下

デッキプレートと梁フランジとのすき間

揚重・仮置き

不等辺山形鋼利用の場合

軽量形鋼利用の場合

曲げ加工金物利用の場合

デッキ突き合わせ接合部の処置 デッキのかみ合わせが 他の部位との接続

コンクリート厚さの確保梁フランジ上の小口ふさぎ

B.頭付きスタッドでの接合A.焼抜き栓溶接又は打込み鋲での接合

仮置きについて揚重について

注２）デッキプレートと梁フランジとのすき間は２mm以下とする。

ＱＬデッキ

25mm以上

養生シート

そ　の　他

　　不十分な場合の処置

（例：梁上に鉄筋を溶接し定規とする等）

ＱＬデッキ

コンクリート打設高

（別途）
不等辺山形鋼

クローサー

ＱＬデッキ

コンクリート打設高

（別途）
不等辺山形鋼

コンクリート打設高

丸鋼、平鋼等で止める。
変形の恐れのある場合は、

（別途）
軽量形鋼

クローサー

ＱＬデッキ

コンクリート打設高

丸鋼、平鋼等で止める。
変形の恐れのある場合は、

（別途）
軽量形鋼

ＱＬデッキ

コンクリート打設高

丸鋼、平鋼等で止める。
変形の恐れのある場合は、

（別途）
曲げ加工金物

クローサー

ＱＬデッキ

コンクリート打設高

丸鋼、平鋼等で止める。（別途）
曲げ加工金物

コンクリート所定厚

梁

レベル
鉄筋

ＱＬデッキ

ギャップ

必要に応じて布テープ使用
すみ肉溶接
＠６００以下

鉄筋９Φ
梁耐火被覆

ＱＬデッキ

壁
又は頭付きスタッド
焼抜き栓溶接、打込み鋲

シートをかけるなど雨露に対しての対処を行う。

保管が長期になる場合には、平坦で乾燥した

2)デッキプレートの損傷防止（あて金）緩衝材等

3)デッキプレートの水平吊り上げ

1)二点吊りを実行

梁縁端部コンクリート漏れ止め 合成スラブと梁との接合

焼抜き栓溶接

３００ｍｍ

補強受け梁

焼抜き栓溶接

ＦＢ６５×９等)

ＦＢ６５×６等又は
クローサー

柱廻り納まり

梁ボルト接合部納まり 柱廻りの開口ふさぎ

柱

現場切断

焼抜き栓溶接

補強受け梁

柱

現場切断
焼抜き栓溶接

柱

現場切断

３００ｍｍ

３００ｍｍ

(B)補強受け梁を設ける場合(A)デッキ受け梁が不要の場合

確保できない場合受けプレートを設ける。
フラッシングで接合部分にノリシロ（５５ｍｍ以上）が

(A)プレートで受けを設ける場合 (C)デッキプレート溝部が梁上に架かる場合(B)クローサー利用の場合

又は打込み鋲
頭付きスタッド

φ４－１３ ＠３００以下

焼抜き栓溶接

ＨＴＢ

現場切断

又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、

(APWの場合、ＦＢ６５×９等)

ＦＢ６５×６等又は

デッキ受け材ＦＢ６５×６等

(APWの場合、ＦＢ６５×９等)

φ４－１３ ＠３００以下
すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ

すみ肉溶接

現場切断

焼抜き栓溶接

ＨＴＢ

現場切断

現場切断

焼抜き栓溶接

５５ｍｍ以上

ＣＳ５０Ｓ，
クローサー

焼抜き栓溶接

受けプレート

ＨＴＢ

合成ばり構造/頭付きスタッドの納まり例ひび割れ拡大防止のための留意事項

コンクリートの乾燥収縮や負曲げモーメント等により生ずるひび割れを細かく分散させるため、下記の留意点を参考のうえ大梁上及び柱廻りの補強を実施して下さい。

（アングル等）

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

ＱＬデッキ合成スラブ
設計・施工標準（２）

NO SCALE
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ＱＬデッキ合成スラブの開口部補強方法

注）ａ：１１０mm程度

ａ

（山形鋼で補強）（プレートで補強）

≧
２

･
φ

ｔ＝１.６
補強プレート

補強アングル
Ｌ-３０×３０×３φ

[A]コンクリート箱抜き → コンクリート硬化後デッキ切断

開口補強筋Ｄ10

開
口

部

ｗ

Ｄ１０以上

耐力補強筋Ｄ１３以上
ａt：耐力補強筋

ａd又はａtの大きい方

開口補強筋Ｄ１０

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の
耐火仕様で要求されるＤ１３耐火補強筋が
切断された場合の切断された耐火補強筋の本数

増加曲げモーメント

≧３０mm

かぶり３０mm以上

ｂ：開口補強筋Ｄ１３
≧３０mm

ａ：耐力補強筋D１３以上
ｃ：開口補強筋D10以上

支保工

　　　　かぶり厚：開口部端より３０ｍｍ以上

ａ

　　開口補強筋Ｄ１０以上

小梁で補強し、開口周辺にはコンクリート
の開口補強筋を配して下さい。

鉄筋コンクリートスラブ

開口補強筋

開口補強筋

・コンクリート打設部は、支保工を設けてデッキプレートを支持する。
支保工の設置に際しては、支圧の検討を行う。

・補強小梁を設置してデッキプレートを支持する。

・スラブ構造は合成スラブでなく、デッキプレートを
床型枠とした「鉄筋コンクリートスラブ」とする。

・この場合の施工方法は下記のいずれかとする。

2)支保工を用いる。

デッキを切断。

開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

ウェブにかからない場合は、補強の必要はありません。 開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合

◇共通事項

補強筋の定着長さ、かぶり厚

上端耐力補強筋：ａt＝

下端耐力補強筋：ａd又はａtの大きい方

　　　　定着長：４０Ｄ以上

Ｍ
ｆt･ｊ

かぶり厚:コンクリート露出面より
定着長さ：開口部端より４０Ｄ以上

[B]コンクリート打設前にデッキプレートを切断

小梁補強

開口部ｗ

Ｌ

開口補強筋

開口補強筋Ｄ１３

ｗ

コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後デッキ切断

≧４０･ＤＬ

補強小梁

開口部

開口部

開口補強筋Ｄ１０

定着長さ４０Ｄ以上
開口補強筋　Ｄ１０以上

溶接金網

a：耐力補強筋　Ｄ１３以上

かぶり30mm

耐力補強筋
Ｄ１３以上

≧３０mm

開口間隔≧３×開口径
（独立開口とみなす）

デッキに直交して、開口間隔≦３×開口径
（デッキに平行の場合は左図に準ずる）

開口補強筋 Ｄ－１０以上
定着長さ４０Ｄ以上

Ｄ１３
開口補強筋

Ａ-1  開口がφ１５０mm程度の場合

Ａ-2  開口の大きさが幅６００mm以下、奥行き９００mm程度以下の場合

Ａ-3 開口部の大きさが幅６００mm以上

Ｂ-3  大きい開口部の場合（開口幅が６００mm以上）

Ｂ-2  開口の大きさが幅６００mm以下、奥行き９００mm程度の場合

Ｂ-1 開口が１１０mm程度の場合

Ｂ-4  開口部が多数ある場合

と同様な補強を行う。・コンクリート硬化後の合成スラブの補強は、左図

・開口部周辺のコンクリートは鉄筋で補強する。

（A-3参照）

耐力補強筋ａt＝Ｍ／（ｆt×ｊ）cm
耐火補強筋ａd＝１.２７×（１＋ｎ／２）cm（単純支持）

コンクリートの開口補強(Ｄ１０以上)は行って下さい。

３０mm以上

1)開口部は箱抜きとし、コンクリートの硬化後に

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの

2
2

フォークリフトが走行する床や倉庫・工場等のように大荷重が作用する床は対象外ですので、別途設計者と打ち合わせて下さい。
ここでは開口部の大きさ別に、事務所・店舗等に使用される合成スラブの開口補強を例示しています。
ＱＬデッキに開口部を設ける場合、開口部の大きさ・位置・数や、建物床の用途・スパン・施工方法等、個々の条件に合わせて適切な納まり補強が必要です。

（デッキプレートは床型枠）

A-2

床スラブに段差がある場合の支持部接合法の参考例

段差の補強鉄筋φ１３以上

段差の補強鉄筋φ１３以上

デッキ受け材
50以上

スチフナー

段差の補強鉄筋φ１３以上

デッキ受け材

50以上

・段差がある場合、梁等の躯体側デッキ支持部において「焼抜き栓溶接」

　または「頭付きスタッド」の施工が可能かどうかを考慮して下さい。

・使用する受け材やスチフナーの板厚・支持間隔・溶接方法等に

　ついては強度面から実際の設計に応じて別途の検討が必要です。

接合箇所

　（下図例の場合、梁ウェブ位置アングル部での施工不可。）

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

 小型の受けアングルあるいはＺ形鋼を梁フランジ面に溶接する。
 受け材を大型にして、梁ウェブに受け材を設ける。

 小型の受けアングルあるいはＺ形鋼を梁フランジ面に溶接する。

 床面をかなり段落させる場合

 梁スチフナーに受けアングルを溶接する。

スチフナー

ＱＬデッキ

大型の受け材
50以上

デッキ受け材

ＱＬデッキ

50以上
溶接金網段差の補強鉄筋φ１３以上

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ

 床面を少し段落させる場合

 床面をかさ上げする場合

スチフナー

ＱＬデッキ

※デッキ受け材については施工時並びに設計時を考慮し、使用コンクリート
　重量や施工時荷重・設計時積載荷重等から、使用部材並びに納まりの詳細
　（溶接サイズ等）を検討して下さい。

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

ＱＬデッキ合成スラブ
設計・施工標準（３）

NO SCALE
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名

ボーリング柱状図

ボーリング柱状図

調 査 名

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名

帯

ボ ー リ ン グ 名 N o . 3 調 査 位 置 三 重 県 津 市 殿 村 及 び 小 舟 　 地 内 北 緯 3 4 ° 4 3 ’ 3 2 . 2 9 ”

東 経 1 3 6 ° 2 8 ’ 0 . 2 7 ”発 注 機 関 津 市 　 建 設 部 　 河 川 排 水 推 進 室 調 査 期 間 平 成 3 0 年 6 月 2 8 日 ～ 3 0 年 6 月 2 9 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 三 重 新 成 コ ン サ ル タ ン ト

電話 ( 0 5 9 - 2 6 4 - 1 0 8 1 )
主 任 技 師 松 井 　 敏

現 場

代 理 人
松 井 　 敏

コ ア

鑑 定 者
濱 田 　 修

ボ リー ン グ

責 任 者
土 居 　 和 広

孔 口 標 高 H=

10.71m

角

度

180°

0°

90°
上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90°

水平
0°鉛

直
0°

使

用

機

種

試 錐 機 カ ノ K R - 5 0
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F A D - 8 ポ ン プ カ ノ V - 4総 掘 進 長
 18.28m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

標

高

(m)

10.31

9.01

8.11

5.01

3.51

1.91

0.06

-1.24

-4.39

-7.57

層

厚

(m)

0.40

1.30

0.90

3.10

1.50

1.60

1.85

1.30

3.15

3.18

深

度

(m)

0.40

1.70

2.60

5.70

7.20

8.80

10.65

11.95

15.10

18.28

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.25mまではコンクリート
コンクリート片を混入する

盛土（
砂礫） 淡茶

砂分は粘性を びた細砂～粗砂
礫はφ2～10mmで、最大φ30mm程度

盛土（
礫混じ
り砂質
シルト
）

淡茶
～黄
茶

軟
ら
か
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入する
稀に中砂混入
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細
砂

淡茶
～暗
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緩
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シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂

黄
茶

緩
い

～

中
位
の

含水少ない
粒子不均一な細砂～粗砂
所々、不規則 に礫が少なく礫混じり
砂状になる
礫はφ2～5mmで、最大φ20mm程度
全体に締まりがある

砂
礫

淡
茶

中
位
の

含水少ない
粒子不均一な細砂～粗砂
礫はφ2～5mmで、所々礫分が多くな
る
下部は若干シルトを混入し緩くなる

礫混じ
り砂

淡
灰

中
位
の

含水なし
砂は細砂主体
全体に少量～多量のシルトを混入す
る
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砂
質
シ
ル
ト

暗
灰

中
位
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～

硬
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含水なし
上部、シルトが不規則 に多く含み緩
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粒子均一な細砂主体

細
砂

暗
灰

中
位
の

含水少ない
砂は細砂～粗砂
礫はφ2～5mmで、最大φ30mm程度
所々、少量のシルト分を混入する
下部に、ブロック状で固結シルトを
混入する

砂
礫

淡
灰

中
位
の

～

密
な

含水なし、粘性は弱い
全体に非常に硬く固結する
17.50m付近、掘削水が少量逸水する
棒状コアで採取される

固
結
シ
ル
ト

暗
灰

固
結
し
た

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日
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6/28

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15
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2.15
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5.15
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原 位 置 試 験
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度
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試 験 名
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深

度

(m)
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(
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ボ ー リ ン グ 名 調 査 位 置 三 重 県 津 市 殿 村 及 び 小 舟 　 地 内 北 緯 ° ’ ”N o . 4 3 4 4 3 3 3 . 1 6

発 注 機 関 津 市 　 建 設 部 　 河 川 排 水 推 進 室 調 査 期 間 平 成 年 月 日 ～ 年 月 日 東 経 ° ’ ”3 0 6 2 6 3 0 6 2 7 1 3 6 2 8 1 . 3 3

株 式 会 社 三 重 新 成 コ ン サ ル タ ン ト 現 場 コ ア ボ リ ン グｰ
調 査 業 者 名 主 任 技 師 松 井 　 敏 松 井 　 敏 濱 田 　 修 土 居 　 和 広

電話 ( 0 5 9 - 2 6 4 - 1 0 8 1 ) 代 理 人 鑑 定 者 責 任 者

北180° 0° ハ ン マ ー角 方 地 使H=孔 口 標 高 試 錐 機 カ ノ 半 自 動 落 下 装 置上 水平 K R - 5 0 落 下 用 具270° 90° 盤 用11.05m 90° 0°鉛
西 東 勾 機直下

総 掘 進 長 エ ン ジ ン ヤ ン マ ー ポ ン プ カ ノN F A D - 8 V - 40°南 配 種 19.24m 0°度 向 180° 90°0°

孔
標 準 貫 入 試 験 原 位 置 試 験 試 料 採 取標 標 層 深 柱 土 色 相 相 記 室 掘

内
内

水 打ごとの 試 験 名10cm深 深 深 試 採 試
値撃位 N     質 対 対 進験お よ び 結 果打 撃 回 数 回

(m)

(料 取尺 高 厚 度 状 数
／

0 10 20度 度 度/区 密 稠 月～ ～ ～測
貫 番 方

定 入
月 量

)分 度 度 日図 調 事 号 法(m) (m) (m) (m) (m) (m) (m)10 20 30日 (cm) 0 10 20 30 40 50 60
盛土（ 全体に非常に硬く締まっている淡茶砂礫）10.55 0.50 0.50

全体に不規則 に砂質粘土を混在する盛土（ 淡 緩 1 2 3 61.15稀に細砂を少量混在するシルト1 茶 い質砂） 全体に緩い 630
9.45 1.10 1.60

1.45上部は農耕土砂混じ 暗灰 軟ら 1 1 1 32.15全体に軟らかいシルト主体りシル ～淡 62 かい 6/27ト 灰 所々に少量の礫を混入 3 26308.55 0.90 2.50 2.64
2.45

3 4 4 113.15 3.153
P4-3 ○1130

3.45 3.45

4 5 8 174.154 淡 含水中位～多い中 1730茶砂 砂は中砂主体で少量の細砂～粗砂を～ 位 4.45礫 混入の 4 6 6 165.15礫はφ ～ で最大φ茶 2 5mm 15mm5
1630

5.45

8 8 9 256.156
2530

6.454.25 4.30 6.80
中 含水少ない 5 7 8 207.15 7.157 細 暗 位 全体に若干のシルト分を混入 P4-7 ○2030砂 灰 の 下部ほどシルトの混入量が多い 7.45 7.453.25 1.00 7.80

2 2 3 78.15 8.158 砂 P4-8 ○730含水少ない質 中 8.45 8.45暗 砂は細砂主体シ 位
灰 全体にシルト分を多く混入する 2 3 3 89.15ル の9

稀に腐植物が点在する 8ト 30
9.45

1.10 2.15 9.95
6 7 7 2010.15 10.1510 P4-1○2030 0含水なし中

10.45 10.45細 淡 粒子は概ね均一な細砂位
砂 灰 少量の中砂～粗砂を混入 7 7 8 2211.15の11 φ 程度の礫が点在する2mm 2230

-0.70 1.80 11.75 11.45
含水は少ない中 7 9 6 2212.15 12.1512 暗 粒子不均一な中砂～粗砂礫混じ P4-1位 ○2230り砂 灰 礫はφ ～ で、最大φ の亜円 22 5mm 10mmの

12.45 12.45状-1.75 1.05 12.80
6 7 7 2013.15 13.1513 P4-1○20含水少ない 30 3

砂は粒子不均一な細砂～粗砂 13.45 13.45中
砂 暗 シルト混じり砂が 程度の厚みで5cm位 6 8 8 2214.1514 礫 灰 挟在するの 2230礫はφ ～ で、最大φ 程度の2 5mm 20mm

14.45角礫

6 7 9 2215.1515 -4.20 2.45 15.25
2230非

15.45常
41 19 60に 16.1516 含水なし 2 12硬固 150

細砂主体で固結するい 16.27結 ～暗
まで半固結状15.65m細 60 60灰

以深は非常に硬く固結する固 17.15砂17 8 8炭化物が点在する 225結
17.23し

た 48 12 60
18.15-7.10 2.90 18.1518 1 11 164

含水なし、粘性弱い 18.26暗固結シ 固結 全体に固結し非常に硬質
60 60ルト した灰 6上部に若干の細砂が混在する 19.1519 27-8.19 1.09 19.24 9 9 200

19.24

平成30年度　河川ス振　第1-1号旧津市民プール跡地テニスコート整備に係

る地質調査業務委託

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 調 査 位 置 三 重 県 津 市 殿 村 及 び 小 舟 　 地 内 北 緯 3 4 ° 4 3 ’ 3 3 . 5 3 ”

東 経 1 3 6 ° 2 8 ’ 0 . 0 4 ”発 注 機 関 津 市 　 建 設 部 　 河 川 排 水 推 進 室 調 査 期 間 平 成 3 0 年 6 月 2 1 日 ～ 3 0 年 6 月 2 2 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 三 重 新 成 コ ン サ ル タ ン ト

電話 ( 0 5 9 - 2 6 4 - 1 0 8 1 )
主 任 技 師 松 井 　 敏

現 場

代 理 人
松 井 　 敏

コ ア

鑑 定 者
濱 田 　 修

ボ リー ン グ

責 任 者
土 居 　 和 広

孔 口 標 高 H=

10.71m

角

度

180°

0°

90°
上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90°

水平
0°鉛

直
0°

使

用

機

種

試 錐 機 カ ノ K R - 5 0
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F A D - 8 ポ ン プ カ ノ V - 4総 掘 進 長
 19.25m

ボ ー リ ン グ No

シート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

標

高

(m)

9.61

8.61

8.06

7.01

5.91

4.41

3.71

2.56

-0.39

-1.79

-5.09

-8.54

層

厚

(m)

1.10

1.00

0.55

1.05

1.10

1.50

0.70

1.15

2.95

1.40

3.30

3.45

深

度

(m)

1.10

2.10

2.65

3.70

4.80

6.30

7.00

8.15

11.10

12.50

15.80

19.25

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.1mまではコンクリート
最大φ60mmの円礫を混入する
全体に軟らかい

盛土（
礫混じ
り砂質
粘土）

白灰
～淡
茶

砂は細砂で含水なし
下部は砂分が不規則 に多くなる
粘性強い

砂質シ
ルト

暗
灰

非常
に軟
らか
い

含水は多く緩い
粒子均一な細砂状

シルト
混じり
砂

淡
茶

非常
に緩
い

含水は多い
粒子均一な細砂主体で、やや締まり
がある
掘進後は孔壁の崩れがある

細
砂

黄
茶

中
位
の

含水中位
細砂～中砂を少量混入する
礫はφ2～5mm主体
所々、若干のシルト分を混入する

砂
礫

淡
茶
灰

緩
い

含水は少ない
中砂～粗砂を少量混入する
5.8m付近は砂礫を挟む

細
砂

淡茶
灰～
淡茶

中
位
の

含水は少ない
礫はφ2～5mmの角状

礫混じ
り砂

淡茶
灰

中位
の

含水は少ない
シルトを帯びた均一な細砂主体

シルト
混じり
砂

暗
灰

緩
い

含水中位
砂は均一な細砂主体
不規則 にシルト分を多く混入する
下部はやや締まり、中砂～粗砂が少
量混在する

砂
質
シ
ル
ト

暗
灰

中
位
の

含水少ない
砂は粗砂主体
φ2～5mmの礫が点在する

礫混じ
り砂

淡
灰

中
位
の

含水多い
砂は細砂～粗砂主体
礫はφ2～5mmの亜角状で、最大φ20
mm程度
掘削水の逸水少量あり

砂
礫

淡
灰

中
位
の

含水はなく、粘性は弱い
全体に若干の細砂を混在する
上部15.85mまでは礫を混在する
全体に固結し硬い

固
結
シ
ル
ト

淡
灰

固
結
し
た

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

1.92
6/21

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.28

17.15

17.27

18.15

18.27

19.15

19.25

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

20

1

4

3

4

5

2

2

2

2

8

8

7

8

7

27

36

45

60

10

～

20

1

1

4

3

4

8

2

2

3

3

11

9

9

9

6

33

3

24

2

15

2

20

～

30

1

5

4

5

13

3

3

2

3

11

9

11

10

7

打

撃

回

数

/
貫

入

量

(cm)

2

30

3

30

13

30

10

30

13

30

26

30

7

30

7

30

7

30

8

30

30

30

26

30

27

30

27

30

20

30

60

13

60

12

60

12

60

10

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

3

13

10

13

26

7

7

7

8

30

26

27

27

20

138

150

150

180

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.00

3.50

試 験 名

お よ び 結 果

現場透水試験

k=5.76E-3(m/s)

試 料 採 取

深

度

(m)

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.30

6.45

7.15

7.45

9.15

9.45

12.15

12.45

15.15

15.45

試

料

番

号

P1-2

P1-3

P1-4

P1-5

P1-6

P1-7

P1-9

P1-1
2

P1-1
5

採

取

方

法

○

○

○

○

○

○

○

○

○

室

内

試

験

(
)

掘

進

月

日

6
21

6
22

平成30年度　河川ス振　第1-1号旧津市民プール跡地テニスコート整備に係

る地質調査業務委託

ボ ー リ ン グ No

シート No

平成30年度　河川ス振　第1-1号旧津市民プール跡地テニスコート整備に係

る地質調査業務委託

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 N o . 2 調 査 位 置 三 重 県 津 市 殿 村 及 び 小 舟 　 地 内 北 緯 3 4 ° 4 3 ’ 3 2 . 8 4 ”

東 経 1 3 6 ° 2 7 ’ 5 9 . 7 6 ”発 注 機 関 津 市 　 建 設 部 　 河 川 排 水 推 進 室 調 査 期 間 平 成 3 0 年 6 月 2 5 日 ～ 3 0 年 6 月 2 6 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 三 重 新 成 コ ン サ ル タ ン ト

電話 ( 0 5 9 - 2 6 4 - 1 0 8 1 )
主 任 技 師 松 井 　 敏

現 場

代 理 人
松 井 　 敏

コ ア

鑑 定 者
濱 田 　 修

ボ リー ン グ

責 任 者
土 居 　 和 広

孔 口 標 高 H=

10.70m

角

度

180°

0°

90°
上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90°

水平
0°鉛

直
0°

使

用

機

種

試 錐 機 カ ノ K R - 5 0
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F A D - 8 ポ ン プ カ ノ V - 4総 掘 進 長
 18.27m

ボ ー リ ン グ No

シート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

標

高

(m)

10.15

9.20

6.90

5.90

4.20
3.90

3.10

2.40

-0.30

-2.90

-4.45

-7.57

層

厚

(m)

0.55

0.95

2.30

1.00

1.70
0.30

0.80

0.70

2.70

2.60

1.55

3.12

深

度

(m)

0.55

1.50

3.80

4.80

6.50
6.80

7.60

8.30

11.00

13.60

15.15

18.27

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

コンクリート片を混入する盛土（
砂礫） 淡茶

全体に粘性土が多く緩い
φ2～10mmの角礫が点在する　最大
φ50mm程度
粘性は強い

盛土（
礫混じ
り砂質
シルト
）

暗
茶

非常
に軟
らか
い

全体に少量の中砂を混入し、φ5～2
0mmの礫点在
含水が多く小規模な孔壁の崩れがあ
る

細
砂

茶
褐

中
位
の

含水多い
砂は細砂～中砂
少量の粗砂を混入する
φ2～5mmの礫を多く混入する

砂
礫

淡
茶

中
位
の

含水少ない
全体に少量のシルトを混入する
所々、腐植物が点在する

細
砂

暗
灰

緩
い

砂は細砂主体
礫はφ2～10mmの円礫主体
最大φ30mm程度の角礫

礫混じ
り砂

暗
灰

含水なし
腐植物が少量混在
所々若干のシルトを混入する

細
砂

暗
灰

緩
い

含水なし
粒子は均一な細砂で全体に軟らかい
所々、微量の腐植物が点在する

シルト
混じり
砂

暗
灰

非常
に緩
い

含水少なく粘性弱い
砂は細砂主体
不規則 にシルト混じり砂に変わる
所々に腐植物が混在する

砂
質
シ
ル
ト

暗
灰

中
位
の

～

硬
い

含水なし
粒径概ね均一
少量の中砂～粗砂を混在する
11.50～11.65m間、砂礫を挟む
下部に所々細礫が点在する

細
砂

淡
茶

密
な

含水中位
砂は細砂～粗砂
全体に締まりがある
礫はφ2～5mmの角礫主体
最大φ15mm

砂
礫

淡
茶

中
位
の

含水なし、粘性弱い
全体に固結し硬い
上部に細砂を若干量混在する
稀に炭化物点在
棒状コアで採取される

固
結
シ
ル
ト

淡
灰

～

暗
灰

固
結
し
た

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

1.95
6/25

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.28

17.15

17.29

18.15

18.27

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

20

4

5

4

2

2

2

1

1

2

7

9

8

5

8

29

31

26

10

～

20

1

5

7

5

3

3

3

2

2

3

11

14

10

7

19

31

3

29

4

34

2

20

～

30

7

9

5

2

4

3

3

2

3

13

15

13

7

32

打

撃

回

数

/
貫

入

量

(cm)

2

30

16

30

21

30

14

30

7

30

9

30

8

30

6

30

5

30

8

30

31

30

38

30

31

30

19

30

59

30

60

13

60

14

60

12

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

16

21

14

7

9

8

6

5

8

31

38

31

19

59

138

129

150

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.00

3.50

5.50

試 験 名

お よ び 結 果

現場透水試験

k=4.71E-3(m/s)

孔内載荷試験

E=2259(kN/m2)

試 料 採 取

深

度

(m)

2.15

2.45

4.15

4.45

5.15

5.45

7.15

7.45

9.15

9.45

11.15

11.45

14.15

14.45

試

料

番

号

P2-2

P2-4

P2-5

P2-7

P2-9

P2-1
1

P2-1
4

採

取

方

法

○

○

○

○

○

○

○-

室

内

試

験

(
)

掘

進

月

日

6
25

6
26

平成30年度　河川ス振　第1-1号旧津市民プール跡地テニスコート整備に係

る地質調査業務委託

ボ ー リ ン グ No

シート No

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

細粒分
含有率

ＫＢＭ
(10.64) (10.75)

１ＦＬ

設計ＧＬ
(10.60)

40

1
50 ＫＢＭ

(10.64) (10.75)
１ＦＬ

設計ＧＬ
(10.60)

4
0 15

0

ＫＢＭ
(10.64) (10.75)

１ＦＬ

設計ＧＬ
(10.60)

40

1
50

ＫＢＭ
(10.64) (10.75)

１ＦＬ

設計ＧＬ
(10.60)

40

15
0

・設計ＧＬ＝１０.６０

・　ＫＢＭ＝１０.６４

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

ボーリング　調査位置図 NO SCALE

S-15



3
5
0

4,
7
00

2,
1
25

１

２

Ｙ１

柱
芯

柱
芯

管理棟

Ｘ１

1,0003,350

Ａ Ｂ

柱芯 柱芯
5,850

Ｘ５

Ｘ２

22,000

F2

5,850 5,150 7,175 3,825

22,000

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

80 80

胴縁芯柱面 柱面柱芯 柱芯 柱芯

C1C1

C2 C2

C3

C3C3 C2

C1 C1 C2 C2 C3

FG1 FG1 FG1

FG1

FG1 FG1 FG1

FG
11

FG
11

UP

FG3

FG2

FG3

FG
13

FG
11

A

FG
11

A

FG
12

FG
12

C4

F1 F1 F1 F1 F1

F1

F1 F1 F1 F1 F1

100 100

FG
13

基礎梁面

P1
EV図参照

・特記なき基礎梁天端は、1FL-270とする。

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・基礎下端レベルはGL-1,170とする。

FB1 FB2 FB3 FB4

FB1 FB2 FB3 FB4

FB5 FB2 FB6

FB7

基礎・１階伏図　S=1/100

F2B F1A

・図中　　は基礎小梁芯を示す。

・特記なき限りスラブ符号はＳ１とし、主筋方向は短辺方向とする。

・ｽﾗﾌﾞ段差は、意匠図による。
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・特記なき限り通り芯＝杭芯とする。

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・特記なき限り杭天端は、GL-1,070とする。

・杭の偏芯は100mm以下の場合は補強不要。100mmを超える場合は監督員と協議すること。

・図中＜　＞は、GLからの杭天端を示す。

杭伏図　S=1/100

＜-1,570＞ ＜-1,570＞

・杭工法はMAGNUM-BASIC工法とする。(認定番号：TACP-0509)
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試験掘

　　　位置は現場指示による

試験堀　一般事項

　　　杭発注に先立ち試験掘を行い、支持地盤深度の調査を行うこと

試験：本杭と別の位置で本杭用掘削機を用い試験堀を1箇所行う
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４．施工手順

８．安全・公害対策

７．施工記録

６．くい周固定液および根固め液の配合と管理

(単位：ｍｍ）

５．掘削装置の形状および寸法

D,Dt,Dst=φ300：a部＝φ400

D,Dt,Dst=φ350：a部＝φ450

D,Dt,Dst=φ400：a部＝φ500

D,Dt,Dst=φ450：a部＝φ550

D,Dt,Dst=φ500：a部＝φ600

D,Dt,Dst=φ600：a部＝φ700

D,Dt,Dst=φ700：a部＝φ800

D,Dt,Dst=φ800：a部＝φ900

D,Dt,Dst=φ900：a部＝φ1000

D,Dt,Dst=φ1000：a部＝φ1100

D,Dt,Dst=φ1100：a部＝φ1250

D,Dt,Dst=φ1200：a部＝φ1350

(前注入)

1.掘削 2.くい周固定液注入 3.根固め液の注入 4.くい周固定液

注入(後注入)

5.くい建込み 6.くいの定着

3D
p

Dp:先端部くい径
Dp=D又はDst

0～
2D

p

　１) 材料

　　1．セメントは,ポルトランドセメント,高炉セメントおよびエコセメント,シリカセメント,

フライアッシュセメントまたは,品質がこれと同等以上のものを用いる。

　　2．練り混ぜに使用する水は,上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

掘削装置例 攪拌ロッド

オーガースクリュー(スクリュー又はスリットスクリュー) オーガーヘッド

連結シャフト (オーガスクリュー又はロッド)

くい径D,拡径部径Dt,Dst ：a部の寸法

a

ａ
以

下

１．一般事項

拡頭ぐい STぐい

くい姿図 組合わせ例

D D Dst Dst

Dt

ストレートぐい ストレートタイプ STタイプ拡頭タイプ 拡頭STタイプ

　１) 本工事に採用する工法はMAGNUM-BASIC工法 (認定番号：TACP-0507,0508,0509)とする。

　２) 工事着手前に,工事概要・工程・使用するくいの明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し,監督員の承認を得る。

２．使用くい

　１)くいの構造

　　　使用するくいは下記のものとする。

　２) くい径

　　　使用するくい径は下記のものとする。

　　　　ストレートぐい φ300～φ1200

　　　　拡頭ぐい・STぐい φ3035～φ110120

  ３) くい姿図・組合わせ例

　　　使用するくい姿図と組合わせの例を示す。

　　　2.建築基準法施行令第90条,平成12年国土交通省告示2464号第1,第2に基づき鋼材の許容応力度が規定された鋼管。

　　　　許容応力度が規定された既製コンクリートぐいとする。

　　　1.平成13年国土交通省告示第1113号第8第1項第二号,第三号,第四号,第五号及び第六号の何れかに基づきコンクリートの

　　　　1．施工能率

　　　　2．地中障害の有無

　　　　3．使用機械の適否

     　 4．注入液の配合・使用量の適否

３．試験ぐい
　１) 試験ぐいの位置および数量は,地盤調査・敷地状況・建築物の平面計画等を考慮し,設計者・監督員と協議して決定する。

　２) 試験ぐいは,本工事に先立ち,設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

　３) 試験ぐいでは,本工事と同一寸法のくい,本工事に使用予定の機械器具を用いることを原則とし,次の項目について確認する。

　　　　5．高止まりの有無

　　　　6．支持層位置の確認

　　　　7．先端地盤の確認

　本工法の標準的な施工手順を下図に示し,その概要を以下に記述する。

　1．掘削

　　 鉛直度およびくい心に注意しながらくい周固定液注入開始深度まで掘削する。

　2．くい周固定液の注入(前注入)

　　 くい周固定液設計量の50%以上を注入しながら設計掘削深度まで掘削・混合撹拌する。

　3．根固め液の注入

　　 掘削底面で根固め液設計量の50%以上を注入し,残量は根固め上端部まで引き上げながら 注入する。

　4．くい周固定液の注入(後注入)

　　 根固め部上端よりくい周固定液の残量を注入しながら,ゆっくりロッドを引き上げる。

　5．くい建込み

　　 くいの鉛直性を保ちながら掘削孔を乱さないようにゆっくりと挿入する。

　6．くいの定着

　　 くい建込み完了後,回転キャップをくい頭部にセットして自沈または回転圧入しながら 定着させる。

　　根固め液はくい先端部と根固め部とを一体化させるものである。
3

　４) 強度管理

　２) くい周固定液(W/C=100～150%, プラント採取圧縮強度：7N/mm )2

　　くい周固定液は,掘削土砂と混合撹拌してソイルセメント状にし,くい体と地盤を一体化させるものである。
3

　３) 根固め液(W/C=60%, プラント採取圧縮強度：20N/mm )2

　　くい周固定液の標準配合例(1m あたり,セメント密度γc=3.15g/cm の場合)を下表に示す。

　　根固め液の標準配合例(1m あたり,セメント密度γc=3.15g/cm の場合)を下表に示す。

3

3

　　強度管理のための試料採取の頻度は下表による。

　　1．1回の試験における供試体の数は,くい周固定液および根固め液を各3個とする。

　　2．供試体は,(社)土木学会「PC設計施工指針」のブリージング率および膨張率試験

　　　 方法(体積方法)に用いるポリエチレン袋,または同等の袋を用いてプラントより

　　　 採取し,直径50mm,高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

　　3．圧縮試験は,JIS A 1108（コンクリートの圧縮試験方法）による。

　　4．注入液(くい周固定液・根固め液)の圧縮強さは,材齢28日として管理する。

　　5．注入液(くい周固定液・根固め液)の配合検証のため,密度測定を1回/日以上行う。

　　1．工事概要・組織         2．実施工程表        3．使用ぐいの仕様・諸元

　　4．くい周固定液・根固め液の配合・使用量・試験結果     5．使用機械器具

　　6．試験ぐい施工記録       7．本ぐい施工記録      8．その他必要事項

1) 安全対策

 災害の防止

  1. 作業指揮者および作業者は,予め定めた手順に従って規律ある作業を行い,安全活動には全面的・積極的に参加する。

  2. 各種機械の運転責任者は,機械器具の使用前点検を行い,損傷・変形・機能等不具合

     について修理,交換等必要な措置を講じ,その記録を残す。

  3. くい打機の組立・据え付け・解体は,予め定めた計画に基づき,作業指揮者の指揮のもとに行う。

  4. 現場内の作業地盤は平坦にし,軟弱地盤の場合は転倒防止のためにサンドマット・敷き鉄板・地盤改良等の補強を行う。 

  5. くい打機および機械器具等の運転は専任の者が行い,資格を要する作業は有資格者が行う。

  6. 既存の鉄道,道路,高圧架線,電灯線,通信線,建築物および地下埋設物等に近接

     して作業を行う場合は,元請業者と打ち合わせを行い,関係者の立ち会いのもとに事故防止につとめる。

  7. 作業者または第三者への接触,挟まれおよび転落落下等を防ぐための,立入禁止措置や監視,誘導を行う。

  8. 作業開始前に,作業員全員による打ち合わせを行い,作業者の配置(役割分担)と作業確認を定め,元請業者への届け出を行う。

2) 公害対策

     本工法の施工に伴って発生する可能性のある公害は,騒音,振動,粉塵,地盤沈下,

     地下水汚染および泥土・泥水の場外流出による汚染・土砂の飛散等がある。

     これらが発生して,近隣環境や第三者に影響を及ぼすことのないよう留意して施工する。

水セメント比 W/C (%)

100

125

150

セメント C (kg)

760

639

551

水 W (kg)

760

798

826

水セメント比 W/C(%)

60

セメント C (kg)

1090

水 W (kg)

654

く　い　の　種　別

試　験　ぐ　い

本ぐい
継手の無い場合

継手の有る場合

試　験　頻　度

1 本 ご と

30本毎またはその端数につき1回

20本毎またはその端数につき1回

a

1,000～12,000

2,000以下

1,000～12,000

400～1,000

400～1,000

a
a

a

1,000～12,000

1,000～12,000

根
固

め
部

MAGNUM-BASIC工法  特記仕様書

　４) 最大施工深さ

　　　最大施工深さは,先端地盤種別によって以下の通りとする。

      砂質地盤   ：くい施工地盤面－52.0m

　　　礫質地盤   ：くい施工地盤面－55.0m

　　　粘土質地盤 ：くい施工地盤面－43.0m

　５) 使用くいリスト

符号
本数
/本

杭天端

Ｐ１

ＧＬ－

上杭

下杭

/m
長さ

杭　　種

ＣＰＲＣφ３５０(Ⅰ種)

ＰＨＣφ３５０(Ａ種) １０.０

杭全長
/m

１５.０１,０７０
５.０

１５.０１,５７０Ｐ１Ａ ３
上杭

下杭

ＣＰＲＣφ３５０(Ⅰ種)

ＰＨＣφ３５０(Ａ種) １０.０

５.０

１.００

１.００

杭下根固め長さ
杭径比η=

杭頭補強筋
設計支持力

/(kN)
溶接長
/mm以上

脚長
/mm以上

６８０

６８０

６－Ｄ１９

６－Ｄ１９

杭頭定着

ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ工法

ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ工法

１９
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日本スタッドウェルディング株式会社

岡部株式会社

株式会社大谷工業パイルスタッド工法　設計・施工　標準図 パイルスタッド工法研究会

（一財）日本建築センターによる建設技術審査証明（２０１５年度版）　ＢＣＪ－審査証明－７－既製コンクリート杭の杭頭接合技術－

５．設計に関する考え方の一例

８．パイルスタッドの配筋規定

７．製品検査規定

パイルスタッド（ＫＳＷ４９０）の化学成分および機械的性質

６．パイルスタッド工法　標準施工フロー　　　　　　　　　　　　４．杭頭接合構造図

３．杭頭接合仕様

パイルスタッドおよびフェルールの種類　　（括弧内の寸法は、標準の呼び長さ４０ｄの場合）

２．使用材料

１．パイルスタッド工法概要

≧鉄筋引張荷重？

≦ＰＣ鋼材本数？

（鉄筋量算出式に基づく）

・設計用短期応力度　　　　　　
・杭径，杭種（杭製造メーカー）　

基礎スラブのコンクリート強度
曲げモーメント

設計手順例

詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録による。

適切な設計法により杭頭接合鉄筋量を算出することが望ましい。

下図設計手順例は、適用にあたっての一つの参考例であり、構造設計者の考え方に基づく

　　　設計図書に特記事項として記載すること。
　　　ず事前にパイルメーカーに確認した上で、変更可能な場合は
注２　端板開先無しの指示および端板厚変更等、杭の仕様変更は必

　　　下回らないように注意する。
注１　鉄筋サイズ変更時は、算出式により求められた必要鉄筋量を

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

開　始

終　了

（端板耐力≧鉄筋引張荷重となること）
端板厚の変更

端板耐力
端板厚変更可？

千鳥配筋が可能？
同心円配筋または

開先無しの指示
端板の

開先無し可？
端板の

・パイルスタッド適用不可
または

・杭頭部応力度の再検討　

サイズダウン
パイルスタッド

サイズダウン
パイルスタッド

サイズアップ
パイルスタッド

Ｄ２５？
スタッド径はパイルスタッド本数

パイルスタッドの仕様仮決定

軸力

杭頭部応力度の決定

対処例項目

溶接部に割れなどの欠陥が生じないこと

θ≦５゜

設計寸法－０ｍｍ～＋４ｍｍ

カラーが軸部全周に包囲して、アンダーカットの無いこと

パイプ曲げ等による

ゲージ等による

ゲージ等による

目視

曲げ検査

傾き検査

仕上り高さ

外観検査

抜取検査

全数検査

判定基準検査方法検査項目頻度

Ｖｅｒ．２０１８０６２９

　　　　また、パイルスタッド中心とＰＣ鋼材中心は２０ｍｍ程度離す。

　　　　以上かつパイルスタッド公称直径の１．５倍以上とする。

６）．　パイルスタッドのあきは、基礎スラブコンクリート粗骨材最大寸法の１．２５倍

５）．　ＰＣ鋼材孔間に２本以上配筋しないことを原則とする。

４）．　杭当たりの配筋本数は、６本以上かつＰＣ鋼材本数以下を原則とする。

　　　　同心円上の外側、内側と交互に配筋する。（千鳥配筋）

３）．　同心円配筋ができない程ＰＣ鋼材間が狭隘な場合、フェルールをＰＣ鋼材孔の

２）．　ＰＣ鋼材径と同心円上の位置への配筋を基本とする。（同心円配筋）

１）．　フェルール外殻が端板の開先やＰＣ鋼材孔と重ならない位置に溶接する。

　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録の「配置計画」による）

　　「パイルスタッド工法溶接技術講習会受講者証」を授与された者が行う。

　　における専門級取得者で、かつ、パイルスタッド工法研究会発行の

注：施工は、（一社）スタッド協会主催の「スタッド溶接技術検定試験」

ＮＯ

ＮＯ

２０以上４９０以上
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（％）

伸び

）
２

（Ｎ／ｍｍ

引張強さ

）
２

（Ｎ／ｍｍ

降伏点

０．３５以下０．０３５以下０．０３５以下
～０．９０
０．３０

～０．３５
０．１５

０．２０以下

Ｃ＋Ｍｎ／６ＳＰＭｎＳｉＣ

機械的性質化学成分　（％）

※　スタッドメーカーとフェルールの組合せは限定しない

１００－１０１－０４５

１００－１０１－１４０

１００－１０１－１５２

１００－１０１－０１２

１００－１０１－１１４

Ｄ－２５

Ｄ－２２

Ｄ－１９

Ｄ－１６

Ｄ－１３

Ａ－２５

Ａ－２２

Ａ－１９

Ａ－１６

日本スタッドウェルディング（株）（株）大谷工業岡部（株）

Ａ－１３

３　端部鋼板溶接面の清掃など

２　磁気吹き（ア－クブロ－）

　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書の「施工要領」による）

　（ＰＨＣ杭・ＰＲＣ杭）

　　　セラミック製の溶接補助材

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

・傾き及び１５度曲げ検査　（２本／１ロット） 打直し
及び
補正

施工完了

施工現場の清掃

検査記録の作成

・外観、仕上り高さ検査（全数）
＜製品検査＞

１　カラーの不整・欠損
＜施工中の点検＞

本施工開始

アースケーブルの取付け

端部鋼板溶接面の清掃

溶接位置のマ－キング

外観及び仕上り高さ検査・３０度曲げ試験

＜条件確認試験＞

溶接条件の設定

溶接材料の確認

溶接装置の設置・設備容量の確認

杭径

＊適用フェルール

３７

３０

２８

２０
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１ｄ

（１０００）０Ｄ２５×ＬＤ２５

各部寸法

（　８８０）０Ｄ２２×Ｌ

（　７６０）０Ｄ１９×Ｌ

（　６４０）０Ｄ１６×Ｌ

呼び名

（　５２０）０Ｄ１３×Ｌ

Ｄ２２

Ｄ１９

Ｄ１６

Ｄ１３

サイズ

１
０
０

基礎スラブ下面

（呼び長さ）０ｄ（呼び径）×Ｌ
スタッド鉄筋

定
着
長

さ
　

≧
　

４
０
ｄ

　　　ＫＳＷ４９０（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　ＳＤ３４５）

切
削
部

径
１

ｄ

公
称
直
径

ｄ

　（標準：４０ｄ）０呼び長さ　Ｌ 溶け代　Ｗ

切削部長さ　Ｓ

溶接前全長　Ｌ

２　フェルール１　パイルスタッド　（スタッド溶接専用異形棒鋼）

ことにより、抗体に悪影響を及ぼすことがなく、抗体と基礎スラブとを接合する技術である。
パイルスタッド工法は、溶接性に優れた異形棒鋼ＫＳＷ４９０を杭頭端板に直接スタッド溶接する

溶接前

溶接後

フェルール外殻
パイルスタッド

タップ孔
溶接開先

ＰＣ鋼材定着孔

不適切な配筋例適切な配筋例

同心円配筋
全鉄筋の内側配筋 溶接不可能な配筋

ＰＣ鋼材間の複数配筋
千鳥配筋

既製杭

端板

スタッド溶接

同一レベルまでソイル等を除去する。
杭中空部は、基礎スラブ下面と

350φ

パイルスタッド仕様

本／１杭呼び長さ鉄筋径杭本数

杭仕様

杭種

ＣＰＲＣφ３５０(Ⅰ種)

備考

D19 760 6

※アンカーフレーム及び柱・梁主筋の位置に注意しパイルスタッドを概ね均等に配置すること。
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図１ 図２

Ｙ方向を上側にすること。

Ｘ方向主筋

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・巾止筋はD10-@1000以内とする。

・砕石、捨てコンクリート寸法は、下図参照。(図２)

・基礎梁主筋は、Ｙ方向を上側にすること。(図１)
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・特記なき梁継手位置は、柱芯から1,000mmとする。

・特記なき限り、小梁の割付は等分とする。

・特記なき梁天端は、軸組図参照とする。

・図中　　は鉄骨小梁芯を示す。

・特記なきｽﾗﾌﾞDS1 デッキ方向は、短辺方向とする。

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

J・図中　　　は梁継手位置を示す。
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旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

管理棟　２階・屋根伏図 1/100 (A1)

S-20



1,200

J

C2 C2

G3

3,
50

0
3,
50

0
60

0

7,
75
0

１ＦＬ

２ＦＬ

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
ＲＦＬ(水下)

27
0

梁天端
(水下)

15
0 １ＳＬ

20
25
0 基礎梁天端

5,850 5,150 7,175 3,825

22,000

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

80 80

胴縁芯 胴縁芯柱面 柱面柱芯 柱芯 柱芯

(水上)
梁天端 16

0

24
0

B.PL下端

25
5

梁天端
(水下)

5,850 5,150 7,175 3,825

22,000

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

80 80

胴縁芯 胴縁芯柱面 柱面柱芯 柱芯 柱芯

(水上)
梁天端 16

0

25
5

梁天端
(水下)

27
0

梁天端
(水下)

(水下)
梁天端25

5

B.PL下端24
0

16
0梁天端

(水上)

柱芯柱芯柱芯 柱面柱面 胴縁芯胴縁芯

8080

Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１

22,000

3,8257,1755,1505,850

基礎梁天端

25
0
20

１ＳＬ15
0

(水下)
梁天端27

0

ＲＦＬ(水下)
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

２ＦＬ

１ＦＬ

7,
75
0

60
0

3,
50
0

3,
50
0

FG1 FG1 FG1

G1 G1

G1

FG1 FG1

G1 G1

G3

G3G1

G1G1

FG1FG1FG1

G2

C3

C1 C1

C3

C1 C1

C3

205

胴縁芯

205

胴縁芯

205

胴縁芯

C3 C2

FG3 FG3A

FG3

G1A G3

C2

設計ＧＬ

設計ＧＬ

FG2

F1 F1 F1 F1 F1

F1 F1 F1 F1 F1

F1 F2

1,
67

0

基礎下端

ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ(DS25)
C4

C4
1,200

・大梁継手位置は、柱芯から1,000とする。

特記事項

・図中　　　は胴縁を示す。

　開口補強材 2C-100x50x20x2.3とする。

　ﾀﾃ胴縁 C-100x50x20x2.3 @600以内とする。
　(@1800以内、ダブルとする。)

・基礎梁天端から1FLまでは打増しとする。

J

J・図中　　　は梁継手位置を示す。

・符号なき立上がり壁、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄは、W15とする。

F2B
F2A F1A

※ ※ ※

※ ※

※
・図中　　　  はﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ(DS25)を示す。

Ｙ１通り軸組図　S=1/100 Ｙ２通り軸組図　S=1/100

Ｙ３通り軸組図　S=1/100

1,
17
0

基礎下端

基礎下端1,
17
0

1,200

J

C2

G3G1A

G2 G3

柱芯

柱芯2C-100x50x20x3.2

(水上)
梁天端

13
5

(水上)
梁天端

13
5

(水上)
梁天端

13
5

ハンチ開き加工 ハンチ開き加工

ハンチ開き加工

外構図　S=1/200 作製年月日MEMO 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

管理棟　軸組図（１）

S-21
1/100 (A1)



3,
50
0

3,
50
0

60
0

7,
75
0

１ＦＬ

２ＦＬ

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
ＲＦＬ(水下)
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0 基礎梁天端 24
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B.PL下端24
0
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25
0
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１ＳＬ15
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ＲＦＬ(水下)
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

２ＦＬ

１ＦＬ
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0

60
0

3,
50
0

3,
50
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胴縁芯 柱面 胴縁芯柱面柱芯

7,175 5,825

13,000

80 80

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

胴縁芯 柱面 胴縁芯柱面柱芯

7,175 5,825

13,000

80 80

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

胴縁芯 柱面 胴縁芯柱面柱芯

7,175 5,825

13,000

80 80

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

25
5

梁天端
(水下)

梁天端16
0

胴縁芯 柱面 胴縁芯柱面柱芯

7,175 5,825

13,000

80 80

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

胴縁芯 柱面 胴縁芯柱面柱芯

7,175 5,825

13,000

80 80

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

梁天端16
0

27
0

梁天端
(水下)

梁天端21
2

梁天端16
0

FG11 FG11

G11 G11 G13 G13

G11 G11

C1 C1 C1

C2 C2

C4 C2 C3 C3 C3

C3 C2

FG13 FG13 FG11A FG11A

FG11A FG12

C1

C4

G11A

設計ＧＬ

設計ＧＬ

FG11A FG12

F1 F1 F1

F1 F1

F1F1 F1 F1

F1 F1

F2

1,
67
0

基礎下端1,
67
0

基礎下端

ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ(DS25)

B24

・大梁継手位置は、柱芯から1,000とする。

特記事項

・図中　　　は胴縁を示す。

　開口補強材 2C-100x50x20x2.3とする。

　ﾀﾃ胴縁 C-100x50x20x2.3 @600以内とする。
　(@1800以内、ダブルとする。)

・基礎梁天端から1FLまでは打増しとする。
J・図中　　　は梁継手位置を示す。

5
0
0

増打ち

・符号なき立上がり壁、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄは、W15とする。

※ ※ ※ ※

※

※

※
・図中　　　  はﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ(DS25)を示す。

F2B

F1AF2A

Ｘ１通り軸組図　S=1/100 Ｘ２通り軸組図　S=1/100 Ｘ３通り軸組図　S=1/100

Ｘ４通り軸組図　S=1/100 Ｘ５通り軸組図　S=1/100
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17
0

基礎下端

1,
17

0

基礎下端

G11 G11 G12 G12

増打ち

P1

5
0
0

2,900
柱芯

1,200

J柱芯

C2

1,100
柱芯J

G11

13
5

梁天端

G12 G12

17
7

梁天端

G11 G11

ハンチ開き加工

ハンチ開き加工

外構図　S=1/200 作製年月日MEMO 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

管理棟　軸組図（２）

S-22
1/100 (A1)



符 号 Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４

柱リスト １：５０

断　面

符 号

断　面

１Ｃ１ １Ｃ２ １Ｃ３ １Ｃ４

柱脚形状

型 名
ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 20-09V

50
2
60

50

3
60

360

5026050
φ
45

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 25-12V

55
3
10

55

4
20

420

55 310 55
φ
55

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 20-12V

50
2
60

50

3
60

360

50 260 50
φ
50

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 25-16V

8
0

8
0

1
90

4
50

450

50
50

19080 8050 50

φ
50

28 36 32 32
21050 50

50
1
35

3
0

以
上

9
0

60
0以

上

27050 50

50
15

0
3
0

以
上

9
0

65
0以

上

21050 50

50
1
35

3
0

以
上

9
0

60
0以

上

14050 50

以
上

9
0

断　面

5
60

560

6
30

630

5
60

560

符 号

鋼　材

材　質

鋼　材

材　質

ベースプレート

アンカーボルト

コンクリート柱断面

立上り筋
基礎柱

柱　脚

１階

２階

２Ｃ２ ２Ｃ３ ２Ｃ４

□-250ｘ250ｘ12 □-200ｘ200ｘ9 □-250ｘ250ｘ16

BCR295 BCR295 BCR295

□-200ｘ200ｘ9 □-250ｘ250ｘ12 □-200ｘ200ｘ12 □-250ｘ250ｘ16

BCR295 BCR295 BCR295 BCR295

360ｘ360ｘ28 420ｘ420ｘ36 360ｘ360ｘ32 450ｘ450ｘ32

560ｘ560 630ｘ630 560ｘ560

12-D16　(SD295) 12-D19　(SD345) 12-D19　(SD345) 12-D19　(SD345)

D13-@100　(SD295) D13-@100　(SD295) D13-@100　(SD295) D13-@100　(SD295)

Y

X
大梁リスト １：５０

符 号

位 置

Ｇ１

全断面

Ｇ２

全断面 全断面

Ｇ３

全断面

Ｇ１Ａ

断　面

鋼　材

材　質

Ｒ階

SS400 SS400 SS400

Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11 Ｈ-446ｘ199ｘ8ｘ12 Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

断　面

鋼　材

材　質

２階

SS400 SS400 SS400SS400

Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11 Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9Ｈ-440ｘ300ｘ11ｘ18Ｈ-400ｘ200ｘ8ｘ13

全断面 全断面 全断面全断面

Ｇ１１ Ｇ１１Ａ Ｇ１２ Ｇ１３

SS400 SS400

Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11 Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

SS400 SS400 SS400SS400

Ｈ-400ｘ200ｘ8ｘ13 Ｈ-450ｘ200ｘ9ｘ14 Ｈ-350ｘ175ｘ7ｘ11 Ｈ-450ｘ200ｘ9ｘ14

部　材

大梁継手リスト

断　面

Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9 Ｈ-400ｘ200ｘ8ｘ13

F.4PL-　9ｘ 80ｘ410

W.2PL-　9ｘ260ｘ170

F.2PL-　9ｘ200ｘ410

HTB 24-M20

HTB 8-M20

Ｈ-350ｘ175ｘ7ｘ11 Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11 Ｈ-446ｘ199ｘ8ｘ12 Ｈ-450ｘ200ｘ9ｘ14 Ｈ-440ｘ300ｘ11ｘ18

HTB 24-M20 HTB 24-M20 HTB 24-M20
F.4PL-　9ｘ 65ｘ410

HTB 24-M16
W.2PL-　6ｘ260ｘ170

HTB 6-M16

F.2PL-　9ｘ175ｘ410
F.4PL-　9ｘ 70ｘ410

HTB 24-M16
W.2PL-　6ｘ260ｘ170

F.2PL-　9ｘ195ｘ410
F.4PL-　9ｘ 70ｘ410

W.2PL-　6ｘ260ｘ170
HTB 6-M20

F.2PL-　9ｘ195ｘ410
F.4PL-　9ｘ 70ｘ410

W.2PL-　9ｘ320ｘ170
HTB 6-M20

F.2PL- 12ｘ200ｘ410
F.4PL- 12ｘ 80ｘ410

W.2PL-　9ｘ320ｘ170
HTB 10-M20

40
60

40
60

60
12

0
40

40

32
.5

90
90

40
60

40
60

60 90
90 12
0

12
0

40
60

60
60

60
40

401040401040 401040 401040 401040 401040

32
.5

10
5

10
5
35

35

37
.5

37
.5

12
0

37
.5

12
0

37
.5

40
12

0
40

60 60 10404040 60 4060 10 40 60 60 40 1040 60 4060 10 40 60 4060 10 40 60 4060 10

F.2PL- 12ｘ300ｘ440
F.4PL- 12ｘ110ｘ440

HTB 32-M20
W.2PL-　9ｘ320ｘ170

HTB 10-M20

4545
4045

40 10

15
0

40
40

35
35

401040

60
40

60
60

60

40

・継手PLは、母材と同材質とする。
共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

１：５０

共通事項

　　床スラブを受ける梁上フランジ面に

　　下記要領で頭付スタッドを打つこと。

　　（デッキプレート貫通施工とする。）

２．高力ボルトは、Ｓ１０Ｔとする

３．すべり係数は、０．４５とする

５．添え板の材質はすべて主材と同じとする

６．ＱＬデッキは大梁を引き通さないこと。

４．接合部は原則として、断面の小さな方の

　　材で決定する

１．頭付きスタッド仕様

Ｇ３継手(ピン接合) １：５０

Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

300
G3

10 40 40

90
90

PL-6ｘ260ｘ170
HTB 6-M16

Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

HTB 8-M16

７．デッキプレートの補強はS-11～13図参照とする。

符　号 部　　　材

P1 Ｈ-125ｘ125ｘ6.5ｘ9

B24 Ｈ-248ｘ124ｘ5ｘ8

B20 Ｈ-200ｘ100ｘ5.5ｘ8

B15

B150

Ｈ-150ｘ75ｘ5ｘ7

Ｈ-150ｘ150ｘ7ｘ10

Ｈ-150ｘ150ｘ7ｘ10cG150

継　　　手
ボルトＧ.ＰＬ ＨＴＢ

@60

@60

@602-M16

@90

@60G.PL-6 2-M16

G.PL-6

G.PL-9

G.PL-12 2-M16

2-M20

G.PL-9 2-M20

鉄骨二次部材リスト

備　考

2SL X4端　4-M20(2列) @90

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。
・鉄骨材質、継手PLは、SS400とする。

先端 G.PL-6　2-M16 @60

Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11B39

B29 Ｈ-298ｘ149ｘ5.5ｘ8

B30 Ｈ-300ｘ150ｘ6.5ｘ9

B34 Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

B35

t1 2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

@90

G.PL-9

G.PL-9

G.PL-9

胴縁
(開口補強材) 2C-100ｘ50ｘ20ｘ2.3

胴縁は２連支持以上とする

@60
中ﾎﾞﾙﾄ
2-M12

Ｃ-100ｘ50ｘ20ｘ2.3　@600以内ﾀﾃ胴縁

G.PL-9 3-M20

3-M20

G.PL-9 3-M20

3-M20

4-M20

@90

2-M20 @90

G.PL-4.5

Ｈ-350ｘ175ｘ7ｘ11

B244 Ｈ-244ｘ175ｘ7ｘ11 G.PL-9 3-M16 @60

4-M30　(SD490) 4-M39　(SD490) 4-M33　(SD490) 8-M33　(SD490)

２階：G1A・G2
屋根：G1・G2

接続する大梁と
同部材とする。

750ｘ750

750

7
50

50

1
35

3
0

65
0以

上

2-φ19@200(大梁)

2-φ16@300(小梁) 1-φ16@300(小梁)

1-φ19@200(大梁)

ｂ ａ ｂ

H

400>B>200

H

B≦200

φ16 H=80
φ19 H=100

φ16 H=80
φ19 H=100

コンクリート設計強度 2以上 2以上 2以上 2以上24N/mm 24N/mm 24N/mm 24N/mm

フープ筋
トップフープをダブルとする。

12
.
5

1
2.

5

15
0

12
5

12.5 12.5

150

125

30 3090

設計ＧＬ 15
0

1ＦＬ

27
0

基礎梁天端

２ＦＬ

180°フック付き

戻り止め二重ナットとする

※20d以上定着すること

A.bolt 2-M20　(SS400)

L=500以上

B.PL-12ｘ150ｘ150 (SS400)

間柱柱脚・柱頭リスト １：３０

Ｐ１

Ｈ-125ｘ125ｘ6.5ｘ9

Ｘ４

FG11A

L2

D13-　　-@200 45°

25

25

15
0

12
5

50

25

50

10
0

5
0

300

250

200

180°フック付き

※20d以上定着すること

A.bolt 2-M20　(SS400)

L=500以上

B.PL-12ｘ300ｘ150 (SS400)

戻り止め二重ナットとする

ササラ桁　柱脚 １：３０

ＰＬ-12ｘ250

階段　ササラ桁

共　通　事　項

１．使用材料　　　溝形鋼，平鋼，山形鋼：ＳＳ４００

　　　　　　　　　高力ボルト：Ｆ１０Ｔ

２．ボルトピッチ及び端あき

p p p e 単位(㎜)

軸　径 16 20 22

ピッチ(p) 60 60 60

端あき(e) 40 40 40

但し、丸鋼の端あきは、丸鋼接合表中の値による。

（ピッチは６０）

p：ピッチ

e：端あき

３．ガセットプレートの種類

タイプ① タイプ② タイプ③

Tg：ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ厚
Ｓ（㎜）２Ｓ以上

Ｓ

1

Tg：ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ厚Tg：ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ厚
2（㎜）（㎜）

Ｓ
　＝　1＋　2

２Ｓ以上 Ｔｇ：ガセットプレート厚

 Ｓ ：ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

：ガセットプレート最小必要溶接長

（社）東京都建築士事務所協会編建築構造設計指針による

ＪＩＳターンバックル筋かい

鋼構造建築物のブレース詳細図

＜端部プレート＞

 Ｍ１２～Ｍ２２

 Ｍ２４～Ｍ３３

Ss ：調節ねじの長さ

b：溶接長さ（最小）

Ｂ ：ガセットプレート必要幅

1-M16 125 FB- 6 45 25 59  55  9  70  8  80  56  72

PL- 6 45 28 59  55  9  70  8  80  56  72

e2

B
e2

Ss e3 e1

e1 p e1

e2

Ss e3 p e1

端部プレート ガセットプレート

Ss
ボルト (㎜)e1 e2 e3 b Tg B S(㎜) ﾌﾟﾚｰﾄ

(㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) (㎜) ① ② ③

部材

M-16

短期許容

耐力(kN)

38.6

38.6

壁リスト １：５０

符　号

壁　厚

断　面

縦　筋

横　筋

縦筋

横筋

斜筋

開
口
補
強
筋

備　考
端部筋：2-D13

ｺｰﾅｰ筋：2-D13

１５０

Ｄ１０－＠２００ｼﾝｸﾞﾙ

Ｄ１０－＠２００ｼﾝｸﾞﾙ

耐圧版・スラブリスト

記号 ｽﾗﾌﾞ厚 位置
短辺方向(主筋方向) 長辺方向

全断面 全断面

FS1 300
上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
S1

備考

EVﾋﾟｯﾄ

１階床
下端筋

上端筋

下端筋
S2 130

２階床
屋根

S2

D13-@200

D13-@200

150
D10･D13-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D13-@200

13
0

D10-@200

２階床
屋根

DS1
山上80

QL-99-50-12
D10-@200 ｼﾝｸﾞﾙ D10-@200 ｼﾝｸﾞﾙ

D10-@200

D10-@200

Ｗ１５(１階立上り壁)

Ｘ５

FG12

Ｐ１

105

G.PL-12
HTB 2-M16

2G12

80

16
0

FG12

増打ち

40

2G12

G.PL-12
HTB 2-M16

40

60
10

増打ち500以上

300 1005-D19

500以上

75
7
5

30

B.PL下端

20
15

0
10

0

3020
15

0
10

0

B.PL下端

@90

@90

@60

G.PL-6

無収縮ﾓﾙﾀﾙ ア 30 無収縮ﾓﾙﾀﾙ ア 30

ササラ桁

QL-99-50-12　山上80DS1

PL-12ｘ250

(ひび割れ防止筋 D10-@200 ｼﾝｸﾞﾙ)

S2 Fﾃﾞｯｷ t=0.8   t=130 D10-@200 D.C

H1 (SS400同等品)1-M16(TB付)

G.PL-12 2-M20
踊り場　根太材
L-65ｘ65ｘ6

胴縁受け Ｃ-100ｘ50ｘ20ｘ3.2
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M16(SS400) L=320
(@1,200以下)

(SSC400)

(SSC400)

(SSC400)

裏面防錆処理 Z12

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

管理棟　部材リスト 1/50,30(A1)

S-23



鉄骨部分詳細図

D10-@200

部分詳細図

パラペット配筋詳細図

ＲＦＬ

梁天端

※

D10-@200

B20

900

D10-@200

150

ＤＳ１
1-D13

D13-@300

Ｙ１

15
0

１ＦＬ

25
0

20 １ＳＬ

基礎梁天端

72
0

STPと同径，

D10-@200

D10・D13-@200

D10-@200

3-D16

打増し

Ｌ
2

15
0

Ｓ１

基礎梁面

100

胴縁芯

同材質，同間隔

D10-@200

ＦＧ

差筋は、スラブ筋と同径・同間隔とする。

設計ＧＬ

１階スラブ・基礎梁・立上がり壁 配筋詳細図

1-D13Ｗ１５

HTB 4-M20
G.PL-9

設計ＧＬ

基礎下端

1,
17

0

１ＦＬ

２ＦＬ

ＲＦＬ(水下)

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

7,
75

0

15
0

3,
50

0
3,

50
0

60
0

25
0

25
5

27
0

20

基礎梁天端

１ＳＬ

梁天端(水下)

梁天端(水下)

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 
(20-09V)

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 
(25-16V)無収縮ﾓﾙﾀﾙ ア 30 無収縮ﾓﾙﾀﾙ ア 30

5
0

26
0

50

36
0

360

5026050
φ
45

8
0

8
0

1
90

4
50

450

50
50

19080 8050 50

φ
50C1

:□
-2
00

ｘ
20

0ｘ
9

1C
4:

□
-2

50
ｘ

25
0ｘ

16

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

5,150 7,175

22,000

5,850

Ｘ１

柱芯 柱芯 柱芯

F2B F2

F2A

1,
67

0

基礎下端

350 350 350 350

350 350

3,825

Ｘ５

8
0

8
0

1
90

4
50

450

50
50

19080 8050 50

φ
50

1C
4:

□
-2

50
ｘ
25

0ｘ
16

(25-16V)
ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ 

無収縮ﾓﾙﾀﾙ ア 30

24
0

16
0

梁天端(水上)

B.PL下端

ファブラックス
(DS25)

ファブラックス
(DS25)

FG1 FG1 FG2 FG3A

3001,000 1,000

継手位置継手位置 継手位置

1,000 1,000

継手位置継手位置

1,000

継手位置

3001,000

継手位置 継手位置

1,000

継手位置RG2:Ｈ-446ｘ199ｘ8ｘ12

W.2PL-　6ｘ260ｘ170
HTB 6-M20

2G1:Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11

W.2PL-　6ｘ260ｘ170
HTB 6-M20

F.2PL-　9ｘ195ｘ410
F.4PL-　9ｘ 70ｘ410

HTB 24-M20

F.2PL-　9ｘ195ｘ410
F.4PL-　9ｘ 70ｘ410
HTB 24-M20

F.2PL- 12ｘ300ｘ440
F.4PL- 12ｘ110ｘ440
HTB 32-M20

2C
4:

□
-2

50
ｘ
25

0ｘ
16

2C
4:

□
-2

50
ｘ

25
0ｘ

16

F.2PL-　9ｘ195ｘ410
F.4PL-　9ｘ 70ｘ410
HTB 24-M20

2G2:Ｈ-440ｘ300ｘ11ｘ182G1:Ｈ-396ｘ199ｘ7ｘ11

RG3:Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

PL-16 PL-19

PL-19

PL-19

PL-19

HTB 6-M16

HTB 6-M16

G.PL-9
HTB 2-M20 G.PL-9

HTB 4-M20

G.PL-9
HTB 4-M20HTB 6-M20

W.2PL-　9ｘ320ｘ170

G.PL-9
HTB 4-M20HTB 10-M20

W.2PL-　9ｘ320ｘ170

頭付きスタッド
φ19@200 L=100(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

2G3:Ｈ-346ｘ174ｘ6ｘ9

頭付きスタッド

L=100(ｼﾝｸﾞﾙ)
φ19@200

頭付きスタッド

L=100(ｼﾝｸﾞﾙ)
φ19@200

頭付きスタッド

L=100(ｼﾝｸﾞﾙ)
φ19@200

頭付きスタッド

L=100(ｼﾝｸﾞﾙ)
φ19@200

鉄骨詳細図　S=1:50

（Ｙ２通り)

G.PL-6x260x170

G.PL-6x260x170

梁天端(水上)13
5

特記事項
・特記なき限り材質はSS400とする。
・通しダイヤフラムは取合う大梁の最大フランジ厚の２サイズUPとする。
・ノンスカラップ工法とする。

Ｙ１

STPと同径，

D10-@200

D10・D13-@200

D10-@200

打増し

Ｌ
2

15
0

Ｓ１

基礎梁面

100

胴縁芯

同材質，同間隔
ＦＧ

差筋は、スラブ筋と同径・同間隔とする。

3-D16

基礎梁打増し配筋詳細図

S=1/30

L2

L2

D13-@200以内

1-D13

15
0

Ｓ１

柱型上部打増し配筋要領

Ｘ５

100

基礎梁面

400690

3-D16

30
0

L2

FG12

L2

80
0

50
0

L2

D13-@200

D13-@200

D13-@200

ＦＳ１

EVﾋﾟｯﾄ配筋詳細図

3-D22

400

L2腹筋:2-D13

柱芯

a
矢視図a

80
0

L2

5
00

2-D13
腹筋

4-D22

3-D193-D19

　 形状　D13-@200

FG12 FG12
STP D13-□-@200

4-D22
1-D22 STP D13-□-@200 4/1-D22

Ｙ１

(X4通りFG11A　同様とする)

基礎梁(X5通りFG12)下部打増し部分 配筋詳細図

Ｙ１

@600以下
C-100x50x20x3.2
胴縁

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

7,175

Ｘ３ Ｘ４

1,620 3,760 1,795

C2 C2

60
0

胴
縁

芯

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

Ｘ５Ｘ４

ｂ

G.PL-4.5

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

G.PL-4.5
中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

中ﾎﾞﾙﾄ3-M16
G.PL-4.5
中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

G.PL-4.5
中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

中ﾎﾞﾙﾄ3-M16

G.PL-4.5
中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

G.PL-4.5
中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

ｂ矢視図
S=1/30

２ＦＬ

2C-100ｘ50ｘ20ｘ2.3

2C-100ｘ50ｘ20ｘ2.3
G.PL-4.5

G.PL-4.5
中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

中ﾎﾞﾙﾄ3-M16

中ﾎﾞﾙﾄ3-M16

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

2C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

1,
20

0
1,

20
0

600

2G1A

胴縁芯

Ｙ１

出窓部分

S=1/50

S=1/30

ｔ１取付き詳細図

梁天端

80
70

13
0
15

0

1-D13

D10-@200

D10-@200

設備置き場配筋詳細図ハト小屋配筋詳細図

２ＦＬ

B20

995

柱芯

Ｘ３

1-D13

7575 50100

150 150

750 205

D10-@200

1-D13

D10-@200 D10-@200

1-D13

2-D13

1-D13

25
1-D13

D10-@200

60
0

40
0

14
0

70
30

G11

1-D13

2-D10
D10

２ＦＬ

L2

300

30
0

(ＲＦＬ，２ＦＬ共通)

60
0

ｃ

c 断面図

(１）ＤＳ１に定着する場合 (２）Ｓ２に定着する場合

RG1

B20

900

D10-@200

150

1-D13

RG1

ＤＳ１Ｓ２

D10-@200
D10-@200

D10-@200
D10-@200 D10-@200

D10-@200

80

Ｙ１

80

Ｙ１

柱面 柱面

80
13

0
1
0
35

80
13

0
1
0
35

80
13

0
10

35

35
80

10
13
0

手摺り基礎(根巻)配筋詳細図

(例) ・他の箇所は下図に準ずる。

300

19
5

20
5

10

Ｘ３

(大梁)

梁天端

RG11 (小梁)
B39

2,375

※

2C-100ｘ50ｘ20ｘ2.3

40

HTB 2-M20

50

9040 40

50

HTB 2-M20

9040G.PL-6

PL-6

PL-6

G.PL-6

ＲＦＬ

C-100x50x20x3.2(SSC400)
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　M16 (SS400)　L=320 @1,200以下

ハンチ開き加工 ハンチ開き加工

作製年月日MEMO 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

管理棟　鉄骨詳細図・部分詳細図 1/50,30 (A1)

S-24

1-D13



560

4-D22

基礎梁面

基
礎

梁
面

柱
面

柱
芯

基
礎
梁
面

柱
面

柱面 柱面柱芯 柱芯 柱芯 基礎梁面

ＦＢ１

ＦＢ１

ＦＢ５ ＦＢ６

ＦＢ３

ＦＢ３

ＦＢ７

ＦＢ４

ＦＢ４

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ３

ＦＧ１

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ３

ＦＧ２ ＦＧ３Ａ

Ｃ３ Ｃ３Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ３

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１

Ｆ
Ｇ
１

１

Ｆ
Ｇ
１

２

Ｆ
Ｇ

１
１

Ａ

Ｆ
Ｇ

１
１

Ａ

Ｆ
Ｇ
１

３

Ｆ
Ｇ
１

１

Ｆ
Ｇ
１

３

Ｆ
Ｇ

１
１

Ａ

Ｆ
Ｇ

１
１

Ａ

Ｆ
Ｇ
１

２

4-D22

4-D22

4-D22

Y2端:4/1-D22

Y2端:4/4-D25

Y1端:4-D22 Y1端:4-D25 Y1端:4-D22

Y2端:4/1-D22

Y1端:4-D25

Y2端:4/1-D25

Y3端:4-D22 Y3端:4-D25 Y3端:4-D25 Y3端:4-D22

2重STP 2重STP

2重STP2重STP
8

1

560

5
6
0

5
6
0

630

63
0

750

7
5
0

4
0
0

40
0

4
0
0

400 400 400 400

600

6
0
0

4
0
0

2,
9
1
0

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

2,
3
95

Ｙ３ 1
0
0

8
0

Ｙ２

Ｙ１

1
0
0

8
0

7,1755,850 5,150

22,000

2
,
9
15

2
,
3
9
0

3,825

100

80

100

80

5
,
8
25

1
3,
0
0
0

7,
1
7
5

2
,3
9
0

梁
芯

梁
芯

梁
芯

基礎梁配筋図　S=1/30
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作製年月日MEMO 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
TEL 059-224-8941

 三重県津市一色町 211

ジェイエイ津安芸会社
株式

縮尺図面名称

工事名称 図番令和元年度河川ス振継第2号

旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

管理棟　基礎梁配筋図 1/30 (A1)
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FG1 FG1FG1

C1 C2 C2 C1G20 G20 G20 C1 C1 C2 C1G20 G20 G20

V1 V1 V1 V1
P1P1P1 P1 胴縁受け

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

C1 C1 C2C1 G20 C2 G20 C2 G20

V1

壁芯 壁芯

Y2 Y2

柱芯 柱芯

柱芯 柱芯
Y1 Y1

壁芯 壁芯

Ｙ 壁芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 壁芯 壁芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 壁芯

Ｘ X1 X2 X3 X4 X1 X2 X3 X4

基礎伏図　1/100 R階梁伏図　1/100

梁天端 梁天端 梁天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

水上 水上

水下 水下

設計GL=10.60 設計GL=10.60

基礎底 梁天端 基礎底 梁天端

地盤改良 地盤改良改良底 改良底

壁芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 壁芯 壁芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 壁芯

X1 X2 X3 X4 X1 X2 X3 X4

Y1通軸組図　1/100 Y2通軸組図　1/100

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

水上 水上 水上

水下 水下 水下
目隠し壁 目隠し壁 目隠し壁

設計GL=10.60 設計GL=10.60設計GL=10.60

基礎底 梁天端 基礎底 梁天端 基礎底 梁天端

改良底 改良底 改良底

柱芯 柱芯 柱芯
壁芯 柱芯 壁芯 壁芯 柱芯 壁芯 壁芯 柱芯 壁芯

Y1

Y1 Y2 Y1 Y2 Y1 Y2

X1,X4通軸組図　1/100 X2通軸組図　1/100 X3通軸組図　1/100

特記事項

1
2
0

BPL-19x280x280(SN490B) BPL-19x120x280(SN490B)

A.Bolt 4-M20(ABR400) A.Bolt 2-M20(ABR400)

□430x430 □430x430

8-D16 8-D16

□-D13@150 □-D13@150

G20 H-200x100x5.5x8(SS400) G20 H-200x100x5.5x8(SS400) G20 H-200x100x5.5x8(SS400)
C1,P1

PL-6 □-100x100x3.2
(STKR400)

GPL-9 GPL-9
2-M20(S10T)GPL-9 GPL-9

V1V1V1 V1 1-M16C1 C1 1-M161-M16 1-M16
□-100x100x3.2 □-100x100x3.2 GPL-9 設計GL=10.60

(STKR400) (STKR400)

無収縮ﾓﾙﾀﾙBPL下端
柱芯 柱芯

P1
基礎梁天端□-100x100x3.2X2 X4

(STKR400)柱芯

柱芯

符 号 FG1 FG11 符 号 f1

位 置 全断面 全断面 位 置 全断面

設計GL=10.60
2-D13 設計GL=10.60

梁天端
断 面

ﾀﾃ D13@200D
断 面 基礎底

ﾖｺ D10@200D
地盤改良

BxD 300x550 300x550

上端筋 3-D19 3-D19
設計GL=10.60

下端筋 3-D19 3-D19

主筋 D13@200STP D10-□-@200 D10-□-@200

配力筋 D10@200(端部D13)腹 筋 2-D10 2-D10D10@200D D13@200D

基礎底

コンクリート
2Fc=24N/mm 137.5 150地盤改良 D13

85
D10@200D13鉄筋 13

0

設計GL
=10.60D10～D16 SD295A改良底 D10@200 D10@200

D19～ SD345 梁天端 3-D16 3-D16
D10 D10

鉄骨 L
2

L
2

D10@200 D10@200
柱：STKR400 基礎底 外 外内 内トイレ棟
梁：SS400

壁芯 壁芯 柱芯
ベースプレート：SN490B

アンカーボルト：ABR400

地盤改良

工法：浅層混合処理工法

支持層：砂礫層

地耐力：50kN/㎡以上(長期)

鉛直ブレース取付詳細図 1/30

目隠し壁詳細図 1/30 基礎梁リスト 1/30 基礎リスト 1/30

使用材料一覧 立上り打増し補強要領 1/30

【 壁 部 】 【履出し部】

符　号 部　材 符　号 C1,P1 C2

C1,C2 □-100x100x3.2 λ＝82.0

P1 □-100x100x3.2 λ＝82.0

断　面符　号 部　材

符　号 部　材 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱形

主　筋

HOOP

柱リスト 柱脚リスト 1/30

大梁リスト

鉄骨部材リスト

G20 H-200x100x5.5x8

H1 水平ブレース M16

V1 鉛直ブレース M16

胴縁 C-100x50x20x2.3

胴縁受け C-100x50x20x3.2

H1H1H1

特記事項

1.基礎梁天端 = GL-250とする。

2.基礎底=GL-800とする。

3.　　は土間コンクリートを示す。

(土間天端はGL+0)　t=150,D10-@200SC

4.▼ は鉛直ﾌﾞﾚｰｽを示す。

*

特記事項

1.　　は下部間柱を示す。

2.　　は折板方向を示す。

3.折板はﾖﾄﾞﾙｰﾌﾊｾﾞ t=0.8,H=90 同等品以上とする。

4.▼ は鉛直ﾌﾞﾚｰｽを示す。

C-100x50x20x2.3(@900以下)
備　考

備　考

備　考

GPL-9  HTB 2-M20(S10T)

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付きﾌﾞﾚｰｽ M16

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付きﾌﾞﾚｰｽ M16

 GPL-6 2-M12(中ボルト)

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16(SS400) L=320　@1,200以内

材　質

STKR400

STKR400

材　質

SS400

材　質

SSC400

SSC400

1.縦胴縁はC-100x50x20x2.3とする。

MEMO 作製年月日 作　図御承認

訂正年月日
FAX 059-224-9001
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屋外トイレ棟　構造図
1/30,1/100 (A1)

S-26

2,000 2,000目隠し壁



(下
部

G3
1)

(下
部

G3
1)

ボルト

Ｈ-340ｘ250ｘ9ｘ14

管理棟

G21

B.PL下端30 62
0

小梁天端

FG21

C21C21

F21F21

22,000

Ｘ２

Ｘ５

5,850
柱芯柱芯

ＢＡ

3,350 1,000

Ｘ１

基礎下端

1,
17

0

大梁天端

基礎梁天端12
0

23
0

4,
55

0

設計ＧＬ

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。
・大梁継手位置は、柱芯から1,000とする。

立上り筋

560ｘ560

12-D16　(SD295)

D13-@100　(SD295)
フープ筋 ﾄｯﾌﾟﾌｰﾌﾟをﾀﾞﾌﾞﾙとする

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計強度

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱断面

24N/mm2以上

基礎柱

断　面

１階
Ｈ-250ｘ250ｘ9ｘ14

SS400

Ａ.bolt　4-Ｍ27（SS400）

L=810以上

※30d以上定着すること

戻り止め二重ナットとする

180°フック付き

材　質

鋼　材

断　面

柱　脚 断　面
B.PL-25ｘ300ｘ300（SM490A)

屋外階段
柱リスト　S=1/30

符 号 Ｃ２１

断面名

符号

断面

全断面

腹筋

スターラップ

下端筋

上端筋

コンクリート

2-D13

4-D22

4-D22

設計ＧＬ

12
0

350x800

D13-　 -@200

80
0

4

4

350

FG21

全断面

2-D13

4-D22

4-D22

12
0

350x800

D13-　 -@200

80
0

4

4

350

FG31

屋外階段
基礎梁リスト　S=1:50

１通り軸組図　S=1/100
屋外階段

図１ 図２

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・巾止筋はD10-@1000以内とする。

・砕石、捨てコンクリート寸法は、下図参照。(図２)

・基礎梁主筋は、Ｙ方向を上側にすること。(図１)

Ｙ方向を上側にすること。

Ｘ方向主筋

50
10

0

屋外階段
基礎詳細図

40
0

40
0

設計ＧＬ

基礎梁天端

12
0

10
01,

00
0

17
0

80
0 杭芯

基礎下端

杭頭

4-D13
4-D13

15d
D13-@200

4-D13
4-D13

20
d

P21

350φ

4-
D1

3

4-D13

ﾊｶﾏ筋 ﾍﾞｰｽ筋

4-
D1

3

4-D13

400 400

800

杭芯

Ｙ

Ｘ

Ｆ２１

50
10

0

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・土に接する部分は10㎜打増しを行うこと。

・巾止筋はD10-@1000以内とする。

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ,砕石は下図参照。

符　号 部　　　材
Ｇ.ＰＬ ＨＴＢ

備　考

G21 Ｈ-340ｘ250ｘ9ｘ14

Ｈ-340ｘ250ｘ9ｘ14G31

ササラ桁
踊り場　根太材
L-65ｘ65ｘ6

　-250ｘ90ｘ9ｘ13

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・鉄骨材質、継手PLは、SS400とする。

・外部見え掛かり部は、溶融亜鉛メッキ(F8T)とする。

屋外階段

15
0

40
60

60
40

50
50

F.2PL-12ｘ250ｘ530
F.4PL-12ｘ100ｘ530

32-M20
W.2PL- 9ｘ200ｘ290

12-M20

継ぎ手リスト　S=1/30

560

5
60

Ｙ

Ｘ

3
50

4
,
70

0
2
,
12

5

１

２

Ｙ１

柱
芯

柱
芯

FG21

FG21

FG
31

FG
31

C21F21 F21

UP

DN

DN

G3
1

C21

管理棟 管理棟管理棟

G21

G21

C21F21F21 C21

Ｘ１

1,0003,350

Ａ Ｂ

柱芯 柱芯
5,850

Ｘ５

Ｘ２

22,000

Ｘ１

1,0003,350

Ａ Ｂ

柱芯
5,850

Ｘ５

Ｘ２

22,000

柱芯

Ｘ１

1,0003,350

Ａ Ｂ

柱芯
5,850

Ｘ５

Ｘ２

22,000

柱芯

屋外階段
基礎伏図　S=1/100

屋外階段 屋外階段
１階伏図　S=1/100 GL+4,320伏図　S=1/100

・特記なき基礎梁天端は、1FL-270とする。

・基礎下端レベルはGL-1,170とする。

・特記なき梁天端は、軸組図参照とする。

・特記なき梁継手位置は、柱芯から1,000mmとする。

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・設計GL=10.60

・特記なき限り通り芯＝杭芯とする。

・特記なき限り杭天端は、GL-1,070とする。

・杭工法はMAGNUM-BASIC工法とする。(認定番号：TACP-0509)

・杭の偏芯は100mm以下の場合は補強不要。

　100mmを超える場合は監督員と協議すること。

Ｙ３

7,
17

5
5,

82
5

13
,0

00

Ｙ１

Ｙ２

屋外階段
部分詳細図　S=1/30

90
50

10
50

10050 50

G21

PL-9
HTB 4-M20

G21

ｻｻﾗ桁
　-250x90x9x13

25
0

10

PL-9 90 9

B294

PL-9

90
50

10
50

10050 50
PL-9
HTB 4-M20

ｻｻﾗ桁
　-250x90x9x13

Ｈ-340ｘ250ｘ9ｘ14B340

B340

(下部B340)

(下部B340)

G3
1

G31

G31

C21

F21

C21

F21

Ｙ１

柱芯
350 4,700

２１

柱芯

Ｂ通り軸組図　S=1/100
屋外階段

3,
25

5

G31

G31

C21

F21F21

Ｙ１

柱芯
350 4,700

２１

柱芯

Ａ通り軸組図　S=1/100
屋外階段

3,
25

5

3,
25

5

小梁天端

G21

FG21

C21C21

F21F21

22,000

Ｘ２

Ｘ５

5,850
柱芯柱芯

ＢＡ

3,350 1,000

Ｘ１

２通り軸組図　S=1/100
屋外階段
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継　　　手

G.PL-9

G.PL-9 2-M20

4-M20
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1060
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40
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40 330 40
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表層改良工法特記仕様書

5　施工機械

6　施工

7　施工管理

施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。(1)

施工(1)

改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。

混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。

改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。

施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。

施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。

施工過程における管理方法は次の通りとする。

固化材散布量(1)

マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。

改良厚さ(2)

混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。

混合程度(3)

固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。

3　特記事項

2　一般事項

1　工法概要

4. 配合管理

8　報告

9　管理試験

工程表

施工方法（仕様固化材、配合量等）

施工管理方法

施工機械

改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。

本工事は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理

改良体を造成する工法である。

本工法は現地盤土とセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する

(4)

(5)

(3)

(2)

本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項

を明記する。

工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）(1)

品質管理方法(6)

安全管理方法(7)

請負業者の本工事責任者名(8)

本工事施工業者名および施工責任者名(9)

必ず事前に室内配合試験を行い配合量を決定する。

改良厚さ、位置等は設計図書による。

改良体の設計基準強度：Fc=150kN/㎡  

(3)

(1)

(2)

指針　平成14年11月」（（財）日本建築センター）による。

区割り固化材配置 固化材散布 ローラー転圧混合攪拌 整正

地盤改良に使用する固化材は、六価クロム溶出抑制タイプのセメント系固化材とする。(1)

表1　（現場/室内）　強さ比の一例

固化材の添加形式 改良対象土 撹拌方法 (現場/室内）強度比

粉体 軟弱土
スタビライザ

バックホウ

0.5～0.8

0.3～0.7

D21PL

工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）

固化材散布量、改良厚さの状況写真

管理試験結果

一軸圧縮試験

1)現場採取供試体

3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。

六価クロム溶出試験

配合計画段階で六価クロム溶出試験を実施し、試験結果（計画説明書）を提出する。

試験方法はセメント及びセメント系固化材を使用した改良土壌の六価クロム溶出試験

（環境庁第45号　（土壌汚染に係る環境基準）による。）

検査撹拌数、検査撹拌層、基準値は下記のものとする。

検体数　　　1検体

基準値　　　0.05(mg/ )

　改良土500m3毎に１ヶ所から改良土を採取し、寸法φ5㎝ｘ10㎝の供試体を

3
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S-28

配合量　70kg/ｍ 以上 
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共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・特記なき基礎梁天端は、GL-250とする。

・基礎下端レベルはGL-800とする。

Ｙ１

胴
縁

芯
柱

芯
柱

面

・特記なき基礎梁天端は、1FL-270とする。

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・基礎下端レベルはGL-1,170とする。

・図中　　は基礎小梁芯を示す。

・ｽﾗﾌﾞ段差は、意匠図による。
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旧津市民プール跡地テニスコート整備工事

屋外トイレ、管理棟基礎１階スリーブ図 1/100 (A1)
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管理棟２階・Ｒ階スリーブ図 1/100 (A1)

S-30

P・図中　　　は下部間柱を示す。

・特記なき限り、小梁の割付は等分とする。

・図中　　は鉄骨小梁芯を示す。

J・図中　　　は梁継手位置を示す。

共通事項：特記なき限り下記に準ずる。

・特記なき梁継手位置は、柱芯から1,000mmとする。

※特記なき外壁廻りスリーブ径はφ200とする。

※特記なき内部スリーブ径はφ100とする。

※特記なき梁スリーブの高さは梁せいの中央とする。
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